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辞
典
・
用
語
集

◎ 新たに教科教育に関する項目も加えた約1100項目
◎ 新法制，新しい学習指導要領に対応
◎ 教員採用試験に頻出の項目も収録

教員採用試験で触れられる範囲の教育学の用語を
中心に，約1100項目を掲載した用語集。新しい法制，
学習指導要領に沿った内容で，教育時事問題も含
めて掲載。巻末には関連する主要な法規類および
教育史年表を収録した。

四六判美装/384頁　定価：2,420円（本体2,200円＋税）
ISBN 978-4-623-09152-2　2021年5月刊行

編集のことば
執筆者一覧
項目一覧
凡例

本文
（新規項目の例 )
　・アクティブラーニング
　・カリキュラム・マネジメント
　・チーム学校

　・義務教育学校
　・ＰＤＣＡサイクル
　・語彙指導
　・言語活動
　・演繹的な考え
　・帰納的な考え
　・科学的リテラシー
　・自然災害への対応
　・ティームティーチング
　・教室英語

［組見本］

　・臨界期仮説
　・歌唱共通教材
　・豊かなスポーツライフ
　・ワーク・ライフ・バランス
　・スタートカリキュラム
　・特別の教科 道徳
　・探究的な見方・考え方
　・部活動指導員
　・ひきこもり
　・摂食障害
　・スクールソーシャルワーカー
　ほか

関連法規・資料
（収録法規の例）
　・日本国憲法（抄）
　・教育基本法（新・旧）
　・学校教育法（抄）
　・学校教育法施行令（抄）
　・学校教育法施行規則（抄）
　・教育公務員特例法（抄）
　・地方教育行政の組織及び
　　運営に関する法律（抄）
　・児童福祉法（抄）
　・国連・子どもの権利条約（抄）
　ほか

日本および西洋の教育史年表
参考文献



吉田武男 監修
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初等国語科教育
塚田泰彦／甲斐雄一郎／長田友紀 編著

国
語
科

B5判美装/208頁　定価：2,420円（本体2,200円+税）
ISBN 978-4-623-08292-6　2018年3月刊行

本書は新学習指導要領を踏まえて，国語科の授業実
践力の育成を目指すとともに，近年の教育動向や教
育政策との関係での国語科の教育課題を明示する。
学校教員を目指す学生，小学校の教師に向けた，教
育の実際に役立つ入門書。

◎ 平成29年改訂の小学校学習指導要領国語を踏まえて
　 編集
◎ 小学校教員を目指す学生，小学校の教師をはじめ教育
　 関係者に役立つ入門書

ここが

ポイント
!!

監修者のことば
はじめに

　第Ⅰ部　初等国語科の基本的視点
第１章　初等国語科教育の意義と目標
　１ 初等国語科教育の位置づけ
　２ 国語科教育の意義と特質

第２章　初等国語科教育の構造と変遷
　１ 初等国語科教育の構造 
　２ 初等国語科教育の変遷

第３章　初等国語科教育の学習指導と評価
　１ 学習指導上の基本理念
　２ 年間指導計画の作成
　３ 単元の構想
　４ 「主体的・対話的で深い学び」の実現
　５ 学習評価の観点と方法

　第Ⅱ部　初等国語科の学習指導
第４章　国語の特質に関する事項の指導
　１ 国語の特質に関する教育目標と内容
　２ 文字・表記に関する学習指導
　３ 語彙に関する学習指導
　４ 文法に関する学習指導
　５ 言葉遣いに関する学習指導
コラム①　国語施策

第５章　情報の扱い方 
　１ 新学習指導要領に新設された
　　 「情報の扱い方に関する事項」  
　２ 初等国語科の授業に見られる思考の
　　 様相
　３ 「情報の扱い方」の実践例
コラム②　他教科との連携・言語活動

第６章　伝統的な言語文化の指導
　１ 「伝統的な言語文化」の目的
　２ 「伝統的な言語文化」の特徴 

　３ 「伝統的な言語文化」の教材
　４ 「伝統的な言語文化」の授業および
　　 言語活動
コラム③　「ことわざ」
　　　　　――「生きる力」は「言霊」から

第７章　書写の指導
　１ 書写に関する教育目標と内容
　２ 筆記具の基本知識と態勢づくり 
　３ 字形と筆順
　４ 書写に関する学習指導
コラム④　板書

第８章　読書指導
　１ 読書指導の目標と内容
　２ 読書のメディアとジャンル
　３ 読書に関する学習指導法
コラム⑤　ライトノベル

第９章　話すこと・聞くことの指導
　１ 話すこと・聞くことの教育目標と内容
　２ 話すこと・聞くことの形態と
　　 そのポイント
　３ 話すこと・聞くことに関する学習指導
コラム⑥　音読・朗読

第10章　書くことの指導
　１ 書くことの教育目標と内容
　２ 書くことのジャンルとそのポイント
　３ 書くことに関する学習指導
コラム⑦　生活綴方

第11章　読むことの指導①
　　　　――説明的文章
　１ 説明的文章の教育目標と内容
　２ 説明的文章の特質と教材研究
　３ 説明的文章に関する学習指導
コラム⑧　論理（トゥルミン・モデル）  

第12章　読むことの指導②
　　　　――文学的文章
　１ 文学的文章の教育目標と内容
　２ 文学的文章の特質と教材研究
　３ 文学的文章に関する学習指導 

　第Ⅲ部　初等国語科を取り巻く
　　　　　問題（領域）
第13章　入門期の指導
　１ 入門期をどう捉えるか
　２ 入門期のカリキュラムと指導上の
　　 注意点 
　３ 一人ひとりに寄り添って  
コラム⑨　小中連携 

第14章　メディアリテラシー・ＩＣＴの指導
　１ 21世紀の社会に求められる
　　 「リテラシーズ」 
　２ メディアリテラシー
　３ 情報リテラシー
　４ ＩＣＴリテラシー
コラム⑩　インクルーシブ教育 

第15章　初等国語科教育の課題と展望
　１ これから予想される社会や教室の
　　 変化
　２ 学び続ける国語教師になるために
コラム⑪　教師の成長 

付録①　学習指導案がもつ意義と指導案
　　　　作成の実際
付録②　学習指導要領

索　引



国
語
科

A5判美装/234頁　定価：2,200円（本体2,000円+税）
ISBN 978-4-623-08197-4　2018年7月刊行

教職を目指す大学生に向け，国語教育についてやさ
しく具体的に解説された入門書。
新学習指導要領に対応した単元デザインや学習指導
案の作成とその評価など，教育の現場をイメージし
ながら多様な項目をわかりやすく学べる一冊。

◎ 新学習指導要領に対応
◎ コアカリキュラムにも準拠
◎ 〈教科教育編〉は小学校の教員をめざす学生のため
　 の入門テキスト
◎ 巻末に学習指導要領などを必要に応じ掲載

原 清治／春日井敏之／篠原正典／森田真樹 監修

新しい教職教育講座　教科教育編 1　　

初等国語科教育
井上雅彦／青砥弘幸 編著

ここが

ポイント
!!

はじめに

第１章　国語科教育の目標と内容
　１ 言葉とコミュニケーション
　２ 言葉の獲得とコミュニケーション
　３ 言葉の働き
　４ 国語科教育の目標と内容

第２章　国語科教育の方法
　１ 言語活動の充実
　２ アクティブラーニング
　３ ＩＣＴ教育

第３章　国語科の単元デザインと授業構想
　１ ｢単元」の今日的意義
　２ 単元デザインおよび指導と評価の要諦
　３ ｢単元」で育てるということ――内在する教育観

第４章　国語科学習指導案
　１ 学習指導案を書く目的
　２ 学習指導案の内容
　３ 国語科学習指導案の実際

第５章　｢話すこと・聞くこと」の学習指導
　１ ｢話すこと・聞くこと」の学習指導の基礎
　２ 話し言葉の位置づけ
　３ 新学習指導要領における話し言葉の位置づけ
　４ ｢話すこと・聞くこと」領域の学習指導の実際

第６章　｢書くこと」の学習指導
　１ ｢書くこと」の学習指導において教師は何を目指すのか
　２ ｢書くこと」の指導は一筋縄ではいかない
　３ 題材を工夫して書くことに日常的に取り組ませる
　４ 他者の文章を分析し良さを実感する場を設ける
　５ 教師があらゆることを抱え込まないようにする
　６ ｢書くこと」の指導時間数は定められている
　７ 評価は「書くこと」の指導事項の達成状況によって行う

第７章　｢読むこと」の学習指導――文学的文章
　１ 文学を読むことの学習で大切なこと
　２ 書かれてあることを理解すること

　３ ｢読むこと」の落とし穴
　４ 文学を読む楽しみ
　５ 文学を読むことの意義

第８章　｢読むこと」の学習指導――説明的文章
　１ 学習指導要領の意義
　２ 学習目標（指導事項）
　３ 教材，言語活動，手立て
　４ 具体的な教材で考える単元づくり――中学年教材で考える
　５ 各学年における単元づくり
　６ 新学習指導要領を味方にしよう

第９章　言葉の特徴や使い方に関する学習指導
　１ ｢言葉の働き」について
　２ ｢言葉の特徴（仕組み）」について
　３ ｢言葉の使い方」について

第10章　情報の扱い方に関する学習指導
　１ ｢情報の扱い方に関する事項」とは何か
　２ 各学年の「情報の扱い方」に関する事項の指導
　３ 単元に組み込んだ計画の一例

第11章　伝統的な言語文化に関する学習指導
　１ 伝統的な言語文化とは
　２ 伝統的な言語文化に関する学習を構想する
　３ ｢伝統」とつきあうこと

第12章　書写の学習
　１ ｢文字を書くこと」の学習としての書写
　２ これからの書写学習に求められる視点
　３ これからも工夫が求められる指導

第13章　読書指導
　１ 読書とは
　２ 読書指導の新学習指導要領での位置づけ
　３ 読書指導の目的
　４ 読書指導の方法
　５ 読書指導を行う教師として

小学校学習要領（抄）
索　引
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国
語
教
育
科

B5判美装/192頁　定価：2,420円（本体2,200円+税）
ISBN 978-4-623-08154-7　2018年3月刊行

新学習指導要領の目標と内容を踏まえたうえで，言
語習得論や教授法などの理論的知識と，授業づくり
や指導に必要な実践的知識をわかりやすく解説す
る。小学校教員を目指す学生はもちろん，現職の先
生方や教員研修にも役立つテキスト。

◎ 平成29年改訂の小学校学習指導要領 外国語活動・外
　 国語を踏まえて編集
◎ 小学校教員を目指す学生をはじめ，現職の小学校の教
　 師にも役立つスタンダードなテキスト

吉田武男 監修
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初等外国語教育
卯城祐司 編著

ここが

ポイント
!!

監修者のことば
はじめに

　第Ⅰ部　初等外国語教育の基本理念
第１章　初等外国語教育の意義と目的
　１ 初等外国語教育の経緯 
　２ 新学習指導要領に基づく初等外国語
　　 教育
　３ 初等外国語教育の課題

第２章　初等外国語教育と
　　　　第二言語習得論
　１ 第二言語習得論と英語教育
　２ 年齢にまつわる問題
　３ 第一言語の影響

第３章　初等外国語教育にかかわる
　　　　外国語教授法
　１ 外国語教授法
　２ ナチュラル・アプローチ
　３ コミュニカティブ・アプローチ
　４ フォーカス・オン・フォーム
　５ 内容言語統合学習 （CLIL）

第４章　関連領域から見る
　　　　初等外国語教育
　１ 外国語によるコミュニケーション
　　 能力の育成
　２ 子どもの発達と初等外国語教育
　３ 個人差に配慮した外国語学習

第５章　諸外国における初等外国語教育
　１ ヨーロッパにおける初等外国語教育
　２ アジアにおける初等外国語教育
　３ アメリカの小学校での ESL 教育

　第Ⅱ部　指導と評価のための基礎知識
第６章　英語の音声とその取り扱い
　１ 基本的な考え方
　２ 英語の子音
　３ 英語の母音
　４ 英語の音節構造
　５ 英語のプロソディー 

第７章　英語の文字とその取り扱い
　１ 小学校における英語を「読むこと」
　　 「書くこと」
　２ 「英語を読む」こととは
　３ 「読むこと」の指導
　４ 「書くこと」の指導

第８章　初等外国語教育における
　　　　さまざまな活動
　１ 初等外国語教育における活動
　２ 歌・チャンツ
　３ ゲーム
　４ コミュニケーション活動，自己表現
　　 活動
　５ 絵本の活用 

第９章　クラスルームイングリッシュの
　　　　活用
　１ 小学校教師が英語を使うということ
　２ クラスルームイングリッシュ活用の
　　 意義と留意点
　３ クラスルームイングリッシュの実例①
　　 ――基本的な表現と語彙
　４ クラスルームイングリッシュの実例②
　　 ――場面ごとの表現
　５ クラスルームイングリッシュを磨く

第10章　初等外国語教育における
　　　　学習評価
　１ 初等外国語教育における学習評価の
　　 あり方
　２ 初等外国語教育における学習評価の
　　 進め方
　３ 授業で行う学習評価
　４ 評価を行う際の留意点

　第Ⅲ部　よりよい授業と教師を目指して
第11章　指導計画の作成と指導の留意点
　１ 年間・単元・授業における指導
　２ 年間指導計画
　３ 単元指導計画
　４ 授業計画と指導の留意点

第12章　多様な初等外国語教育のあり方
　１ 他教科との連携
　２ 小中連携
　３ ＩＣＴの活用 
　４ ティームティーチング
　５ 特別支援教育とのかかわり

第13章　教育実習と教師としての成長
　１ 教育実習の意義と留意点
　２ 実習時のポイント 
　３ 教師として成長するために

小学校学習指導要領　外国語活動
小学校学習指導要領　外国語

索　引



原 清治／春日井敏之／篠原正典／森田真樹 監修

新しい教職教育講座　教科教育編 10　　　　

初等外国語教育
湯川笑子 編著

外
国
語
教
育
科

A5判美装/204頁　定価：2,200円（本体2,000円+税）
ISBN 978-4-623-08206-3　2018年3月刊行

新学習指導要領に対応した，小学校教員をめざす学
生のための「外国語教育」の入門書。小学校外国語
教育の組立てから授業実践までを図やワークシート
を豊富に使い，わかりやすく解説。学習指導案の作
成，教材や学習評価までを学べるテキスト。

◎ 新学習指導要領に対応
◎ コアカリキュラムにも準拠
◎ 〈教科教育編〉は小学校の教員をめざす学生のための
　 入門テキスト
◎ 巻末に学習指導要領を掲載

ここが

ポイント
!!

はじめに

第１章　小学校外国語教育のねらいと意義
　１ 小学校外国語教育設置の経過とねらい
　２ 外国語習得の特徴とそこから得られる示唆
　３ ねらいの実現のために小学校英語教育担当者が
　　 心がけるべきこと
　　 ——設定されたねらいの特徴の理解と実現

第２章　海外の実践から見えてくる小学校英語教育の課題
　１ 海外の小学校英語教育事情
　２ アジア主要国の実践が示す課題

第３章　英語コミュニケーション能力
　１ コミュニケーション能力の要素
　２ 外国語を教室で教えるときに実現できる
　　 コミュニケーション

第４章　小学校外国語教育・外国語活動のカリキュラムと
　　　　指導内容
　１ 基本となるカリキュラム
　２ 学校ごとのカリキュラム
　３ 特色あるカリキュラム

第５章　指導者に必要な基礎的な英語力
　１ 小学校の指導者に必要な基礎的な英語力とは何か
　２ 発音・プロソディ
　３ 語彙・文法
　４ 話す力

第６章　低中学年の指導
　１ 低中学年で身につけたい資質や能力と活動例
　２ 45分の授業の組み立て方と指導方法

第７章　高学年の指導の実際
　１ 高学年で身につけたい資質や能力と活動例
　２ 45分の授業の組み立て方と指導方法

第８章　小学校外国語教育での読み書き指導
　１ 小学校外国語教育における読み書き指導の目標と内容
　２ 読み書き指導のステップと具体的な指導
　３ 読み書きの発達を丁寧に見取る

第９章　教材とＩＣＴなど教具の選択，使用，作成
　１ 様々な教材と使用目的
　２ 選択・作成のポイント
　３ 教材の効果的な使い方の具体例

第10章　ティーチャートーク
　１ 教師が英語で話す意義と方法
　２ 活動場面ごとのティーチャートークの特徴
　３ ティームティーチング

第11章　１時間の授業の組み立てと指導案作成
　１ 外国語の授業構成
　２ 指導案作成のポイント　

第12章　外国語・外国語活動における評価
　１ 何のために評価するのか
　２ どのように評価をしていくのか
　３ これから求められる評価のあり方

第13章　小中連携，校内研修，継続的な自己研修について
　１ 小中連携のポイントと実際
　２ 校内研修の取り組み方
　３ 継続的な自己研修のために

小学校学習要領（抄）
索　引
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B5判美装/210頁　定価：2,750円（本体2,500円＋税）
ISBN 978-4-623-09108-9　2021年2月刊行

「英語という外国のことば」の何をどう教えるのか。
英語教育学の専門知識をわかりやすく解説し，英語
教育のあり方を考える材料を提供する。これからの
主体的な英語教育者の育成をめざす，理論と実践を
往還した待望のテキスト。

◎ 英語教員をめざす学生・院生，研究者，現職の教員（小・
　 中・高・大学），予備校・英語学校・英語塾などの指導
 　者，小学校英語教育の民間指導者，および外国語に関
　 心のある一般読者に必携の書
◎ 英語教育学の全体像が把握できる本邦初のテキスト
◎ 全90項目を見開き２ページでわかりやすく解説

やわらかアカデミズム・〈わかる〉シリーズ

よくわかる英語教育学
鳥飼玖美子／鈴木希明／綾部保志／榎本剛士 編著

ここが

ポイント
!!

はじめに
英語教育学を学ぶにあたっておさえておきたい
用語

　第１部　英語教育学とは？
Ⅰ　英語教育学を学ぶ前に
　１ 学ぶ立場から教える立場へ
　２ 「コミュニケーション能力」とは何か
　３ 理論と実践

Ⅱ　世界と英語
　１ グローバル化から新型コロナ禍へ：
　　 揺れる英語教育
　２ 英語教育と異文化コミュニケーション
　３ 母語と第二言語，ＥＳＬ（第二言語としての
　　 英語）とＥＦＬ（外国語としての英語）

　第２部　言語習得についての研究
Ⅰ　第一言語（母語）の獲得
　１ 言語の生得性と学習
　２ 幼児はどうやって言語を学ぶのか
　３ 言語と思考

Ⅱ　第二言語の習得
　１ 第二言語習得に関する研究
　２ バイリンガリズム研究
　３ 第二言語習得の年齢
　４ 動機付け（モチベーション）
　５ 学習方略と自律性
　６ 情動（不安）
　７ 自己効力感

　第３部　外国語を教えるということ
Ⅰ　外国語教授法の変遷
　１ 文法訳読法
　２ 直接法
　３ オーディオリンガル・メソッド
　４ ナチュラル・アプローチ

Ⅱ　近年の外国語教授法
　１ コミュニカティブ・アプローチ
　２ 内容重視アプローチ
　３ 内容と言語統合学習（ＣＬＩＬ）
　４ 協同学習
　５ 言語教育における通訳翻訳の役割

Ⅲ　「４技能」から「７技能」へ
　１ 「４技能」とは何か
　２ 「４技能」の総合的な指導

　３ 評価，測定，テスト作成
　４ ＣＥＦＲ⑴：欧州評議会の複言語・
　　 複文化主義
　５ ＣＥＦＲ⑵：2001年版
　６ ＣＥＦＲ⑶：増補版
　７ ＣＥＦＲ⑷：能力記述
　８ 日本の英語教育におけるＣＥＦＲ受容
　９ 日本の英語教育がＣＥＦＲから学ぶこと

　第４部　社会・文化の中の言語と
　　　　　コミュニケーション
Ⅰ　ことばと社会・文化のつながり
　１ 言語と権力，アイデンティティ
　２ 英語と社会・文化
　３ 英語帝国主義

Ⅱ　コミュニケーションと社会・文化のつながり
　１ コミュニケーションの定義
　２ 行為としてのことば／ことばとコンテクスト
　３ ハイムズの「コミュニケーション能力」
　　 （communicative competence）
　４ ＷＴＣ（Willingness to Communicate）
　５ 非言語コミュニケーション
　６ 教室内コミュニケーション

Ⅲ　日本の社会・文化における英語教育
　〈ａ 社会は英語教育に何を求めてきたのか〉
　１ 幕末―明治―大正―昭和初期
　２ 戦時中の英語教育から戦後の英語ブームへ
　３ 学校英語教育改革への動き
　４ 政治と経済主導の教育改革
　５ メディア英語講座と英語教育
　〈ｂ 社会制度としての英語教育〉
　１ 学習指導要領とは何か
　２ 学習指導要領  英語  小学校
　３ 学習指導要領と学習評価
　４ 学習指導要領  英語  中学校
　５ 学習指導要領  英語  高等学校
　６ 検定教科書  小学校
　７ 検定教科書  中学校
　８ 検定教科書  高等学校
　９ 小学校教員養成課程  外国語（英語）コア・
　　 カリキュラム
　10 英語教員免許に関連する制度
　11 教職課程  中学校・高等学校コア・
　　 カリキュラム ⑴

　12 教職課程  中学校・高等学校コア・
　　 カリキュラム ⑵
　13 大学入試改革（英語民間試験導入）
　14 大学における英語教育

　第５部　指導上の課題
Ⅰ　接続と連携
　１ 小中接続
　２ 中高接続
　３ 高大接続
　４ 国語教育との連携

Ⅱ　授　業
　１ 教室内での使用言語
　２ 「形式」への焦点化 ⑴
　３ 「形式」への焦点化 ⑵
　４ オンライン授業
　５ 文学作品の活用

Ⅲ　授業を振り返る
　１ リフレクション（省察）
　２ どうフィードバックを与えるか
　３ 学習者の個人差
　４ 教員の信条，学習者の信条

　第６部　これからの英語教育
Ⅰ　ＡＩ時代に必要な力
　１ ＡＩと英語教育
　２ 「読む力」と「コミュニケーション力」
　３ 主体性
　４ 日本人に適した英語教育の創造

Ⅱ　理論研究から学ぶ
　１ 言語に関わる研究 ⑴
　２ 言語に関わる研究 ⑵
　３ 認知に関わる研究
　４ 意味に関わる研究
　５ 文化に関わる研究
　６ コミュニケーションに関わる研究
　７ 心理に関わる研究
　８ 教育に関わる研究
　９ 哲学に関わる研究
　10 音声に関わる研究
　11 テストに関わる研究

おわりに
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B5判美装/200頁　定価：2,420円（本体2,200円+税）
ISBN 978-4-623-08602-3　2019年3月刊行

本書は算数科教育の意義と課題をふまえて，教科と
しての算数科の目標と指導内容を，「数学的な見方・
考え方」に焦点をあてつつ概観する。教材研究の方
法，授業の設計，学習評価のあり方も含め，わかり
やすく解説したテキスト。

◎ 小学校の新学習指導要領を踏まえて編集
◎ 小学校教員を目指す学生をはじめ，小学校の教師に
　 役立つスタンダードなテキスト

吉田武男 監修

MINERVA はじめて学ぶ教科教育 2　　　　　　　　

初等算数科教育
清水美憲 編著

ここが

ポイント
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監修者のことば
はじめに

　第Ⅰ部　算数科教育の基本理念
第１章　算数科教育の意義と課題
　１ 算数科において育成を目指す資質・
　　 能力
　２ 子どもたちの学びの現状と教育の課題
　３ 算数科教育の課題と新しい理念

第２章　算数科教育の変遷
　１ 戦後教育改革期の算数科
　２ 現代化期の算数科
　３ 平成期の算数科

第３章　算数科の目標
　１ 算数科の目標
　２ 小学校学習指導要領を支える
　　 三つの柱
　３ 三つの柱を束ねる横糸としての
　　 数学的に考える資質・能力の育成
　４ 21世紀を生き抜くために

　第Ⅱ部　算数科教育の内容論・
　　　　　学習指導論
第４章　算数科教育の実践①
　　　　――数と計算の学習指導
　１ 「数と計算」領域のねらいと内容の
　　 概観
　２ 数の概念とその表し方
　３ 計算の意味
　４ 計算の仕方

第５章　算数科教育の実践②
　　　　――図形の学習指導
　１ 「図形」領域のねらいと内容の概観
　２ 図形概念の理解
　３ 図形の構成
　４ 図形の計量
　５ 図形の性質の活用

第６章　算数科教育の実践③
　　　　――測定の学習指導
　１ 量の概念と性質
　２ 「測定」領域のねらいと育成を
　　 目指す資質・能力
　３ 各学年の内容と数学的活動

第７章　算数科教育の実践④
　　　　――変化と関係の学習指導
　１ 「変化と関係」領域の位置づけ
　２ 事象の変化や関係を把握する力の
　　 育成とそのねらい
　３ 「変化と関係」領域で育成すべき
　　 資質・能力
　４ 資質・能力の育成を目指す実践に
　　 向けて

第８章　算数科教育の実践⑤
　　　　――データの活用の学習指導
　１ 「データの活用」領域のねらいと
　　 内容の概観
　２ 統計的な問題解決活動
　３ データを分析する手段
　４ 「データの活用」領域に関する
　　 基礎的知識

第９章　算数科教育の実践⑥
　　　　――数学的活動を通した
　　　　　　学習指導
　１ 数学的活動の意義
　２ 数学的活動の過程
　３ 数学的活動を通した学習指導

　第Ⅲ部　算数科授業の設計と
　　　　　実践研究の課題・方法
第10章　算数科教育における教材研究の
　　　　方法
　１ 算数科における教材研究の一般的な
　　 過程
　２ 数学的な見方・考え方を軸にした
　　 教材研究
　３ 教材研究における教具の取り扱い

第11章　算数科における授業の設計と実際
　１ 新しい算数科授業が目指すもの
　２ 授業の具体化に向けた授業設計の
　　 視点
　３ 算数科授業から育成を目指す
　　 資質・能力を捉える
　４ 育成すべき資質・能力の観点から
　　 みた授業の設計

第12章　算数科における学習評価と
　　　　授業改善
　１ 学習評価の意義
　２ 評価の対象
　３ 児童の学習の「質」の評価
　４ パフォーマンス評価の視点からの
　　 算数授業の改善

第13章　学力調査に見る算数科教育の
　　　　課題と展望
　１ 学力とは何か
　２ 算数・数学にかかわる学力を捉える
　　 枠組み
　３ 国が実施する学力調査の目的と特徴
　４ 全国学力・学習状況調査
　　 （小学校算数）の実際
　５ 全国学力・学習状況調査に見る
　　 算数科教育の課題と展望

小学校学習指導要領　算数
索　引
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新しい教職教育講座　教科教育編 3　

算数科教育
岡本尚子／二澤善紀／月岡卓也 編著
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A5判美装/204頁　定価：2,200円（本体2,000円+税）
ISBN 978-4-623-08199-8　2018年10月刊行

新学習指導要領を踏まえた学習目標と指導方法，具
体的な指導案の作成と評価まで，幅広く取り上げ，
現場のイメージを摑みやすく工夫した一冊。豊富な
図表を使い，初めて算数教育を学ぶ学生にわかりや
すく解説する入門書。

◎ 新学習指導要領に対応
◎ コアカリキュラムにも準拠
◎ 〈教科教育編〉は小学校の教員をめざす学生のため
　  の入門テキスト
◎ 巻末に学習指導要領などを必要に応じ掲載

ここが

ポイント
!!

はじめに

第１章　算数・数学教育学
　１ 算数・数学教育学とは
　２ 算数科と数学科
　３ 算数・数学教育学の学び

第２章　評価
　１ 評価の目的・時期・主体
　２ 評価の内容と方法

第３章　学力調査
　１ 国際的な学力調査――ＴＩＭＳＳとＰＩＳＡ
　２ 国内における学力調査
　　 ――全国学力・学習状況調査

第４章　学習指導要領
　１ 学習指導要領における目標・内容
　２ 算数科の指導・評価

第５章　数と計算
　１ 「数と計算」領域の今日的課題
　２ 「数と計算」領域の指導の実際

第６章　図形
　１ 「図形」指導の今日的課題
　２ 「図形」領域の目標と教育内容
　３ 「図形」指導の実際

第７章　測定
　１ 「測定」指導の今日的課題
　２ 「測定」領域の目標と教育内容
　３ 「測定」指導の実際

第８章　変化と関係
　１ 「変化と関係」指導の今日的課題
　２ 「変化と関係」指導の実際

第９章　データの活用
　１ 「データの活用」領域の今日的課題
　２ 「データの活用」領域の指導の実際

第10章　プログラミング的思考
　１ 時代を超えて普遍的に求められる
　　 プログラミング的思考
　２ 新学習指導要領が求めるプログラミング的思考
　３ 算数科で「主体的・対話的で深い学び」の
　　 実現に資するプログラミング

第11章　算数教育の歴史
　１ 明治時代から第二次世界大戦までの算数教育の
　　 歴史
　２ 第二次世界大戦後の算数教育の歴史

第12章　学習指導案
　１ 学習指導案とは
　２ 学習指導案における各項目の内容と留意点

小学校学習要領（抄）
索　引
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数学的素養を身につけて教壇に立つために――。小
学校算数科の内容としての数学的知識を教育的立場
から考察するとともに，算数学習の方法についても
数学の本質的立場に則って解説する。真の教材研究
に不可欠な15講。

◎ 算数科の教材研究に不可欠な15講
◎ 「数学的素養を高めることが算数の授業改善につな
　 がる」ことを認識できる

これだけは知っておきたい 
小学校教師のための算数と数学15講

溝口達也／岩崎秀樹 編著
ここが

ポイント
!!

はしがき

　第１部　算数学習の内容論的考察

第１講　十進位取り記数法

第２講　乗法と除法

第３講　演算決定のためのモデル

第４講　有理数の順序構造

第５講　偶数と奇数

第６講　比較と測定

第７講　面積と体積

第８講　単位量あたりの大きさ

第９講　合同と拡大図・縮図――図形の構成的探究

第10講　文字の式

第11講　統計グラフの小学校における系統の
　　　　数学的意味づけ

　第２部　算数学習の方法論的考察

第12講　一般化と拡張

第13講　数学的な説明

第14講　数学史の活用

第15講　算数教育の仕組み
　　　　――作品訪問と世界探究

▲第１講 冒頭
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A5判美装/282頁　定価：3,080円（本体2,800円＋税）
ISBN 978-4-623-08336-7　2018年10月刊行

新学習指導要領やPISAの学力観等をふまえた上で，
算数・数学教育の現状や，今後身につける必要があ
るとされる力をめぐる議論，日本での先進的な実践，
またデンマークの教育の理念や実践等を紹介。これ
からの算数・数学教育のあり方について考える。

◎ 日本の教育に対して影響力の大きい PISAの学習・教
　 育観を批判的に検討し，いま真に求められる算数・数
　 学の教育の在り方を示す
◎ 学習指導要領改訂，大学入学共通テスト，PISA2018
　 など，最新のトピックにもふれながら考察

主体的・対話的に深く学ぶ算数･数学教育
―― コンテンツとコンピテンシーを見すえて

小寺隆幸 編著
ここが

ポイント
!!

はじめに
序　章　主体的・対話的に深く学ぶ
　　　　算数・数学教育のために
 　　　　──新教育課程の意義と課題
　１ 「人格の完成をめざす」ことと
　　 算数・数学教育
　２ これからの算数・数学教育のために
　第Ⅰ部　日本の算数・数学教育に
　　　　　何が求められているのか
第１章　民主的な社会とともに歩む
　　　　算数・数学教育
　１ 算数・数学を学ぶ子どもたち
　２ 算数・数学を取り巻く社会
　３ 算数・数学教育にかかわる数学の変化
　４ 算数・数学教育の目的
　５ 算数・数学教育の目標
第２章　数学的リテラシー論の源流と現在
　　　　──世界の動向と日本の課題
　１ フィンランドで何が起こったか，
　　 世界で何が起こっているか
　２ 「数学的リテラシー」概念の来歴
　３ 学校数学における資質・能力論と
　　 数学的リテラシーの育成
　４ プロセス志向の数学カリキュラムに向けて
第３章　21世紀の数学的リテラシーに向けて
　　　　──日本での試みから
　１ 日本における「数学教育問題」
　２ 科学技術の智プロジェクト
　３ ＯＥＣＤ・ＰＩＳＡ調査
　４ 中等教育，特に高等学校教育の改革
　５ 他分野への広がり
第４章　コンピテンシーの多面性と
　　　　算数・数学教育にとっての意味
　１ コンピテンシーの系譜と多面性
　２ 算数・数学教育におけるコンピテンシー
　３ コンピテンシー批判への応答
第５章　算数・数学の授業を豊かにする
　　　　「教授学」
　　　　──「主体的・対話的で深い学び」の
　　　　　　　強調の前に
　１ 算数・数学をいかに教えるのか
　　 ──斎藤喜博と遠山啓の論に学ぶ

　２ 自由の森学園での授業から⑴ 
　　 ──「積分」「指数関数と対数関数」
　３ 自由の森学園での授業から⑵ 
　　 ──確率の導入
　４ 中学校・高校の授業の「教授学」を！
　第Ⅱ部　対話と協同の授業をつくる
第６章　「多様化」時代の算数・数学の
　　　　授業づくり
　　　　──算数・数学は系統的か？
　１ 多様な子どもたちの授業参加
　２ 系統学習・系統的カリキュラム
　３ 「算数・数学が系統的である」という
　　 授業の実際
　４ そもそも算数・数学は系統的か？
　５ 学習達成が多様な児童・生徒が学び合う
　　 授業
　６ 学習の進展と進行
　７ 発達観・学力観・教授学習観の転換を
第７章　「わり算」を仲間とともに学び合う授業
　１ 授業の構想
　２ 等分除の意味とかけわり図
　３ 答えの求め方から筆算形式の学びへ
　４ 包含除とかけわり図
　５ 現実世界の課題を共同で考え合う授業を
第８章　数学の認識の深化と
　　　　アイデンティティ形成
　　　　──分数の授業やカリキュラムを
　　　　　　考えながら
　１ 分数の意味をめぐって
　２ ×（÷）小数・分数の難しさ
　３ 授業：分数再考① 分数からユークリッド
　　 　　　の互除法へ
　４ 授業：分数再考② 互除法を連分数で
　　 可視化する
　５ 中学３年生はどう学んだか？
　６ 算数・数学のつながりをつくる
第９章　研究者のように探究し伝え合う授業
　　　　──高校１年の課題学習「正多面体」
　１ ＲＬＡの実践
　２ コンピテンシー論からの考察

第10章　数学を学ぶ意味を実感する
　　　　《実験数学》の授業
　　　　──「問い」を持たせる「２進数で
　　　　　　遊ぼう！」とその発展課題
　１ アクティブ・ラーニングをめぐる議論
　２ 数学的問題解決の図式
　３ 数学的問題解決の図式の逆と「２進数で
　　 遊ぼう！」の授業について
　４ 第１時「２進数で遊ぼう！」
　５ 第２時「３進数では？
　　 ──２進数を発展させる」
　６ 生徒の感想文にみる変容
　７ 数学と現実世界との交流の中で対話的に
　　 考える授業を
　第Ⅲ部　対話を軸に数学的コンピテンシーを
　　　　　育てるデンマークの教育
第11章　デンマークの教育とニス（Niss, M.）
　　　　の数学的コンピテンシー論
　１ 数学への意欲や関心が高いデンマークの
　　 子どもたち
　２ デンマークの教育
　３ 「コンピテンシーと数学学習」（ＫＯＭ）
　　 プロジェクト
第12章　デンマークのカリキュラムと授業を
　　　　通して「主体的・対話的で深い学び」
　　　　を考える
　１ デンマークの「共通目標」
　２ デンマークの授業から学ぶ
　　 （８年生の授業）
　３ 「主体的・対話的で深い学び」を創る
　　 手がかりとして
第13章　デンマークにおけるコンピテンシー議論
　　　　の発展と「競争国家」での教育の役割
　１ デンマークの教育の特性とその目的
　２ デンマークにおけるコンピテンシー概念
　　 の受容と発展
　３ 高等学校の目的と自然科学への期待
　４ 近年のメディアでの若者をめぐる議論と
　　 日本への示唆
巻末資料　
　デンマーク 2009年共通目標 数学科
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A5判美装/264頁　定価：2,750円（本体2,500円+税）
ISBN 978-4-623-09107-2　2021年3月刊行

小学校教員養成課程，算数科指導法の教科書。算数
科授業の基礎，内容，指導と，これからの算数教育
を取り巻く課題について解説する。小学校教員の数
学的素養を育てるとともに，教師としての資質・能
力の向上をめざす。

◎ 算数教育の理論と実践の統合の基盤をつくる
◎ 広い視野から新たな算数教育を創造できるように
　 する

新しい算数教育の理論と実践

溝口達也 編著
ここが

ポイント
!!

はしがき
　第Ⅰ部　算数教育の基礎理論
第１章　新しい算数教育の課題と展望
　１ 現在の算数教育を問い直す
　２ 算数教師としての力量をつけよう
第２章　数学的な見方・考え方と数学的活動
　１ 「算数指導」の基本理念を考える
　２ 「算数指導」で目指す数学的活動を具体化する
　３ 内容ベースを超える算数カリキュラムを構想する
第３章　指導計画と学習指導のデザイン
　１ 指導計画（単元構成）の意味と教師の在り方を
 　　考える
　２ 指導計画を授業としてデザインし，実践する
　３ 問題解決型授業に代わる新しい考え方としての
　　 「探究」
　第Ⅱ部　算数教育の教科内容論
第４章　算数教育と移行の問題
　１ 就学前教育からの移行を考える
　２ 中学校教育への移行を考える
第５章　数と計算
　１ 数概念と数の表現形式を考える
　２ 加法の構造を考える
　３ 乗法の構造を考える
第６章　量と測定
　１ 比較する・測定する
　２ 直接測る
　３ 間接的に測る
第７章　図形
　１ 図形の体系
　２ 対象概念として図形を捉える

　３ 関係概念として図形を捉える
　４ 算数教育の歴史における図形の扱われ方
第８章　データの活用
　１ 統計的な問題解決の方法について知る
　２ 仮説を探索して検証する
　３ データを適切に読み取り判断する
　４ 統計的な問題解決の方法を活用する
第９章　数量の変化の関係
　１ 「数量関係」領域と「変化と関係」領域の特徴
　　 について考える
　２ 数量の関係を表現し，操作する
　３ 単位量あたりの大きさ，異種の量の割合，割合
　　 を伴う種々の問題を考える
　４ 伴って変わる数量の関係に着目し，変化と対応
　　 を捉え，活用する
　第Ⅲ部　算数教育を取り巻く今日的課題
第10章　アルゴリズム的思考
　　　　──国際的パースペクティヴと学校数学
　　　　　　教育との密接な関係
　１ 定義
　２ 学校カリキュラムにおけるCT/ATに関連した
　　 アーギュメント
　３ アルゴリズム的思考と現在の研究の状況
　４ カリキュラムの側面と数学教育との密接な関係
　５ 結論
第11章　算数教育のグローカル性
　１ わが国の算数教育を予見する
　２ グローカルな視点で捉えなおす
　３ 公正性と学習言語の問題と可能性を考える
人名索引／事項索引
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A5判美装/296頁　定価：3,080円（本体2,800円+税）
ISBN 978-4-623-08429-6　2019年3月刊行

数学教育の目標，内容，指導，評価と，授業の構成・
展開について解説，教員の数学的素養を育てるとと
もに，教師としての資質・能力の向上をめざす。数
学科教員志望者必携の書。

◎ 学習指導要領に対応
◎ 数学科授業の目標，内容，指導，評価を解説

新しい数学教育の理論と実践

岩崎秀樹／溝口達也 編著
ここが

ポイント
!!

はしがき

第１章　わが国の中等数学教育の課題と展望
　１ 数学教育のパラダイム転換
　２ 優れた数学教師：研究する教師

第２章　中学校・高等学校　数学教育の目標
　１ 数学教育の目標
　２ わが国における西洋数学の受容

第３章　数学的な見方・考え方と評価
　１ これまでの「数学的な見方・考え方」
　２ 数学的な考え方の本性
　３ 数学的な見方・考え方の学習指導
　４ 数学的な見方・考え方を通した評価

第４章　数学的活動に基づく学習指導の設計
　１ 数学的活動のプロセス
　２ 数学的活動に基づく中学校数学科の授業設計
　３ 数学的活動に基づく高校数学の授業設計
　４ 数学的探究のプロセス

第５章　代数分野に関する内容構成〔中・高〕
　１ 数概念とその拡張
　２ 文字式と方程式
　３ 関数とグラフ
　４ 代数分野における論証

第６章　幾何分野に関する内容構成〔中・高〕
　１ 初等幾何学の性格
　２ 中学校における図形の証明
　３ 高等学校における幾何指導

第７章　微分・積分に関する内容構成〔高〕
　１ 関数の極限概念
　２ 高校数学における微分
　３ 高校数学における積分
　４ 離散と連続の対応

第８章　確率・統計分野に関する内容構成〔中・高〕
　１ 確率・統計分野の教育課程
　２ 確率
　３ 中学校における統計
　４ 高等学校における統計

第９章　グローバル化する数学教育
　１ 日本の数学教育の未来図
　２ グローバル化における教育の胎動と
　　 ローカル性の重視
　３ 数学教育の教授言語の問題
　４ 国際バカロレアの展開と課題

資料編
索　引
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A5判美装/288頁　定価：3,080円（本体2,800円＋税）
ISBN 978-4-623-09408-0　2022年9月刊行

中学校・高等学校の数学科教育法の教科書。小学校
から高等学校までに扱う内容・領域の系統性を俯瞰
できるよう整理して示し，わかりやすく解説した。
各分野は，内容構成，学習指導，数学的背景からなり，
数学科教員に必要な素養が身につく。

◎ 中学校・高等学校の学習指導要領に対応
◎ 小学校から高等学校までに扱う内容・領域の系統性
　 を俯瞰できる
◎ 各分野は，内容構成，学習指導，数学的背景からな
 　る
◎ 数学科教員に必要な素養が身につくよう工夫

中等数学科教育の理論と実践

　二澤善紀 編著
ここが

ポイント
!!

はじめに

序　章　数学教育を学ぶ方へ
　１ なぜ数学を教えるのか
　２ 知的好奇心を育てる
　３ 数学の本質はその自由性に

第１章　数学教育の基本的枠組み
　１ 数学教育をめぐる情勢
　２ 数学教育学
　３ 学習指導要領
　４ 数学教育研究における認知の科学
　５ 評価

第２章　代数
　１ 代数分野の内容構成
　２ 代数分野の学習指導
　　 （先行研究における課題と指導の指針）
　３ 代数学分野における数学的背景

第３章　関数
　１ 関数分野の内容構成
　２ 関数分野の学習指導
　３ 関数分野における数学的背景

第４章　幾何
　１ 幾何分野の内容構成
　２ 幾何分野の学習指導
　　 （先行研究における課題と指導の指針）
　３ 幾何学分野における数学的背景

第５章　微分積分
　１ 微分積分分野の内容構成
　２ 微分積分分野の学習指導
　３ 微分積分分野における数学的背景

第６章　確率
　１ 確率分野の内容構成
　２ 確率分野の学習指導
　　 （先行研究における課題と指導の指針）
　３ 確率分野における数学的背景

第７章　統計
　１ 統計分野の内容構成
　２ 統計分野の学習指導
　　 （先行研究における課題と指導の指針）
　３ 統計分野における数学的背景

第８章　集合と命題
　１ 集合分野の内容構成
　２ 「集合と命題」分野の学習指導
　　 （先行研究における課題と指導の指針）
　３ 集合論の数学的背景

第９章　数学教育におけるＩＣＴ活用
　１ ＩＣＴ活用の概要
　２ プログラミング
　３ 数学のアプリケーションソフトウェア
　４ 動画教材

第10章　学習指導案
　１ 学習指導案の作成について
　２ 中学校における数学科学習指導案の例（その１）
　３ 中学校における数学科学習指導案の例（その２）
　４ 高等学校における数学科学習指導案の例

第11章　数学教育史
　１ 数学教育史を学ぶ意義
　２ 2000年代以降の数学教育史
　３ 1960年代から1990年代の数学教育史
　４ 1945年から1960年代の数学教育史

資料　中学校，高等学校学習指導要領（数学）
索　引
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初等理科教育
大髙 泉 編著

理
　
科

B5判美装/224頁　定価：2,420円（本体2,200円+税）
ISBN 978-4-623-08367-1　2018年7月刊行

新学習指導要領の目標と内容を踏まえたうえで，初
等理科の基底にある理念や現代の主要な理科教育論
をわかりやすく解説し，実りある実践に必要不可欠
な理論と実践を系統的に取りあげる。小学校教員を
目指す学生に役立つテキスト。

◎ 平成29年改訂の小学校学習指導要領理科を踏まえて
　 編集
◎ 小学校教員を目指す学生をはじめ，小学校の教師に
　 役立つスタンダードなテキスト

ここが

ポイント
!!

監修者のことば
はじめに

　第Ⅰ部　初等理科の基本的視点
第１章　世界の初等理科教育の歴史
　１ 初等理科教育の成立
　２ イギリスにおける初等理科教授
　　 の思想
　３ ドイツにおける初等理科教授の
　　 思想
　４ アメリカにおける初等理科教授
　　 の思想

第２章　日本の初等理科教育の歴史
　１ 明治初期における近代教育制度
　　 の創始と科学教育の導入
　２ 教科「理科」の出現
　３ 大正期における初等理科教育
　４ 昭和戦中期における初等理科教育
　５ 戦後以降の初等理科教育

第３章　初等理科教育の目的・目標と
　　　　科学的リテラシー
　１ 理科教育の目的の特質と目
　　 的設定の論理構造
　２ 理科教育の目的と科学観
　３ 科学的リテラシー
　４ 現代日本の初等理科教育の目標

　第Ⅱ部　初等理科のカリキュラムと
　　　　　内容
第４章　初等理科カリキュラム構成と
　　　　その動向
　１ 科学概念の獲得を志向する
　　 初等理科カリキュラム
　２ ヒューマナイジングを志向する
　　 初等理科カリキュラム
　３ 日常生活との関連を志向する
　　 初等理科カリキュラム
　４ 創造性の育成を志向する
　　 初等理科カリキュラム

第５章　初等理科教育の内容の柱①
　　　　——エネルギーとその認識
　１ 小学校理科の「エネルギー」に
　　 関わる内容

　２ 「エネルギー」概念を構成する
　　 ３つの要素
　３ 「エネルギー」に関わる
　　 児童の認識と指導上の留意点
　４ 他教科との関連

第６章　初等理科教育の内容の柱②
　　　　——粒子とその認識
　１ 小学校理科の「粒子」に関わる
　　 内容
　２ 「粒子」概念を構成する４つの要素
　３ 「粒子」に関わる児童の認識と
　　 指導上の留意点
　４ 児童の日常生活や他領域，
　　 他教科との関連

第７章　初等理科教育の内容の柱③
　　　　――生命とその認識
　１ 小学校理科の「生命」に関わる
　　 内容
　２ 「生命」概念を構成する
　　 ３つの要素
　３ 「生命」に関わる児童の認識と
　　 指導上の留意点
　４ 他教科との関連

第８章　初等理科教育の内容の柱④
　　　　——地球とその認識
　１ 小学校理科の「地球」に関わる
　　 内容
　２ 「地球」概念を構成する３つの
　　 要素
　３ 「地球」に関わる児童の認識と
　　 指導上の留意点
　４ 日常生活や他教科との関連

　第Ⅲ部　初等理科の学習指導
第９章　初等理科教育における
　　　　探究学習論と問題解決学習論
　１ 理科教育における
　　 問題解決学習論
　２ シュワブによる探究学習論
　３ 初等理科教育が目指す探究学習・
　　 問題解決学習

第10章　初等理科の基礎的な学習理論
　　　　とそれを踏まえた指導
　１ 初等理科の指導改善に貢献する
　　 学習科学
　　 ――熟達者研究を例にして
　２ 初等理科の基礎的な学習理論
　　 ――学習の促進を図るための
　　　　 基本的な視点
　３ 初等理科の基礎的な学習理論を
　　 踏まえた指導
　　 ――その具体的な手立ての例

第11章　初等理科のグループ
　　　　コミュニケーション活動と
　　　　その指導
　１ コミュニケーション活動の意義
　２ 初等理科でのコミュニケーション
　　 活動
　３ 「深い学び」につながる
　　 コミュニケーション活動
　４ 「深い学び」につながる
　　 コミュニケーション活動の指導

第12章　初等理科の言語活動と
　　　　その指導
　１ 言語活動の充実
　２ 学習論研究における言語
　３ 言語活動充実のための指導

第13章　初等理科の観察活動と
　　　　その指導
　１ 観察活動の意義
　２ 感覚器官と観察活動
　３ 観察活動の種類
　４ 初等理科における観察活動
　５ 観察活動の指導

第14章　初等理科の実験活動と
　　　　その指導
　１ 実験活動の意義
　２ 実験活動の種類
　３ 初等理科における実験活動
　４ 実験活動の指導

第15章　初等理科のプロセス・スキル
　　　　とその指導
　１ プロセス・スキルの意義

　２ プロセス・スキルの種類
　３ 初等理科におけるプロセス・スキル
　４ プロセス・スキルの指導

　第Ⅳ部　初等理科の評価と授業
第16章　初等理科教育における
　　　　 学習評価
　１ 学校教育における学習評価
　２ これまでのわが国の学習評価の
　　 実際
　３ 新学習指導要領での３つの資質・
　　 能力と評価の３観点
　４ 新学習指導要領のなかで
　　 活用される評価法
　５ 学習評価と授業サイクル

第17章　初等理科実験の安全指導と
　　　　実験室管理
　１ 理科実験事故とリスク・危機管理
　２ 安全指導
　３ 実験室管理

第18章　初等理科におけるものづくり
　１ 理科におけるものづくり
　２ 理科学習としてのものづくり
　３ アメリカの理科における
　　 ものづくりの例
　４ ものづくり活動をめぐる課題

第19章　初等理科の授業研究
　１ 注目される日本の授業研究
　２ 教師の資質・能力を育成する
　　 授業研究
　３ 授業研究への参加で学べること
　４ 授業研究で養われる理科の
　　 授業づくりの力

第20章　初等理科の学習指導案の
　　　　作成
　１ 学習指導案とは
　２ 学習指導案に記述する内容及び
　　 ねらい
　３ 質の高い学習指導案の書き方と
　　 その利用

小学校学習指導要領 理科
索　引
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A5判美装/252頁　定価：2,200円（本体2,000円+税）
ISBN 978-4-623-08200-1　2018年11月刊行

新学習指導要領に基づき，理科を学ぶ意義や歴史を
解説する。学習論・指導論を下に，エネルギー，粒子，
生命，地球の各領域の事例から理科の授業づくりを
提起する。児童の確かな学びへとつなぐ授業づくり
へのヒント満載の一冊。

◎ 新学習指導要領に対応
◎ 教職課程コアカリキュラムにも準拠
◎ 理科の面白い授業づくりのヒント満載
◎ 現場教員による臨場感溢れるコラムも収録
◎ 教職に就いてからも使用可能
◎ 児童と教師との間で交わされる問答を想定したシナリオ
　 例を示しており，実際の授業で役立つ

原 清治／春日井敏之／篠原正典／森田真樹 監修

新しい教職教育講座　教科教育編 4　

初等理科教育
山下芳樹／平田豊誠 編著
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はじめに
　第Ⅰ部　理科を考える
第１章　なぜ理科を学ぶのか
　１ 理科と科学
　２ 2017年版学習指導要領の特徴
　３ 2017年版学習指導要領の理科の特徴
第２章　理科教育はいつ始まったか
　１ 教科「理科」の誕生をめぐって
　２ 小学校令は「理科」誕生の原点――理科の原点を探る
　コラム１　福沢諭吉の目指したもの
第３章　戦後の理科教育の推移
　　　　――2017年版学習指導要領を読み解くために
　１ 平和的で民主的な市民の育成を目指して
　２ 経験主義から系統主義への移行――昭和30年代から40年代
　３ 系統主義から再度経験主義へ――平成時代の理科教育
第４章　理科は何を教える教科か
　１ 小学校理科の授業構成
　２ 小学校理科の内容構成
第５章　理科の教え方・学び方（指導論，学習論）
　１ 学習論の概観――行動主義から状況主義まで
　２ 構成主義的学習論
　３ 方法としての取組み
　コラム２　夏目漱石と運動の法則
　第Ⅱ部　理科の授業をつくる
第６章　深い学びをさそう授業づくり（エネルギー編）
　１ エネルギー領域のねらいとその特色
　２ 各単元を事例として
　コラム３　電磁石の授業例
　コラム４　磁石の授業例
第７章　深い学びをさそう授業づくり（粒子編）
　１ 粒子領域の「見方・考え方」と内容構成
　２ 第３学年の指導の実際「物と重さ」
　３ 第４学年の指導の実際「金属，水，空気と温度」
　４ 第５学年の指導の実際「物の溶け方」
　５ 第６学年の指導の実際「水溶液の性質」
　６ 粒子領域に特徴的な安全指導
　７ 教師としての自己研鑽のために
　コラム５　沸騰した水の中から盛んに出てくる泡の正体は？
　　　　　　――第４学年「水の三態変化」

第８章　深い学びをさそう授業づくり（生命編）
　１ 生命領域の特性と指導のポイント
　２ 第３学年の指導の実際「身の回りの生物」
　３ 第４学年の指導の実際「季節と生物」「人の体のつくりと運動」
　４ 第５学年の指導の実際「植物の発芽，成長，結実」「動物の誕生」
　５ 第６学年の指導の実際「人の体のつくりと働き」
　　 「植物の養分と水の通り道」「生物と環境」
　６ 生命に関する領域での安全指導
　７ 教師となってからの研修と修養のために
　コラム６　モンシロチョウの飼育・観察から学ぶ驚きの寄生蜂の
　　　　　　世界
第９章　深い学びをさそう授業づくり（地球編）
　１ 地球領域の特性と指導のポイント
　２ 第３学年の指導の実際「太陽と地面の様子」
　３ 第４学年の指導の実際「雨水の行方と地面の様子」
　４ 第５学年の指導の実際「流れる水の働きと土地の変化」
　５ 第６学年の指導の実際「土地のつくりと変化」
　６ 地球領域に特徴的な野外観察・安全指導
　コラム７　宇宙に関する授業
第10章　学習指導案は授業の設計図
　１ 学習指導案の作成について
　２ 学習指導案の実際と作成のポイント
　３ 授業づくりと他者との協同
第11章　理科における評価
　１ 学習評価をめぐるこれまでの展開の概略
　２ 2017年版学習指導要領で求める資質・能力と目標に準拠した
　　 評価の実際
　３ 新しい学習評価の考え方
　第Ⅲ部　明日の理科を構想するために
第12章　理科教育――自己研鑽のために
　１ 教育研究の方法
　２ 学び続ける教員となるために
第13章　小学校教員の専門性とは――特色ある授業づくりのために
　１ 小学校教員に求められる力
　　 ――小学校教員の専門性を考えるにあたって
　２ 授業をつくり出す力
　３ 活用ベースの教材研究を
資料　小学校学習指導要領　第２章　第４節　理科
索　引



授業づくりのための中等理科教育法
―― 不易と流行のエッセンス

山下芳樹／藤岡達也 編著

◎ 中学校・高等学校の理科の授業づくりを学ぶことが
　 できる
◎ 理科教員としてのあり方や心構えから，実際の学習
　 指導案づくりまで広くカバー

A5判美装/320頁　定価：3,080円（本体2,800円＋税）
ISBN 978-4-623-09379-3　2022年5月刊行

教科の歴史や学習論，教授論，評価論などを踏まえ，
物理・化学・生物・地学の領域それぞれについて，学習
指導案の具体的な作成法や活用法を学ぶ。教育をと
りまく社会の変化著しい現代で，おさえておきたい
基礎基本を大切にした授業づくりのエッセンス。

理
　
科

はじめに

　第Ⅰ部　中等理科教員としての心構え
第１章　４年間を見通した教職教育の学び方
　１ 理科教員となるには何をどのように
　　 学べばよいか
　２ ４年間を見通した計画的な学び

第２章　教育実習では何が評価されるか
　１ 教育実習で育成が期待される資質・能力
　２ 理科に関して教育実習で身に付けたい
　　 基本的な知識・理解
　３ 様々な視点からの教育実習での評価
　４ 教育実習での評価を活かす方法

第３章　教員採用試験では何が問われるのか
　１ 採用試験の突破に向けて
　２ 教職に対する基本的な知識・理解
　３ 問われる教職や地域に対する熱意
　４ 面接で問われる人間性
　５ 短時間で問われる授業力

第４章　理科教員としてのライフスタイル・
　　　　ライフワーク
　１ 教師生活のスタート
　２ 理科授業の展開
　３ 先端科学も記された教科書の内容を
　　 理解することの大切さ
　４ 理科教員としての資質・向上を目指して
　５ 理科教員としてのライフワーク【応用編】

　第Ⅱ部　理科の授業づくりの基盤
第５章　中等理科教育の変遷過程
　　　　──中等教育の確立をめぐって
　１ 中学校「理科」の誕生をめぐって
　２ 学校令は「理科」誕生の原点
　　 ——理科の原点を知ろう

第６章　戦後の理科教育の推移
　　　　──現行の学習指導要領を読み解く
　　　　　　ために
　１ 平和的で民主的な市民の育成を目指して
　２ 経験主義から系統主義への移行
　　 ──昭和30年代から40年代
　３ 系統主義から再び経験主義へ
　　 ──平成時代の理科教育
　４ 理科の見方・考え方による探究活動へ

第７章　教材論
　１ 学習指導要領，教育課程と教材との関わり
　２ 授業づくりと教材との関わり
　３ 教科内容を左右する要因について
　４ 教材開発について

第８章　学習論
　１ 学習者の論理を意識することの意味
　２ 学習科学の展開と学習観の転換
　３ 学力観の問い直しと学習者主体の授業への
　　 改革

第９章　教授・学習論
　１ 授業づくりの軸の再確認
　２ 「展開のある授業」を組み立てるために
　３ 深い学びを実現するために

第10章　教育評価
　１ 学校教育と教育評価の基本
　２ 教育評価の実際
　３ 教育評価の期待と課題

　第Ⅲ部　授業づくりの場面
第11章　授業の設計図としての学習指導案
　　　　──実施可能な指導案目指して
　１ 学習指導案は何のために書くのか
　　 ──学習指導案のイロハ
　２ 学習指導案には何が書かれているか
　　 ──３つのポイント
　３ 実施可能な指導案づくりのために
　　 ──指導案を読み解く

第12章　物理の系統的学びのねらいと授業構成
　　　　──事例研究と指導案への活かし方
　１ 物理で何を学ばせるか
　　 ──教材としての物理，特色と構成
　２ 物理分野における小中高の系統性
　　 ──内容の系統性と指導での差異点
　３ 授業の実際──中学校を事例として
　４ 授業の実際──高等学校を事例として

第13章　化学の系統的学びのねらいと授業構成
　　　　──事例研究と指導案への活かし方
　１ 化学で何を学ばせるか
　　 ──教材としての化学，特色と構成
　２ 化学分野における小中高の系統性
　　 ──内容の系統性と指導での差異点
　３ 授業の実際──中学校を事例として
　４ 授業の実際──高等学校を事例として

第14章　生物の系統的学びのねらいと授業構成
　　　　──事例研究と指導案への活かし方
　１ 生物で何を学ばせるか
　　 ──教材としての生物，特色と構成
　２ 生物分野における小中高の系統性
　　 ──内容の系統性と指導での差異点
　３ 授業の実際──中学校を事例として
　４ 授業の実際──高等学校を事例として

第15章　地学の系統的学びのねらいと授業構成
　　　　──事例研究と指導案への活かし方
　１ 地学で何を学ばせるか
　　 ──教材としての地学，特色と構成
　２ 地学分野における小中高の系統性
　　 ──内容の系統性と指導での差異点
　３ 授業の実際──中学校を事例として
　４ 授業の実際──高等学校を事例として

第16章　教科内容の系統性・構造化と探究活動
　１ 教科内容の系統性と構造化
　　 ──カリキュラムを考える視点
　２ 中・高等学校理科で強調された探究活動
　３ 探究活動を考えるにあたって
　　 ──悟りは脚下にある

　第Ⅳ部　中等理科教員としての専門性
第17章　学び続ける教員としての教材研究の
　　　　あり方
　１ あらためて，教材とは何か
　２ どのように教材研究を進めればよいか

第18章　教育学的知見の活用の仕方
　　　　──特色ある授業づくりのために
　１ 特色ある授業づくりのために
　　 ──基礎基本の大切さ
　２ リアリティーからアクチュアリティーへ
　３ 活用ベースの教材研究を
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　　の「エネルギー」「粒子」を柱とした内容の構成
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社
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科

B5判美装/200頁　定価：2,420円（本体2,200円+税）
ISBN 978-4-623-08314-5　2018年3月刊行

新学習指導要領を踏まえて，社会科の本質を理念的
に解説するとともに，優れた授業実践から授業づく
りの実際を学ぶことを目指す。さらに諸外国の社会
科を紹介し，より一層日本の社会科の理解を深める
ことができるスタンダードな入門書。

◎ 平成29年改訂の小学校学習指導要領 社会を踏まえて
　 編集
◎ 小学校教員を目指す学生をはじめ，小学校の教師，初
　 等社会科に関心のある人に役立つ入門書

吉田武男 監修

MINERVA はじめて学ぶ教科教育 3　　　　　　　　

初等社会科教育
井田仁康／唐木清志 編著

ここが

ポイント
!!

監修者のことば
はじめに

　第Ⅰ部　初等社会科教育の基盤
第１章　初等社会科教育の意義
　１ 社会科はなぜ必要か
　２ 社会科が目指す人間像
　３ 初等社会科の役割

第２章　初等社会科教育のねらい
　１ 社会科教育を通して教師は何をねらうのか
　　 ――学習指導要領と教師
　２ 新学習指導要領における初等社会科教育の
　　 ねらい
　３ 社会科を取り巻く社会的文脈
　　 ――ねらいの背景を読み解く
　４ 一人ひとりの子どもの文脈に寄り添う
　　 ――ねらいを具体化する
　５ 教師が主体的に初等社会科教育のねらいを
　　 調整する

第３章　初等社会科教育の歴史的変遷
　１ 初期社会科の名残を残す初等社会科 
　２ 1945年以後の初等社会科の歴史的変遷
　３ 初等社会科における主要なテーマ
　４ 初等社会科の歴史的変遷を顧みて

第４章　初等社会科教育の学習指導
　１ 初等社会科の学習指導法としての
　　 問題解決学習
　２ 問題解決学習の目的と方法
　３ 問題解決学習における学習指導の性格
　４ 「主体的・対話的で深い学び」の実現
　　 ――問題解決学習から学ぶこと

第５章　初等社会科教育における教科書の取扱い
　１ 社会科授業における教科書の役割
　２ 社会科教科書の性格
　３ 社会科教科書の構成
　４ 社会科教科書の役割
　５ 社会科教科書を活用するうえでの留意点

第６章　初等社会科教育の評価
　１ 教育改革のなかの評価
　２ 何のために評価するのか
　３ 評価規準はどのようにつくられているのか
　４ どのように評価するのか

　第Ⅱ部　初等社会科教育の実践
第７章　初等社会科教育の実践①
　　　　――第３学年／身近な地域／地図
　１ 社会科学習で大切にしたいこと
　　 ――児童にとって初めての社会科学習
　２ 新学習指導要領における「身近な地域」
　　 「地図」の位置づけ
　３ 学習指導案と授業実践の概要
　　 ――スケッチとフィールドワークを取り入れて
　４ 実践するにあたっての留意点
　　 ――小学校第３学年からの地図帳活用

第８章　初等社会科教育の実践②
　　　　――第４学年／地域／水
　１ 社会科学習で大切にしたいこと
　　 ――問題解決的な学習
　２ 新学習指導要領における問題解決的な
　　 学習の位置づけ
　３ 学習指導案と授業実践の概要
　４ 実践するにあたっての留意点
　　 ――選択・判断する学習

第９章　初等社会科教育の実践③
　　　　――第５学年／産業
　１ 社会科学習で大切にしたいこと
　　 ――産業学習の役割
　２ 新学習指導要領における産業学習の位置づけ
　３ 学習指導案と授業実践の概要
　４ 実践するにあたっての留意点

第10章　初等社会科教育の実践④
　　　　――第５学年／国土
　１ 社会科学習で大切にしたいこと
　　 ――防災学習の意義
　２ 新学習指導要領における防災学習の位置づけ
　３ 学習指導案と授業実践の概要
　４ 授業の振り返り
　５ 実践するにあたっての留意点

第11章　初等社会科教育の実践⑤
　　　　――第６学年／歴史
　１ 社会科学習で大切にしたいこと
　　 ――歴史学習を行うポイント
　２ 新学習指導要領における歴史学習の位置づけ
　３ 学習指導案と授業実践の概要
　４ 実践するにあたっての留意点
　　 ――授業づくりのポイント

第12章　初等社会科教育の実践⑥
　　　　――第６学年／政治
　１ 社会科学習で大切にしたいこと
　　 ――政治に関する学習の役割
　２ 新学習指導要領における政治に関する
　　 学習の位置づけ
　３ 学習指導案と授業実践の概要
　４ 実践するにあたっての留意点

第13章　初等社会科教育の指導計画
　１ 社会科における指導計画の役割
　２ 新学習指導要領およびその解説で
　　 説明される指導計画
　３ 年間指導計画の作成

　第Ⅲ部　諸外国の初等社会科教育
第14章　中華人民共和国の初等社会科教育
　１ 社会科の成立と展開
　２ 初等社会系教科の構造
　３ 初等社会系教科の性格
　４ 初等社会系教科教育の展望

第15章　大韓民国の初等社会科教育
　１ 社会生活科の導入
　２ 社会科教育課程の変遷
　　 ――第２次（1955年）～第７次（1997年）
　３ 社会科教育課程の現状
　　 ――2007年以降の随時改訂
　４ 社会科の課題と展望

第16章　アメリカ合衆国の初等社会科教育
　１ アメリカの小学校の教室の風景
　２ アメリカにおける近年のカリキュラム改革
　　 の動向
　３ ハワイ州の社会科カリキュラム改革の変遷
　４ 社会科の本質を包含した
　　 教科Language Arts
　５ 「アメリカの社会科」とは何か
　６ 今後の課題

終　章　初等社会科教育の課題と展望
　１ 社会科の課題 
　２ 将来に向けての社会科のあり方

小学校学習指導要領 社会
索　引
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A5判美装/226頁　定価：2,200円（本体2,000円+税）
ISBN 978-4-623-08198-1　2018年3月刊行

新学習指導要領に対応した小学校教員をめざす学生
のための「社会科教育」の入門書。社会科の改訂の
経緯やその要点から各学年の具体的な指導案，授業
実践までわかりやすく解説。３年生から６年生まで
の豊富な学習指導をくわしく紹介する。

◎ 新学習指導要領に対応
◎ コアカリキュラムにも準拠
◎ 小学校の教員をめざす学生のための入門テキスト
◎ 巻末に小学校学習指導要領を掲載
◎ 社会科の概説，授業実践例，授業で大切にしたい視
　 点や技術を紹介

原 清治／春日井敏之／篠原正典／森田真樹 監修

新しい教職教育講座　教科教育編 2　　　

初等社会科教育
中西 仁／小林 隆 編著

ここが

ポイント
!!

はじめに

第１章　社会科とは何か
　１ 社会科って何だろう
　２ 学校教育における社会科
　３ 社会科教育を学ぶ

第２章　社会科の歴史①――昭和22年版～昭和52年版学習指導要領
　１ 社会科前史
　２ 社会科の誕生と昭和22年，26年版学習指導要領における社会科
　３ 社会科の変質と昭和30年・33年版学習指導要領における社会科
　４ 昭和43年，52年版学習指導要領における社会科
　　 ――教育の「現代化」から「人間化」へ
　５ 民間教育団体における社会科

第３章　社会科の歴史②――平成元年版～平成20年版学習指導要領
　１ 「新しい学力観」と平成元年版学習指導要領における社会科
　２ 「ゆとり」を標榜した平成10年版学習指導要領における社会科
　３ 「ゆとりでも詰め込みでもない」バランスを模索した
　　 平成20年版学習指導要領における社会科
　４ 学習指導要領の変遷の振り返り

第４章　社会科の歴史③――平成29年版学習指導要領
　１ ｢21世紀型能力」
　２ 中央教育審議会答申
　３ 平成29年版学習指導要領における社会科
　４ 平成20年版から平成29年版への発展

第５章　平成29年版学習指導要領と指導上の留意点
　１ 平成29年版学習指導要領の特徴
　２ 小学校社会科の改訂
　３ 各学年の目標および内容

第６章　社会科授業構成論と授業づくり
　１ 平成29年版学習指導要領の方向性と目指す授業像
　２ 授業づくりの現状と授業構成理論の必要性
　３ 社会科授業構成論と学習指導モデル
　４ 授業づくりと学習指導案
　５ 具体的な授業づくりに向けて

第７章　第３学年の学習指導
　１ ３年生の指導で大切にしたいこと
　２ 事例１「わたしたちのまち　みんなのまち」
　３ 事例２「はたらく人とわたしたちのくらし」
　４ 事例３「かわってきた人々のくらし」

第８章　第４学年の学習指導
　１ ４年生の指導で大切にしたいこと
　２ 事例１「わたしたちの県（都道府県）」
　３ 事例２「住みよいくらしをつくる――ごみの処理と利用」
　４ 事例３「自然災害からわたしたちのくらしを守る」

第９章　第５学年の学習指導
　１ ５年生の指導で大切にしたいこと
　２ 事例１「持続可能な水産業へ」
　　  ――日本初！　『海のエコラベル』認証漁業に名前を付ける
　　　　  としたら
　３ 事例２「情報を生かすのは？」
　４ 事例３「木を伐らずに森林を元気に⁉」

第10章　第６学年の学習指導
　１ ６年生の指導で大切にしたいこと
　２ 事例１「日本の歴史（陸奥宗光の業績）」
　３ 事例２「わたしたちの生活と政治」
　４ 事例３「世界の中の日本」

第11章　社会科授業と子ども理解
　１ なぜ，子ども理解が必要なのか
　２ 様々な角度から子どもを捉える
　３ 子ども理解を生かした授業実践

第12章　社会科授業と教材研究
　１ 授業をつくるために
　２ 問題解決的な学習の充実を目指して
　３ 社会科における学習問題とは何か
　４ 学習素材を教材にするポイント

第13章　社会科授業の基本技術
　１ 子どもに確かな知識・技能を身に付けさせる基本技術
　２ 問いを引き出し，多面的な見方や考え方を可能にする発問の
　　 基本技術
　３ 構造的な授業展開を表す板書の基本技術

資料　小学校学習指導要領　第２章　第２節　社会
索　引
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教職課程コアカリキュラムおよび学習指導要領に対
応した新しい教職科目テキストシリーズの第15巻。
教員になるために，なぜ日本国憲法を学ぶ必要があ
るのか。学校現場でも役立つ基礎基本について，わ
かりやすく解説。

汐見稔幸／奈須正裕 監修

アクティベート教育学 15　

教職のための憲法
斎藤一久／城野一憲 編著

A5判美装/250頁　定価：2,200円（本体2,000円＋税）
ISBN 978-4-623-08935-2　2020年4月刊行

ここが

ポイント
!!

◎ 教職課程の必修科目である日本国憲法を分かりやすく
　 解説
◎ 各章冒頭に設けたワークを通して主体的，対話的，深
　 い学びへと繫げる

はじめに

第１章　憲法とは何か
　　　　――よりよい憲法学習に向けて
　１ 日本の近代化と憲法
　２ 明治憲法
　３ 日本国憲法
　４ 国際的な人権保障の広がり
　５ 憲法をどのように学ぶか

第２章　憲法の私人間効力論
　　　　――「いじめ」は人権侵害？
　１ 「いじめ」と法
　２ 憲法上の権利の対国家性：
　　 憲法を守るべきなのは
　３ 憲法の私人間効力について考える意味
　４ 憲法の私人間効力はどのようなものか
　５ 憲法上の権利がよりよく保護される
　　 ためには

第３章　人権の享有主体
　　　　――外国人と日本人の人権は
　　　　　　同じもの？
　１ 人権の多様性と限界
　２ 人権享有主体性の問題
　３ 外国人の人権享有主体性
　４ 外国人と参政権・公務就任権

第４章　平等
　　　　――「等しくする」ってどういうこと？
　１ 憲法と「平等」
　２ 性別を理由とする差別
　３ その他の事由による差別
　４ 学校場面における「平等」

第５章　思想・良心の自由 / 信仰の自由
　　　　――内申書には何を書いてもいいの？
　１ 思想・良心の自由
　２ 学校における思想・良心の自由
　３ 信教の自由

　４ 政教分離
　５ 学校と政教分離

第６章　学問の自由
　　　　――教員の「教育の自由」とは
　１ 学問の自由って何？
　２ 小中高校の教員の教育の自由

第７章　表現の自由
　　　　――インターネット社会と名誉・
　　　　　　プライバシー
　１ 表現の自由の重要性
　２ マスメディアの自由
　３ 表現の自由と名誉・プライバシー
　４ ヘイトスピーチ
　５ リベンジポルノ

第８章　経済的自由権と社会権
　　　　――「子どもの貧困」から考える
　１ 「子どもの貧困」：その実態と対策に
　　 ついて
　２ 社会権の思想と内容
　３ 経済的自由について
　４ 「健康で文化的な最低限度の生活」に
　　 ついて

第９章　教育を受ける権利
　　　　――教育はどこまで「無償」なのか？
　１ 学習権：教育を受ける権利
　２ 義務教育：教育を受けさせる義務
　３ 義務教育の無償
　４ 学校以外の学校
　コラム①教育の無償化

第10章　国会と内閣
　　　　――18歳が「大人」になるまで
　１ 国民主権と参政権
　２ 国会の地位と仕事：
　　 国会とはどんなところなのか？
　３ 内閣

第11章　裁判所・違憲審査制
　　　　――もしも裁判員に選ばれたら
　１ 裁判所とは
　２ 違憲審査制
　３ 裁判員制度
　４ 人身の自由
　コラム②ルールはルール？
　　――ルールの合理性を審査する方法

第12章　地方自治
　　　　――「教育委員会」は何をして
　　　　　　いるところ？
　１ 教育委員会制度
　２ 教育委員会の意義
　３ 地方公共団体
　４ 地方分権の進展
　５ 日本国憲法による地方自治の保障

第13章　平和主義
　　　　――「平和のうちに生存する権利」
　　　　　　を考える
　１ 第二次世界大戦における「戦場」
　２ 平和主義：
　　 「平和のうちに生きる権利」をめぐって
　３ いま，憲法第９条と平和的生存権は？

第14章　憲法改正
　　　　――18歳の投票権・選挙権
　１ 日本国憲法と直接民主制
　２ 憲法改正
　３ 18歳の投票権と選挙権
　４ 住民投票

巻末資料
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A5判美装/312頁　定価：3,300円（本体3,000円+税）
ISBN 978-4-623-09173-7　2021年5月刊行

人権はどのように捉えればいいのか。本書では，人
権（教育）について学び，立体的な全体像を組み立
てられる内容を目指す。大学新入生には最初に紐解
くべき入門書であり，社会人になってからも役立つ
道しるべ。

◎ 女性，子ども，高齢者，障害者…現代社会はいかなる
 　人権問題を抱えているのか
◎ 人権問題克服に向けた教育の取り組みも紹介する

古橋エツ子 監修

学問へのファーストステップ 4

人権論の教科書
和田幸司 編著

ここが

ポイント
!!

はしがき

序　章　人権について学びませんか
　　　　――意味・内容・歴史
　１ 人権の意味と内容
　２ 人権の歴史
　３ 人権教育とは

　第Ⅰ部　現代社会が抱える人権問題　
第１章　女性をめぐる人権を知ろう
　　　　――性別による差別のない社会へ
　１ ジェンダーって何？
　　 ――「女らしい・男らしい」に潜む罠
　２ あなたの家庭は男女平等？
　３ 日本は遅れている？
　　 ――ジェンダーギャップ指数から見える
　　　　 日本の課題
　４ 被害者にも落ち度？
 　　――性暴力の根っこにある女性差別
　コラム１ 女性に対するインターネット上の暴力

第２章　子どもをめぐる人権を知ろう
　　　　――「子どもの権利」をめぐる困難
　１ 子どもの人権の特徴
　２ 子どもの人権の歴史
　３ 「子どもの権利条約」と子どもの人権
　４ 子どもを取り巻く困難と今後の課題
　コラム２ 親権

第３章　高齢者をめぐる人権を知ろう
　　　　――高齢者に迫る生命危機とは
　１ 高齢者に対する虐待
　２ 高齢者の介護問題
　３ 孤独死・孤立死
　４ 災害時要援護者（災害弱者）としての高齢者
　５ 犯罪被害者となる高齢者
　コラム３ 完全閉じ込め症候群

第４章　「障害」をめぐる人権を知ろう
　　　　――特別支援教育からインクルーシブ
　　　　　　教育へ
　１ 「障害」とは何か
　２ 障害者と人権
　３ 障害児教育をめぐる歴史的展開
　４ 日本型インクルーシブ教育の課題と展望
　コラム４ ＲＴＩ

第５章　同和問題を考えよう
　　　　――差別解消への歴史と取組
　１ 同和問題って何？
　２ 同和問題の歴史的側面――中世～明治
　３ 差別解消に向けて――大正～現代
　コラム５ 「寝た子を起こすな」論

第６章　外国人をめぐる人権を考えよう
　　　　――人権が保障されるのは日本人だけ
　　　　　　なのか
　１ 外国人をめぐる状況
　２ 外国人の経済的自立と人権
　３ 外国人に対する社会保障制度
　４ 外国人労働者の受け入れと課題
　５ 外国人の子どもの教育に関する問題
　コラム６ ヘイトスピーチ

　第Ⅱ部　人権をめぐる新たな問題　
第７章　性的マイノリティと人権
　　　　――多様な性にYES・誰もが誰かの
　　　　　　ALLYになる
　１ 多様な性を生きる人たちのストーリー
　２ 性的マイノリティとは誰のこと？
　　 ――多様な性を考える
　３ カミングアウトとアウティング
　４ 社会のなかでの性のあり方
　コラム７ 同性パートナーシップ制度

第８章　医療における人権を知ろう
　　　　――健康を支えるために何が必要か
　１ 医療へのアクセス
　２ 国民皆保険制度とその課題
　３ 医療における選択と人権
　コラム８ 健康権

第９章　ハラスメントを考えよう
　　　　――加害者・被害者・傍観者に
　　　　　　ならないために
　１ ハラスメントとは
　２ 大学におけるハラスメント
　３ 先生，それってハラスメントです！
　コラム９ 大学生とアルコール・ハラスメント
　　　　　 （アルハラ）

第10章　経済的格差・貧困を考えよう
　　　　――生活保護がなぜ必要なのか
　１ 経済的格差・貧困とは何か

　２ 日本における経済的格差，現代の貧困
　３ 経済的格差・貧困と社会的排除
　コラム10 日本の生活保護制度の歴史

　第Ⅲ部　人権教育の取り組み　
第11章　戦後日本における人権教育の成立と
　　　　展開
　　　　――同和教育は何を課題として，　　
　　　　　　どのように取り組まれてきたのか
　１ 長期欠席・不就学問題への取り組みと同和
 　　教育の組織化――1950年代を中心に
　２ 教育条件整備と就職差別，「非行」問題へ
　　 の取り組み――1960年代を中心に
　３ 「低学力」の克服と教育内容の創造
　　 ――1970年代を中心に
　４ 進路・学力保障問題と取り組みの総括
　　 ――1980年代以降を中心に
　５ 同和教育のユニバーサル性と課題
　コラム11 狭山事件と教育課題

第12章　グローバルスタンダードとしての人権
　　　　教育の展開
　　　　――国際社会における人権教育の
　　　　　　原則とは
　１ 人権意識の実際
　２ 「人権教育のための世界プログラム」
　３ さらなる人権教育の課題
　コラム12 ビジネスにおける人権

第13章　人権教育の授業構成
　　　　――授業の内容・方法・スケールを
　　　　　　考えよう
　１ 授業の内容構成
　２ 授業方法の選択
　３ 授業をいろいろなスケールで構想する
　コラム 13 パフォーマンス課題

第14章　多文化共生を実現しよう
　　　　――留学生と日本人学生が共に学ぶ
　　　　　　実践から
　１ 多文化共生という言葉の発祥
　２ 多文化共生とは
　３ 大学における多文化共生
　コラム14 人種を柱に据えた教育実践

人名索引／事項索引　



身近に考える人権
―― 人権とわたしたち

髙井由起子 編著

◎ 事例をふまえて考察できる内容を多く盛り込む
◎ 写真や図表を多くし，視覚でも内容を捉えやすくす
　 る
◎ 演習やワークで用いられるような内容を含めた

A5判美装/240頁　定価：2,750円（本体2,500円＋税）
ISBN 978-4-623-09325-0　2022年3月刊行

「人権」という言葉に対して「距離を置く」考え方
こそ，私たちの身近にある人権問題をより一層深刻
なものにしている。本書では，「人権」をわかりや
すく，身近な問題として考察できるよう，身近なテ
ーマを事例も交えて解説する。

社
会
科

はじめに

第１章　人権のはじまり
　１ 人権前夜
　２ 人権のはじまり

第２章　世界人権宣言と日本における人権規定
　１ 世界人権宣言
　２ 人権条約
　３ 日本における人権規定
　４ 「世界」と「わたし」のつながり

第３章　子どもと人権
　１ 子どもの権利条約
　２ 子どもの権利擁護
　３ 子どもの人権問題の現状と課題

第４章　女性の人権──ジェンダーにかかわる人権
　１ 「美の秩序」に囚われているという人権問題
　２ 「女性」とジェンダーの人権問題
　３ 自分事としての「性にかかわる人権問題」

第５章　障碍と人権
　１ 障碍の理解
　２ 障碍者虐待の問題
　３ 障碍者と教育的対処における人権保障

第６章　高齢者の人権
　１ 高齢者人口の動向と課題
　２ 高齢者虐待
　３ 高齢者の諸問題

第７章　医療と患者の人権
　１ インフォームド・コンセントとその歴史的背景
　２ インフォームド・コンセントと医療のあり方の変遷
　３ 患者の権利と制限
　４ インフォームド・コンセントの課題

第８章　部落差別と人権
　１ 部落差別とは

　２ 部落差別の歴史
　３ 現代的課題

第９章　多文化共生社会と人権
　１ 多文化共生社会と日本
　２ 在日外国人が体験した差別経験の実際
　３ 多文化共生社会の課題

第10章　経済的格差と人権
　１ 日本における現代的貧困問題
　２ ホームレス問題
　３ 生活保護の課題と，取り組みの実際
　４ コロナと貧困

第11章　マイノリティと人権
　１ 社会的マイノリティとは
　２ 性マイノリティと人権
　３ その他のマイノリティの人権擁護

第12章　さまざまなハラスメント
　１ ハラスメントの概念とその意義
　２ 理解のポイントと背景
　３ ハラスメントの加害者・被害者にならないために
　　  ──「間接介入」の学びという提起
　４ ハラスメント概念を使いこなせるようになる

第13章　人権問題を身近に考える
　１ 人権教育とは
　２ 人権問題を我が事として考える
　　  ──木村（2021）の考察より
　３ 人権問題を具体的に考える方法の整理

第14章　差別する心理
　１ 人はなぜ差別するのか
　２ 社会的勢力とは
　３ 同調圧力
　４ 差別とどのように向き合うか

索　引
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人文地理学のパースペクティブ

竹中克行 編著

◎ 図版を豊富に掲載し，平易な言葉で解説
◎ 初学者に向けて，各章に「用語解説」と「文献案内」
　 を配した

A5判美装/306頁　定価：3,300円（本体3,000円＋税）
ISBN 978-4-623-09448-6　2022年11月刊行

グローバル化が世界にもたらした変化に向き合い，
最新の研究潮流にもとづいて書かれた人文地理学の
入門テキスト。確かな資料分析をもとに過去から未
来へ向かう世界の変化を大掴みにする，地理学の作
法を学ぶ。

地
理
学

ここが

ポイント
!!

序　空間と時間のなかの地理学

　第Ⅰ部　地域のなりたちを繙く
第１章　進化しつづける都市
　１ 都市はどのように生まれ，
　　 成長を遂げてきたのだろうか
　２ 資本制の発展と都市形成は
　　 どのような関係にあるのだろうか
　３ 資本制と都市の日常生活は
　　 どのような関係にあるのだろうか
　４ 都市はどこへ向かうのだろうか

第２章　現代社会における農村
　１ 農村的な景観と場所
　２ 農村性へのアプローチ
　３ 現代日本における農村性
　４ 新しい農村性の生成

第３章　人と地域を結ぶランドスケープ
　１ ランドスケープとは
　２ ランドスケープ研究の系譜
　３ ランドスケープへの権利
　４ ランドスケープの中の人びと

　第Ⅱ部　社会と空間をモデル化する
第４章　経済活動のグローバル化と
　　　　ローカル化
　１ グローバル化のなかのローカル化
　２ 生産のグローバル化の地理
　３ 生産のローカル化の地理
　４ グローバル化とローカル化の相克

第５章　キャリア形成と労働の空間
　１ キャリアを地理学的に分析する意義
　２ 地域性とキャリア
　　 ──女性のライフコースにみる
　　 　　地理的多様性

　３ 移動とキャリア
　　 ──移動を通じてなされるキャリア形成
　４ 政策とキャリア
　　 ──キャリアをめぐる問題に
　　　 　どう対処するか
　５ キャリアアップを問い直す

第６章　企業の立地戦略と消費生活
　１ 経済活動と空間問題
　２ 場所が持つ３つのチカラと立地戦略
　３ 立地戦略の３つの方向性
　４ ネットワークの視点から立地を読み解く
　５ 分散と集積から立地を読み解く
　６ 集積のマネジメント

　第Ⅲ部　場所をめぐる人の思考を読む
第７章　地域文化への地理学の視点
　１ 地域文化再考
　２ 広域的な地域文化
　３ 中域的な地域文化
　４ 局所的な地域文化
　５ 反「真正性」的な地域文化

第８章　都市を再生する人々
　１ 中心市街地再生と文脈化
　２ 都市化社会とコンパクトシティ
　３ 都市型社会と都市リノベーション
　４ 都市を継承する地理学

第９章　危険に対する空間的実践
　１ 危険としてのパンデミック
　２ ＮＰＩの重層化
　３ 日本におけるCOVID-19
　４ 日本におけるＮＰＩ
　５ 生政治と地政治のゆくえ
　　 ──例外の原則化

　第Ⅳ部　地図で過去と現在を繫ぐ
第10章　地図から読み解く歴史
　１ 地図史という視角
　２ 中世日本図の世界
　３ 近世日本の世界像
　４ 地図史からみた近代

第11章　景観復原とその応用
　１ 歴史地理学と過去の３つの世界
　２ 景観復原図の作成方法
　３ 景観復原研究の展開
　４ 文化財としての過去の景観

　第Ⅴ部　地域の未来に向けて実践する
第12章　政策論としての地理学の可能性
　１ 公共政策と地方政府／自治体
　２ 地方政府／自治体の領域編成と再分配
　３ 地理学はどのような形で公共政策に
　　 関わっているのか

第13章　地理空間情報と未来の社会
　１ 地図からＧＩＳ（地理情報システム）へ
　２ ＧＩＳと空間的思考
　３ 参加型ＧＩＳの成立と展開
　４ デジタル社会の地図リテラシー

第14章　レジリエンスから考える防災
　１ レジリエンスが注目される理由
　２ 防災・減災におけるレジリエンス
　３ ハザードマップの課題
　４ 地理学に要請されること

文献案内
あとがき
索　　引

新　刊



A5判美装/370頁　定価：3,850円（本体3,500円＋税）
ISBN 978-4-623-08691-7　2020年6月刊行

グローバル化，高度情報化，持続可能な地域発展な
どの研究テーマも盛り込み，初学者に向けてできる
だけやさしく解説。さらに付録として文献案内も掲
載した，新しい時代の経済地理学の入門テキスト。

◎ 執筆者が自身の最新研究を反映してトピックを解説
◎ コラムの基本用語解説が充実
◎ さらに学びを深めるための文献案内を掲載

経済地理学への招待

伊藤達也／小田宏信／加藤幸治 編著
ここが

ポイント
!!

はしがき

序　章　環境・空間と経済社会
　１ 経済地理学の研究テーマ
　２ 経済地理学の成立
　３ 地域構造論の登場と発展
　４ 経済地理学をめぐる状況の変化
　５ 経済地理学の課題と展望

　第Ⅰ部　経済地理学とはなにか
第１章　経済立地の理論
　１ 立地論の根本概念としての距離と拡がり
　２ 産業立地論の古典
　３ 集積と分散の理論

第２章　地域経済の発展のメカニズム
　１ 地域経済の発展段階論と経済基盤説
　２ 「成長の極」と累積的因果関係論
　３ 地域経済発展と国家

第３章　サービス経済化と広がる地域間格差
　１ サービス経済化の基本的構図
　２ サービス利用のための移動コスト
　３ サービス市場圏の「地理的限界」がもたらす
　　 人口の集中・集積
　４ 北海道における「都心回帰」

第４章　人々のキャリアと経済空間
　１ キャリアの空間的軌跡
　２ 労働市場の特殊性
　３ 高度成長期の経済空間とキャリア
　　 ──農村から都市へ
　４ 安定成長期の経済空間とキャリア
　　 ──若者の地元定着傾向
　５ 低成長期の経済空間とキャリア
　　 ──個人化と不透明化

　第Ⅱ部　グローバル化と地域経済
第５章　経済のグローバル化と産業立地・地域経済
　１ 前グローバル化期における製造業の
　　 空間システム
　２ 工業のグローバル化とグローバル生産
　　 ネットワーク
　３ 日本工業のグローバル化と国内立地の変容

第６章　サプライチェーンと南北問題
　１ 生産 - 流通 - 消費を捉えるアプローチ
　２ 食品における商品連鎖
　３ 工業製品における商品連鎖
　４ グローバル化の弊害への対応

第７章　経済を左右する地域の制度・文化
　１ 制度・文化と経済発展
　２ 各地で特色をつくりだす制度・文化
　３ 制度・文化の変容サイクル

第８章　都市の発展が生むインナーシティ問題
　１ 都市の成長とインナーシティ問題
　２ 日本におけるインナーシティ問題
　３ インナーシティ問題への様々な対応
　４ 人口減少社会の都市のゆくえ

第９章　グローバル化時代の都市と
　　　　都市ネットワーク
　１ 世界都市・グローバル都市の出現
　２ 複雑化する都市システムと都市ネットワーク
　３ グローバルネットワーク下における都市の諸相

　第Ⅲ部　産業集積と地域
第10章　地域のなかでのものづくり
　１ 産業集積の理論
　２ 市場の変化に対応する生産体制
　３ ものづくりを支える中小零細製造企業
　４ 産業集積地域の再編

第11章　工業化で変わる新興国
　１ 変容する新興国
　２ 発展途上国の工業化
　３ アジア諸国の工業政策と国家開発
　４ 日本企業の進出と工業地域の形成・変容
　５ 発展の光と影

第12章　情報通信業の集積
　１ 情報化した日本社会
　２ 情報通信業の立地──その一極集中
　３ 一極集中型立地の背景と要因
　４ 情報通信業の「集積」

第13章　都市に集まる創造産業
　１ 創造産業の成り立ち
　２ データにみる立地傾向
　３ 産業集積の捉え方
　４ 創造産業の議論の広がり

第14章　農業地域の経済力
　１ グローバル化時代の食料供給
　２ 農業を地理的に捉える意味
　３ 日本農業のポジションと食料供給
　４ 農業地域の経済力──日本農業の可能性
　５ 食料・農業問題の地理学にむけて

　第Ⅳ部　地域の持続可能性
第15章　ショッピングセンターの功罪
　１ 流通のプラットフォーム
　２ 世界各国におけるショッピングセンターの発展
　３ ショッピングセンターが変えた日本社会
　４ 変わる日本社会とショッピングセンター

第16章　中心商店街のゆくえ
　１ 衰退が激しい日本の中心商店街
　２ 中心商店街の衰退理由
　３ 商店街再生への試み
　４ 残る商店街，消える商店街

第17章　農山村の活性化
　１ 農山村の地域的位置付け
　２ 過疎化と高齢社会化に直面する農山村
　３ 再編成される農山村の現状と課題
　４ 地域住民による「地域づくり」の展開
　５ 農山村に対する「まなざし」の変化

第18章　観光・ツーリズムがもたらす地域の変化
　１ 観光は地域の救世主か
　２ 地理学と観光
　３ 「新たな観光」とジオパークの実践
　４ 観光・ツーリズムによる持続可能な開発

第19章　環境保全と地域振興は両立できるか
　１ 環境保全と地域振興の両立
　２ 資源・環境問題へのアプローチ
　３ 水辺環境保全運動と地域振興
　４ 田主丸におけるアンケート調査結果

文献案内／索引
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自然地理学

松山 洋／川瀬久美子／辻村真貴／高岡貞夫／三浦英樹 著

◎ 図を豊富に用い，自然地理学の全容をわかりやすく
　 解説する
◎ 文献案内も充実しており，更なる学習への手引きに
　 も使用可能

A5判美装/324頁　定価：3,300円（本体3,000円＋税）
ISBN 978-4-623-05866-2　2014年7月刊行

本書は自然地理学に関する初歩的な疑問に答え，地
理学を志す人々にとっての道しるべとなることを目
指している。地形，気候，水文，環境，地理情報な
どの観点から身近な「なぜ？」を解き明かす地理学
の知恵と技をわかりやすく解説する。

地
理
学

口　絵
はしがき

序　章　自然地理学の醍醐味
　　
　第Ⅰ部　地形学
第１章　変動地形と火山地形
　１ 地形とは何か
　２ プレートテクトニクスと変動地形
　３ 火山分布と火山地形
　本章のまとめ

第２章　外的営力によってつくられた地形
　１ マスムーブメント
　２ 河川の形成する地形
　３ 海岸で形成される地形
　本章のまとめ

第３章　気候変動によってつくられた地形
　１ 氷期と寒冷地形
　２ 環境変化と地形
　３ 人と地形の関わり
　本章のまとめ
　　
　第Ⅱ部　気候学
第４章　世界の気候
　１ 気候とは何か
　２ 地球の気温はどう決まるか
　３ 世界の風はどう吹くか
　本章のまとめ

第５章　世界の降水量と日本の気候
　１ 世界の降水量
　２ 日本の気候
　本章のまとめ

第６章　気候システム
　１ 気候システムとは何か

　２ エルニーニョ現象
　３ 地球温暖化
　４ ヒートアイランド
　本章のまとめ
　　
　第Ⅲ部　水文学
第７章　水文学の基礎
　１ 水循環とは何か
　２ 地表面における水循環
　本章のまとめ

第８章　降雨流出プロセス
　１ 洪水流出成分
　２ 降雨流出における地中水の役割
　本章のまとめ

第９章　地下水と地表水の交流
　１ 河川と地下水の交流
　２ 湖沼と地下水の交流
　３ 半乾燥地域の河川と地下水の交流
　本章のまとめ
　　
　第Ⅳ部　環境地理学
第10章　植生地理学
　１ 植生地理学の目的
　２ 日本の植生
　３ 群落の分布と環境
　４ 地史的要因
　５ 植生の変化
　本章のまとめ

第11章　地生態学
　１ 地生態学とは
　２ 地生態学の方法論的枠組み
　３ パッチ構造と生態プロセス
　４ 地生態学の課題
　本章のまとめ

第12章　土壌学と土壌地理学の基礎
　１ 土壌とは何か
　２ 土壌の定義と土壌地理学の目的
　３ 土壌地理学の方法論
　４ 土壌断面と土層の形成に関わる基本的
　　 概念
　本章のまとめ

第13章　土壌学と土壌地理学の応用
　１ 土壌断面の編年と土層の形成要因の
　　 解明のための考え方と方法
　２ 土壌地理学研究の例
　　 ――日本における土壌生成環境と
　　　　 特徴的な土層
　３ 土壌地理学の課題
　本章のまとめ
　　
　第Ⅴ部　地理情報学
第14章　自然地理情報解析の概要
　１ 地理情報学とは何か
　２ 地理情報学の実際
　３ 地理情報の構造
　本章のまとめ

第15章　地理情報の取得方法と解析方法
　１ 地理情報の取得
　２ 地理情報の分析
　本章のまとめ

文献案内
あとがき
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やわらかアカデミズム・〈わかる〉シリーズ

よくわかる都市地理学
藤井 正／神谷浩夫 編著

◎ 多彩な項目で都市地理学を体系的に網羅
◎ 図版を多数収録しており自学自習にも最適

B5判美装/226頁　定価：2,860円（本体2,600円＋税）
ISBN 978-4-623-06723-7　2014年3月刊行

都市を中心とする地域の空間構造やそのメカニズム
の考察がますます重要性を増している。そうした現
代的状況に対応すべく，本書は，研究対象やアプロ
ーチの多様化が進展する都市地理学の基礎と最新の
研究内容を初学者に提示する。

地
理
学

はじめに

Ⅰ　都市への地理学的視角
　１ 都市地理学の視角
　２ 都市地理学の展開
　３ 社会地理学的視点の展開
　４ ジェンダー
　５ ロサンゼルス学派
　６ 都市空間と気候
　７ 都市発展と地形条件
　８ 住宅開発と災害
　９ 都市災害と都市防災
　10 歴史的景観

コラム
　１ ポール・クラヴァルの都市地理学
　２ スーザン・ハンソン
　３ エドワード・ソジャ
　４ 津波
　５ ハザードマップ

Ⅱ　都市地理学の理論とアプローチ
　１ 立地論
　２ 中心地理論
　３ 都市システム
　４ 都市構造論
　５ 時間地理学
　６ 認知と行動
　７ 経済基盤説と地域経済循環
　８ 産業の集積と都市
　９ 社会的ネットワークと都市空間
　10 都市空間分析：計量地理学の視点
　11 GIS：地理情報システム

コラム
　６ ポール・クルーグマン
　７ ヴァルター・クリスタラー
　８ 順位規模法則
　９ 同心円理論
　10 トルステン・ヘーゲルストランド
　11 ピーター ･ グールド
　12 エドワード・アルマン

Ⅲ　近代都市空間の形成
　１ 城下町の近代化
　２ 近代都市の形成
　３ 工業都市
　４ 共同消費と公共サービス
　５ 都市交通の発達と都市空間
　６ 郊外の形成
　７ 近代都市計画の成立

コラム
　13 石川栄耀
　14 関一と小林一三
　15 田園都市

Ⅳ　都市空間形成の社会的メカニズム
　１ 人口の都市集中
　２ 宅地化の展開
　３ 都市化と都市圏形成
　４ ライフコースと都市構造
　５ オフィス立地と都市成長
　６ 通勤流動
　７ 都市空間の立体化
　８ 都市の商業とサービス業
　９ インナーシティ
　10 ジェントリフィケーション
　11 地価と土地利用
　12 流通と都市空間
　13 大型店の立地展開と規制
　14 都市計画
　15 都市圏多核化
　16 居住地域分化

コラム
　16 国勢調査の都市把握
　17 ケヴィン・リンチ

Ⅴ　グローバル化のなかの都市空間
　１ 世界都市の光と影
　２ 都市をめぐる国際人口移動
　３ 都心の変化
　４ 都市のエスニシティ
　５ 途上国の都市化
　６ ＥＵの都市政策

　７ 国際都市観光
　８ 中国都市の現状と課題
　９ 韓国の都市

コラム
　18 都市の発展段階モデル
　19 丸の内の変化
　20 地域暗黙知

Ⅵ　人口減少下の都市空間
　１ 高齢化
　２ 人口回帰とマンション開発
　３ 中心市街地の活性化
　４ 住宅政策の転換
　５ 郊外住宅地の変容
　６ ニュータウンの再生
　　 ：千里で何が起っているか
　７　郊外第２世代

コラム
　21 フードデザート
　22 都市の待機児童問題と子育て支援
　23 まちづくり三法
　24 住宅双六

Ⅶ　これからの都市ビジョン
　１ 地球温暖化と都市計画　
　２ コンパクトシティ
　３ 都市と観光
　４ 創造都市
　５ 多文化共生
　６ 都市の二極化と社会的包摂
　７ 高齢化する大都市圏の地域福祉
　８ 安心・安全なまちづくり
　９ 災害復興と復興まちづくり
　10 ガバナンスと都市経営
　11 これからの都市像と都市地理学

コラム
　25 これからの都市交通

さくいん
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道徳教育
田中マリア 編著
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◎ 平成29年改訂の学習指導要領等を踏まえて編集
◎ 学習指導要領の［平成20年版］と［平成29年版］比
　 較対象表（小学校・中学校）を巻末に収録
◎ 教員を目指す学生および教職に携わっている人をはじ
　 め，道徳教育に関心のある人に役立つ書 B5判美装/212頁　定価：2,420円（本体2,200円+税）

ISBN 978-4-623-08328-2　2018年5月刊行

道徳とは何か，道徳を教えるとはどういうことか。
本書では道徳の概念や道徳教育の諸理論，歴史，新
学習指導要領をふまえた道徳教育および道徳科の特
質，現代的な諸課題などについてわかりやすく解説
する。

監修者のことば
はじめに

　第Ⅰ部　道徳教育の基礎と理論
第１章　道徳とは何か
　１ 道徳の二側面
　２ 変化する社会と道徳 
　３ 道徳の新たな捉え方

第２章　道徳教育の諸理論（西洋）
　１ デュルケムの道徳教育論 
　２ デューイの道徳教育論
　３ 道徳性発達に関する心理学研究と
　　 それに基づく道徳教育論
　４ 近年の，そしてこれからの
　　 道徳教育の展開

　第Ⅱ部　日本における道徳教育の
　　　　　歴史
第３章　修身科時代の道徳教育
　１ 「学制」と修身科の開始
　２ 徳育論争と修身科
　３ 教育勅語と修身科
　４ 大正新教育と修身科
　５ 総力戦体制下と修身科

第４章　全面主義道徳から特設道徳へ 
　１ 全面主義道徳教育の時代
　２ 特設道徳の誕生と展開
　３ 心の教育の提唱と道徳の時間 

第５章　「道徳の時間」から
　　　　「特別の教科　道徳」へ
　１ 教育再生実行会議第一次提言と
　　 道徳教育の充実に関する懇談会
　　 報告

　２ 中央教育審議会答申から
　　 学習指導要領改訂へ 
　３ 道徳の教科化の必要性と教科化
　　 した道徳教育への期待 
　４ 道徳の教科化成立以降の動向 

　第Ⅲ部　教科化時代の道徳教育
第６章　指導体制と担当者 
　１ 学校における道徳教育の指導計画
　２ 道徳教育推進教師の役割
　３ 授業担当者としての学級担任 

第７章　道徳教育用教材
　１ 道徳授業の読み物教材の性質
　２ これまでの道徳教育用教材
　３ 教材開発の方法 
　４ 教材活用の視点

第８章　道徳教育における評価
　１ 道徳教育における評価の困難性と
　　 必要性
　２ 「特別の教科　道徳」における
　　 評価の諸相
　３ 道徳教育における評価の課題と
　　 展望

　第Ⅳ部　新たな時代の道徳教育
第９章　道徳教育における環境教育
　１ 環境教育の動向 
　２ 各教科と環境教育との関連
　３ 道徳教育における環境教育の実践
　４ 道徳教育における環境教育のため
　　 の教材

第10章　道徳教育における情報モラル
　　　　 教育
　１ 情報モラル教育の動向
　２ 各教科と情報モラル教育との関連
　３ 道徳教育における情報モラル教育
　４ 情報モラル教育のための教材

第11章　道徳教育における現代的な
　　　　 課題の取扱い
　　　　 ――国際的な人権教育から
　１ 新学習指導要領における現代的な
　　 課題の取扱い 
　２ 現代的な課題への取り組みに
　　 関する国際的動向 
　３ 体験型学習による教育方法原理
　４ ファシリテーターとしての教師に
　　 求められる資質・能力 

第Ⅴ部　価値教育をめぐる諸外国の
　　　　動向
　１ アメリカ 
　２ イギリス
　３ ドイツ
　４ フランス
　５ スイス連邦
　６ 韓国 
　７ 中国
　８ シンガポール 
　９ タイ 
　10 マレーシア 

巻末資料
索　引
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新しい教職教育講座　教職教育編 7　　　

道徳教育
荒木寿友／藤井基貴 編著
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◎ 新学習指導要領に対応
◎ コアカリキュラムにも準拠
◎ 初等・中等教育を取り上げる
◎ 巻末資料に新学習指導要領（初等・中等）を掲載

A5判美装/248頁　定価：2,200円（本体2,000円+税）
ISBN 978-4-623-08190-5　2019年5月刊行

コアカリキュラムに則り道徳教育の専門家がわかり
やすく解説していく。「特別の教科 道徳」実施以降
の課題や内容を踏まえ実践で生かせるよう小学校
低・中・高学年と中学校に分け，学習指導案を展開
する学生必読の一冊。

はじめに
第１章　道徳教育とは何か
　１ ｢道徳」とは何か――慣習としての「道徳」から考える
　２ ｢教育」とは何か
　　 ――「道徳」を身につける/越えゆくために
　３ ｢道徳」と「教育」の外側
　　 ――道徳教育の輪郭を変容させる
第２章　道徳教育と心理学
　１ 道徳心理学研究の始まり
　２ 道徳性の認知発達理論
　３ 社会的領域理論（social domain theory）
　４ 社会的情報処理モデル
　　 ――私たちの社会的行動はどのように産出されるか
　５ 社会的直観モデルと道徳基盤理論
第３章　道徳教育の歴史
　１ 近代学校教育の発足と道徳教育
　２ 教科書と評価
　３ 大正期から敗戦まで
　４ 戦後の道徳教育の変遷
４章　学習指導要領における道徳教育
　１ 学習指導要領改訂までの経緯
　２ 学習指導要領 第１章 総則 に示される道徳教育
　３ 学習指導要領 第３章「特別の教科 道徳」に示される
　　 道徳教育
　４ ｢特別の教科 道徳」実施以降の課題
第５章　道徳教育の方法
　１ ｢特別の教科 道徳」における学習
　２ モラルジレンマ
　３ モラルスキルトレーニング
　４ ＶＬＦ
　５ ワークショップ
　６ これからの道徳教育の方法
第６章　道徳教育における内容項目と教材
　１ 道徳の内容項目
　２ 道徳教育における教材
　３ 資質・能力と教育内容の関係性
第７章　学習指導案の作成――小学校
　１ 学習指導案とは何か

　２ 指導案の作成（低学年）
　３ 指導案の作成（中学年）
　４ 指導案の作成（高学年）
第８章　学習指導案の作成――中学校
　１ ＴＯＫを取り入れた道徳科授業の学習指導案例
　２ 哲学対話を取り入れた道徳科授業の学習指導案例
　３ 定番教材を用いた道徳科授業の学習指導案
第９章　道徳科における評価
　１ 道徳科の実施に向けて
　２ 道徳科における評価方法と可能性
　３ 通知表・指導要録の課題
　４ 道徳科における評価の意義
第10章　道徳教育と子どもの問題
　１ 規範意識の醸成論と道徳の教科化
　２ 規範意識と道徳教育
　３ 自尊感情と道徳教育
　４ ｢醸成・向上」を目指す道徳教育から「共有」を
　　 目指す道徳教育へ
第11章　シティズンシップ教育と道徳教育
　１ ｢市民である」とはどういうことか
　２ なぜシティズンシップ教育なのか
　３ シティズンシップ教育はどう実践されているか
　４ 市民に求められる道徳性とは何か
　５ 道徳的な個人が増えれば，善い社会になるのか
第12章　現代的な課題と道徳教育
　１ 現代的な課題とは何か
　２ 現代的な課題をどのように扱うか
　３ 現代的な課題をめぐる指導方法とカリキュラム・デザイン
第13章　対話への道徳教育
　１ 考え議論する道徳へ
　２ 関係性のもとに成立する対話
　３ 対話とは何か――対話の基礎理論
　４ 対話理論の再構築
　５ 対話への道徳教育
小学校学習指導要領（抄）
中学校学習指導要領（抄）
索　引
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道徳教育の理論と実践
上地完治 編著
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◎ コアカリキュラム，新学習指導要領に対応した教職
　 科目のシリーズ
◎ 各章冒頭に設けたワークを通して主体的，対話的，
　 深い学びへと繋げる

A5判美装/268頁　定価：2,200円（本体2,000円＋税）
ISBN  978-4-623-08600-9　2020年4月刊行

教職課程コアカリキュラムおよび学習指導要領に対
応した新しい教職科目テキストシリーズの第９巻。
道徳の意義や原理，また教育活動としての道徳教育
の指導法等について，わかりやすく具体的に学べる。

はじめに

序　章　道徳科の授業を学びの場に
　　　　――教科化時代の道徳授業
　１ 道徳授業改善という教科化の課題
　２ 多面的・多角的に考えることの意義
　３ 主体的・対話的で深い学びとしての
　　 道徳学習
　４ 道徳教育の未来予想図：
　　 シティズンシップ教育への接近

第１章　わが国の道徳教育の歴史
　１ 学校教育制度成立と修身科の設立
　２ 修身科教育と徳育をめぐる論争
　３ 教育勅語
　４ 国定教科書時代
　５ 終戦直後の道徳教育
　６ 「道徳の時間」特設までの経緯と
　　 社会的背景
　７ 「道徳の時間」から「特別の教科道徳」へ

第２章　学習指導要領における道徳教育と
　　　　道徳科の規定
　１ 学校における道徳教育の全体像
　２ 道徳科に関わる基本的事項
　３ 道徳科の授業づくりに向けて

第３章　子どもの道徳性の発達
　１ 道徳性の芽生え
　２ 幼児期から児童期以降の道徳性の発達

第４章　道徳学習指導案の作成例⑴
　　　　――小学校    
　１ 学習指導案作成上の基本的な考え方
　２ 学習指導案の各項目の意味と役割⑴：
　　 本時案よりも前の部分
　３ 学習指導案の各項目の意味と役割⑵：
　　 本時案の部分
　４ 指導案例

第５章　道徳学習指導案の作成例⑵
　　　　――小学校
　１ ねらいとする道徳的価値
　２ 道徳的価値から見た児童の道徳性の実態
　３ 児童の道徳性の実態からの教材分析
　４ 板書構成と授業展開例
　５ 理解を基にした授業評価

第６章　道徳学習指導案の作成例⑶
　　　　――中学校
　１ これからの中学校道徳科に求められること
　２ 道徳科の学習指導過程：
　　 導入・展開・終末
　３ 学習指導案の書き方
　４ 学習指導案の具体例
　５ 学習指導案作成のポイントおよび留意点
　６ 学習指導案の作成手順の実際
　７ 教材開発の奨励

第７章　道徳科の教材分析，教材研究
　１ 道徳の教科化と教材
　２ 道徳科における教材
　３ 教材分析の視点と授業構想

第８章　読み物資料の役割
　　　　――平和教育における物語資料の
　　　　　　活用から
　１ 道徳教育における読み物教材の位置付け
　２ 平和教育における物語資料の役割
　３ 心情理解を重視した物語の活用が
　　 抱える課題
　４ 他者の物語と自分が関わるとは？
　５ 「考え，議論する道徳」における他者の
　　 物語の役割

第９章　役割演技の意義と活用法
　１ 「劇化」から「役割演技」へ
　２ 役割演技の要件
　３ 道徳授業における「役割演技」の展開
　４ 役割演技を活用した授業例：
　　 教材「うばわれた自由」

第10章　道徳授業の評価
　１ 教育評価とは何か
　２ 「特別の教科道徳」の評価
　３ 道徳科における子どもの評価
　４ 道徳科の授業評価

第 11章　道徳授業と学級経営　
　１ 「考え，議論する道徳」に向けた授業と
　　 学級経営
　２ 子どもが生き生きとする道徳授業と
　　 学級経営

第12章　学校の教育活動全体を通じた
　　　　道徳教育の展開
　１ 学校の教育活動全体を通じた
　　 道徳教育とは
　２ 学校における道徳教育の推進体制

第13章　道徳とは何か
　１ 法と道徳
　２ 正しいこととよいこと
　３ 正しさやよさの根拠
　４ 道徳的行為と帰結
　５ 道徳を議論する

第14章　道徳的価値について
　１ 道徳教育の内容項目
　２ 道徳的価値に関する前理解
　３ 経験による学びと成熟を目指して

第15章　いじめ問題と道徳教育 
　１ 児童生徒の問題行動の背景にある諸課題
　２ いじめ問題の現状と課題
　３ いじめ発生の諸要因
　４ 学級の規範構造と道徳教育
　５ 「考え，議論する道徳」の課題



道
徳
教
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広岡義之／林 泰成／貝塚茂樹 監修

ミネルヴァ教職専門シリーズ 9

道徳教育の理論と方法
走井洋一 編著

ここが

ポイント
!!

◎ 教職志望の初学者に向け，正確さとわかりやすさを両
　 立させた教科書シリーズ（全12巻）
◎ 新学習指導要領と教職課程コアカリキュラムに対応。
◎ 道徳教育の理論から指導法，教育現場の実際まで，幅
　 広い視点から基本的事項を網羅した A5判美装/256頁　定価：2,640円（本体2,400円+税）

ISBN 978-4-623-08912-3　2020年12月刊行

道徳教育の思想的基盤や変遷をおさえたうえで，豊
富な実践例とともに指導法を紹介。学習指導要領の
改訂により新たに「特別の教科」として位置づけら
れることとなった道徳の基本を網羅した，入り口と
なる一冊。

監修者のことば
はじめに

　第Ⅰ部　道徳教育の理論
第１章　道徳とは何か
　１ 道徳の由来
　２ 道徳の両義性／二重性
　３ 道徳と道徳性

第２章　道徳教育とは何か
　１ 古代ギリシアの徳と教育
　２ ヘルバルトにおける品性の陶冶
　３ 社会化としての道徳教育
　４ 実存主義と道徳教育

第３章　道徳を支える思想
　１ トマス・アクィナスの自然法論
　２ 社会契約説
　３ カントの義務論
　４ 功利主義

第４章　道徳を支える価値
　１ なぜ価値が問題となるのか
　２ リベラリズムとコミュニタリアニズム
　３ 日本の倫理思想

第５章　道徳性の発達についての理解
　１ ピアジェの認知発達理論と規則に
　　 対する認識
　２ コールバーグの道徳性発達理論
　３ チュリエルの社会的領域理論
　４ 最近の道徳性発達の動向

第６章　道徳教育の歴史Ⅰ
　　　　――明治期から昭和初期の道徳教育
　１ 明治前期の道徳教育
　２ 明治後期の道徳教育
　３ 大正期の道徳教育
　４ 昭和初期の道徳教育

第７章　道徳教育の歴史Ⅱ
　　　　――第二次大戦後の道徳教育
　１ 占領下の道徳教育
　２ ｢道徳の時間」の設置
　３ 道徳の教科化

第８章　道徳教育と現代的な課題
　１ ｢特別の教科　道徳」と現代的な課題
　２ 情報モラルと道徳教育
　３ ｢現代的な課題」としての生命倫理
　４ 現代的な課題としての国際理解教育

　第Ⅱ部　道徳教育の方法
第９章　教育課程における道徳教育
　１ 教育課程と道徳教育
　２ 教育課程における道徳教育の役割と目標
　３ 学校教育における道徳科の位置づけ
　４ 道徳科の課題

第10章　道徳科の教材とその活用
　１ 道徳科の教材の種類
　２ 道徳科の教材の読み方・使い方
　３ 道徳科の教材の開発と活用

第11章　道徳科の多様な指導法Ⅰ
　１ 道徳科になぜ多様な指導法が必要なのか
　２ 道徳性の諸様相と指導法
　３ 指導法を使いこなすために
　４ 多様な指導法にチャレンジする

第12章　道徳科の多様な指導法Ⅱ
　１ 多様な指導法による道徳性の育成
　２ モラルジレンマを用いた指導法
　３ 構成的グループエンカウンターを
　　 用いた指導法
　４ モラルスキルトレーニングを用いた
　　 指導法

第13章　道徳教育の計画
　１ 道徳教育の全体計画
　２ ｢道徳科」の年間指導計画
　３ ｢道徳科」の指導

　第Ⅲ部　道徳教育の実際
第14章　小学校の指導案と指導の実際
　１ 小学校における道徳科の学習
　２ 低・中学年における道徳科の学習展開
　３ 中・高学年における道徳科の学習展開
　４ 小学校における道徳科の学習で
　　 留意すべきこと

第15章　中学校の指導案と指導の実際
　１ 中学生の発達段階
　２ 中学校における道徳科の授業の実際
　３ 中学校における道徳科の評価

第16章　特別支援教育と道徳教育
　１ 知的障害のある児童生徒への道徳教育
　２ 発達障害などのある児童生徒に対する
　　 道徳教育の指導と評価
　３ 障害者理解教育としての小・中学校
 　　での道徳教育

付　録
　小学校学習指導要領（抜粋）
　中学校学習指導要領（抜粋）
　内容項目一覧
　道徳科における質の高い多様な指導方法
　について（イメージ）

索　引　　



B5判美装/272頁　定価：3,080円（本体2,800円＋税）
ISBN 978-4-623-09562-9　2023年5月刊行

小・中学校の「特別の教科 道徳」における，主体的・
対話的で深い学びのある授業づくりを実践的に学ぶ
テキスト。学習指導要領に準拠しつつ，道徳科の基
礎，授業の構成，評価について解説する。

◎ 現場で多く使用される読み物資料を用いた指導の実際を紹
　 介
◎ 発問の内容やタイミング，授業展開について，わかりやす
 　く解説
◎ 好評の『楽しく豊かな「道徳の時間」をつくる』，『楽しく
　 豊かな道徳科の授業をつくる』（１，２）から教材をより
　 すぐった決定版

対話的で深い学びのある道徳科の授業をつくる

牧﨑幸夫／広岡義之／岩井晃子／杉中康平 編

はしがき

資料　道徳の内容の学年段階・学校段階の
　　　一覧
執筆者紹介

第１章　道徳とは何か
　１ 道徳教育を取り巻く日本の社会状況
　２ 道徳の本質
　３ 小・中学校の学習指導要領における
　　 道徳の内容項目
　４ ソクラテスの助産術と道徳教育
　５ 「アポリア」（行き詰まり／進行不可能
　　 性）の体験が必要な道徳の授業

第２章　昭和33年以降の道徳教育の変遷に
　　　　ついて
　１ 「道徳の時間」のはじまり
　　 ── 1958（昭和33）年の改訂
　２ 1968・1969（昭和43・44）年の改訂
　３ 1977（昭和52）年の改訂
　４ 1989（平成元）年の改訂
　５ 1998（平成10）年の改訂
　６ 2008（平成20）年の改訂
　７ 道徳の教科化
　　 ── 2015（平成27）年の一部改正
　８ 2017（平成29）年の改訂　 

第３章　道徳科の学習で目指すものとは
　１ 道徳科の授業に対する先入観
　２ 道徳教育の目標と道徳科の位置づけ
　３ 道徳科の目標とは
　４ 道徳科では何を学習するのか
　５ 対話的で深い学びのある授業を目指して

第４章　深い学びの授業づくり
　　　　──学習指導案作成・教材分析
　１ 道徳科の特質
　２ 学習指導案の作成・教材分析

第５章　「演習形式」で学ぶ道徳科授業づくり
　１ 道徳科の「読み物」教材の特徴とは？
　２ 道徳科の授業における発問とは？
　３ 道徳科の「読み物教材」の特徴を
　　 生かした教材研究を進めるために
　４ 「導入」と「終末（＝まとめ）」の工夫
　５ 「道徳的価値」に迫るための板書の工夫
　６ ワークシートの効果的な活用方法

第６章　道徳科の評価とは
　１ 道徳の教科化と評価
　２ 道徳科では何を評価するのか
　３ 学習状況や成長の様子をどう見取るのか
　４ 記述式評価を作成する
　５ 評価から見える教員の姿勢

第７章　小学校における道徳科の授業
　１ はしの　上の　おおかみ
　　 〈低学年・Ｂ－⑹〉
　２ くりの　み〈低学年・Ｂ－⑹〉
　３ 黄色い　ベンチ〈低学年・Ｃ－⑽〉 
　４ 七つの　ほし〈低学年・Ｄ－⒆〉 
　５ まどがらすと　さかな〈中学年・Ａ－⑵〉
　６ 雨のバス停留所で〈中学年・Ｃ－⑾〉 
　７ ヒキガエルとロバ〈中学年・Ｄ－⒅〉 
　８ 花さき山〈中学年・Ｄ－⒇〉 
　９ 手品師〈高学年・Ａ－⑵〉
　10 友の肖像画〈高学年・Ｂ－⑽〉 
　11 ぼくの名前呼んで〈高学年・Ｃ－⒂〉 
　12 青の洞門〈高学年・Ｄ－（21）〉 

第８章　中学校における道徳科の授業
　１ ネット将棋〈Ａ－⑴〉
　２ 言葉の向こうに〈Ｂ－⑼〉
　３ 二通の手紙〈Ｃ－⑽〉 
　４ 卒業文集最後の二行〈Ｃ－⑾〉 
　５ 加山さんの願い〈Ｃ－⑿〉 
　６ 一冊のノート〈Ｃ－⒁〉 
　７ 海と空〈Ｃ－⒅〉 
　８ 樹齢七千年の杉〈Ｄ－⒇〉 
　９ 銀色のシャープペンシル〈Ｄ－（22）〉 
　10 足袋の季節〈Ｄ－（22）〉 

ここが

ポイント
!!
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B5判美装/224頁　定価：2,420円（本体2,200円＋税）
ISBN 978-4-623-08157-8　2023年3月刊行

総合的な学習を理論と実践の両面から学ぶ。総合的
な学習の意義や歴史，学習指導要領における総合的
な学習の変遷と目標など，基礎的な知識を平易に解
説するとともに，理論に基づいた具体的な実践を紹
介する。

◎ 最新の教職課程コアカリキュラム「総合的な学習の時
　 間の指導法」に準拠
◎ 教職を目指す学生および現職の教師に必携のテキスト

吉田武男 監修

MINERVA はじめて学ぶ教職 13　　　　　　

総合的な学習の時間
佐藤 真／安藤福光／緩利 誠 編著

ここが

ポイント
!!

監修者のことば
はじめに

第１章　総合的な学習の意義
　１ 2000年代の学校教育をリードしてきた
 　　総合的な学習
　２ これからの学校教育もリードする総合的な学習
　３ 過去・現在・未来からの歴史的な意義

第２章　諸外国における総合的な学習の歴史
　１ コメニウス
 　　――書物学習よりも事物による探究を説く
　２ ルソー
 　　――自由な精神を確保した探究に情熱を傾ける
　３ パーカー
 　　――中心統合法と自己探究の精神を説く
　４ デューイによる探究の意義と構造
　５ キルパトリック
 　　――探究学習の有力な方法を提示
　６ 実地の問題をつかんで実地の解決をめざす
 　　探究学習

第３章　わが国における総合的な学習の歴史
　１ 分化した教科の群から総合化された
 　　カリキュラムへ
　２ 第一の波――大正新教育（大正自由教育）
　３ 第二の波――敗戦後・民主化期の戦後新教育
　４ 系統学習・現代化の時代に
　　 ――各教科のなかでの視点としての総合
　５ 第三の波
 　　――総合学習の特設案：1970年代という峰で
　６ 第四の波
 　　――世紀の転換に向けた実践と学習指導要領
　７ 歴史を通じて見える四つの「総合」

第４章　学習指導要領における総合的な学習の変遷
　１ 総合的な学習の創設からの経緯の概要
　２ 1998年改訂における総合的な学習
　３ 2003年の一部改正における総合的な学習
　４ 2008年改訂における総合的な学習の探究の充実
　５ 2017年改訂における総合的な学習の教育課程
 　　への広がり
　６ 総合的な学習の理念の明確化

第５章　総合的な学習の目標
　１ 「ねらい」から「目標」へ
　２ 三つの資質・能力に対応した「目標」へ
　３ 各学校において求められる目標設定

第６章　総合的な学習の全体計画と年間指導計画
　１ 総合的な学習における全体計画の構成
　２ 総合的な学習における「内容」
　３ 指導計画の作成

第７章　総合的な学習の単元計画
　１ 総合的な学習における「単元」とは何か
　２ 総合的な学習における単元計画
　３ 時代の進展に応じた新たな探究課題への対応
 　　と単元構想――プログラミングを例に

第８章　総合的な学習の学習指導
　１ 総合的な学習における学習指導
　２ 学習の基盤となる資質・能力の育成
　３ 探究的な学習の過程に沿った指導のポイント

第９章　総合的な学習の評価
　１ 総合的な学習の特質とその評価
　２ 総合的な学習における評価の目的
　３ 総合的な学習における評価の主体・内容・方法
 　　とその組み合わせ
　４ 総合的な学習における評価計画の作成
　５ 総合的な学習における評価者としての教師

第10章　総合的な学習の教授組織と学校体制
　１ 教授組織と学校体制からみた総合的な学習の
 　　課題
　２ カリキュラム・マネジメントと総合的な学習
　３ 学習指導要領の解説にみる総合的な学習の
 　　教授組織と学校体制
　４ 中高一貫校における総合的な学習の教授組織
 　　と学校体制

第11章　総合的な学習の学習環境
　１ 学習指導要領の目指す学習環境
　２ 学校内の学習環境の整備
　３ 地域の学習環境
　４ 外部人材との連携

第12章　総合的な学習と各教科等の関係
　１ 諸前提の確認
　２ 「教科等横断的」とは
　３ 「教科等横断的」に考えてみると

第13章　総合的な学習の事例（小学校）
　１ 総合的な学習で求められるもの
　２ 新たな学校文化を創造・発信する総合的な学習
　３ 指導の実際
　４ 本実践の効果

第14章　総合的な学習の事例（中学校）
　１ 中学校以降の総合的な学習のデザインに向けて
　２ 筑駒における総合的な学習の全体像
　３ 水田稲作学習（中学１年と高校１年）
 　　――体験に基づく学習から探究へ
　４ 地域研究（中学１～３年）
 　　――東京から東北へ
　５ テーマ学習（中学３年）
 　　――講座制による探究的な学びの深化
　６ 筑駒の総合的な学習とその運営における
 　　特色や創意工夫

巻末資料
　　小学校学習指導要領
　　　（第５章　総合的な学習の時間）
　　中学校学習指導要領
　　　（第４章　総合的な学習の時間）
　　高等学校学習指導要領
　　　（第 4 章　総合的な探究の時間）
　　休業日等における総合的な学習の時間の学校外
　　　の学習活動の取扱いについて（通知）

索　引
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原 清治／春日井敏之／篠原正典／森田真樹 監修

新しい教職教育講座　教職教育編 8　　　

総合的な学習の時間
森田真樹／篠原正典 編著

ここが

ポイント
!!

◎ 新しい学習指導要領に対応
◎ 総合的な学習の時間が設置された背景，課題，評価や
　 展開についての具体的な考え方と実践を示す

A5判美装/220頁　定価：2,200円（本体2,000円+税）
ISBN 978-4-623-08191-2　2018年3月刊行

新学習指導要領に対応した教職テキスト。総合的な
学習の時間で児童・生徒にどのような力を身につけ
させるのか。設置された背景，課題を平易に解説。
指導計画，学習指導や評価，展開についての具体的
な考え方と実践を示す。

はじめに

第１章　総合的な学習の時間の意義
　１ 総合的な学習の時間の導入とこれまでの経緯
　２ 総合的な学習の時間で育成する資質・能力の意義
　３ 総合的な学習の時間の実践と学力との関係
　４ 総合的な学習の時間を充実するための要素

第２章　戦後の学習指導要領にみる総合的な学習
　１ 総合的な学習の時間の源流
　２ 戦後初期におけるコア・カリキュラムの実際
　３ 戦後初期におけるコア・カリキュラムが示唆するもの

第３章　総合的な学習の時間の教育課程と校内体制
　１ 教育課程における総合的な学習の時間の位置づけ
　２ 総合的な学習の時間の目標と育成を目指す資質・能力
　３ 各学校において定める目標及び内容
　４ 総合的な学習の時間の学習内容
　５ 総合的な学習の時間と持続可能な開発のための教育（ＥＳＤ）
　６ 総合的な学習の時間と学校内外の体制づくり

第４章　総合的な学習の時間の指導計画・単元計画
　１ 総合的な学習の時間における指導計画の基本的な考え方
　２ 総合的な学習の時間において各学校が定める目標及び内容
　３ 年間指導計画の基本的な考え方とその作成
　４ 単元計画の基本的な考え方とその作成

第５章　総合的な学習の時間の学習指導
　１ 探究的な学習とは何か
　２ 他者と協同して取り組む学習活動
　３ 総合的な学習の時間における体験活動
　４ 総合的な学習の時間における情報活用能力の育成

第６章　総合的な学習の時間における評価
　１ 小学校での実践例
　２ 中学校での実践例
　３ 総合的な学習の時間における評価のポイント
　４ 総合的な学習の時間における評価の方法

第７章　小学校における総合的な学習の時間の実際
　１ 八幡市における総合的な学習の時間
　２ シティズンシップ教育としての「こども Company
　　 『勝手に名産品』」
　３ 総合的な学習の時間と情報モラル教育の見直し
　４ 総合的な学習の時間におけるプログラミング学習
　５ これからの総合的な学習の時間に向けて

第８章　中学校における総合的な学習の時間の実際
　１ カリキュラムの作成
　２ 探究のプロセスについて
　３ 思考ツールの活用
　４ 地域との連携
　５ 生徒・教師・地域の変容

第９章　総合的な学習の時間と国際理解教育
　１ 総合的な学習の時間における国際理解教育
　２ 国際理解教育の出発点
　３ 国際理解教育の展開
　４ 国際理解教育とユネスコスクール
　５ 国際理解教育をめぐる課題
　６ 国際理解教育の目標，内容構成の事例
　７ 国際理解教育の実践のパターン
　８ 総合的な学習の時間における国際理解教育の実践にむけた課題

第10章　総合的な学習の時間と環境教育
　１ 環境教育の歴史的展開
　２ 環境教育の広がりとＥＳＤ
　３ 総合的な学習の時間における環境教育の実現

第11章　総合的な学習の時間とシティズンシップ教育
　１ シティズンシップ教育と社会的背景
　２ シティズンシップとは何か
　３ シティズンシップ教育をプログラム化する指針
　４ シティズンシップ教育の方法
　５ 総合的な学習の時間の実践の課題

第12章　総合的な学習の時間と地域学習
　１ 地域学習の教育理論
　２ 日本における地域学習の歴史的展開
　３ 地域学習のカリキュラム内容
　４ 地域学習の実践に向けて

小学校学習要領（抄）／中学校学習要領（抄）
索　引



A5判美装/248頁　定価：2,640円（本体2,400円＋税）
ISBN 978-4-623-09531-5　2023年4月刊行

教科横断的・探究的な学習により，生きる力を育む
総合的な学習（探究）の時間について，その目標や
計画の仕方等の基本的事項をふまえた上で，代表的
なテーマから学習をより充実させるための指導のポ
イントについて解説する。

◎ 教職志望の初学者に向け，正確さとわかりやすさを両
　 立させた教科書シリーズ（全12巻）
◎ 新学習指導要領，教職課程コアカリキュラムに対応
◎ 代表的なテーマごとに豊富な実践事例を盛り込み，「総
　 合的な学習の時間」だけでなく，「総合的な探究の時間」
　 についてもこの１冊で学べる

広岡義之／林 泰成／貝塚茂樹 監修
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総合的な学習の時間の新展開
釜田 聡／松井千鶴子／梅野正信 編著

ここが

ポイント
!!

監修者のことば
はじめに

　第Ⅰ部　総合的な学習の時間の理論と方法
第１章　総合的な学習の時間のあゆみ
　　　　――総合的な学習の時間の創設
　１ 「総合的な学習の時間」の創設
　２ 1996年７月中央教育審議会第一次答申
　３ 1998年７月教育課程審議会答申
　４ 1998年・1999年告示の学習指導要領と
　　 「総合的な学習の時間｣

第２章　総合的な学習の時間の意義
　１ 学習指導要領改訂の趣旨
　２ 学習指導要領における総合的な学習の時間の
　　 位置付け
　３ 総合的な学習の時間が求められる背景
　４ 総合的な学習の時間の目標と内容
　５ 総合的な学習の時間の今後の展望

第３章　総合的な学習の時間とカリキュラム・
　　　　マネジメント
　１ 「社会に開かれた教育課程」と総合的な学習の
　　 時間
　２ 総合的な学習の時間を生かしたカリキュラム・
　　 マネジメント
　３ 総合的な学習の時間におけるカリキュラム・
　　 マネジメント

第４章　総合的な学習の時間の各学校で定める
　　　　目標及び内容
　１ 総合的な学習の時間の目標
　２ 各学校において定める目標
　３ 各学校において定める内容
　４ 「目標」及び「内容」の設定で特に配慮すること

第５章　総合的な学習の時間の単元計画
　　　　――主体的・対話的で深い学びを
　　　　　　実現するために
　１ 主体的・対話的・深い学びとは
　２ 総合的な学習を拡充するための要件
　３ 総合的な学習の時間の単元計画
　４ 特色ある実践事例――小学校
　５ 全体の考察，反省点と今後の課題

第６章　総合的な学習の時間の指導と評価
　１ 総合的な学習の時間における学習指導の考え方
　２ 探究的な学習の過程における児童の姿
　　 「胎内市を知ろう！ふれよう！伝えよう！」
　　 ――小学校５年生の実践事例

　３ 総合的な学習の時間における評価の考え方

第７章　総合的な学習の時間を充実させるための
　　　　体制づくり
　１ 校内組織
　２ 学習環境
　３ 外部連携

　第Ⅱ部　総合的な学習の時間の実際
第８章　総合的な学習の時間と国際理解教育
　１ 国際理解教育のあゆみ
　２ 総合的な学習の時間と国際理解教育の関係
　３ 特色ある総合的な学習の時間の単元計画の実際

第９章　総合的な学習の時間とＳＤＧｓ
　１ 教育とＳＤＧｓ
　２ 中学１年生「総合的な学習の時間×ＳＤＧｓ」
　　 の実践
　３ オンライン新潟巡検×ＳＤＧｓ
　４ 総合的な学習の時間×ＳＤＧｓを振り返って

第10章　総合的な学習の時間と多文化共生
　１ 多文化共生
　２ 外国人移住者をめぐる日本の現状
　３ 総合的な学習の時間における多文化共生の学習
　４ 多文化共生をテーマにした総合的な学習の
　　 時間の事例
　５ 多文化共生をテーマに学ぶ総合的な学習の
　　 時間の可能性

第11章　総合的な学習の時間とまちづくり学習
　１ まちづくり学習の背景と源流
　２ 住み続けられるまちづくりと「子どもの参画｣
　３ 人と地域のウェルビーイングを探究する
　　 まちづくり学習

第12章　総合的な学習の時間と生活科
　１ 生活科の特性と総合的な学習の時間への接続
　２ 幼児期の教育と小学校教育の円滑な接続
　３ 小学校１年生の実践紹介

第13章　総合的な学習の時間とＩＣＴ
　１ これからの時代に求められるＩＣＴ活用と
　　 総合的な学習の時間
　２ ＩＣＴを活用した総合的な学習の時間の実践
　３ ＩＣＴを活用した総合的な学習の時間の可能性

第14章　総合的な学習の時間と人権教育
　１ 「人権教育のための国連10年」と日本の人権教育
　２ 学校教育における人権教育
　３ 総合的な学習の時間と人権教育

　４ 人の生命と尊厳を探究する総合的な学習
　　 （探究）の時間を

第15章　総合的な学習の時間と防災教育
　１ 防災教育の背景，その現状と課題
　２ 学校における防災教育の展開
　３ 持続可能な国際社会の構築と防災教育
　４ 「総合的な学習の時間」と連動したこれからの
　　 防災教育への期待

　第Ⅲ部　総合的な探究の時間とこれからの
　　　　　総合学習
補章１　総合的な探究の時間①
　　　　――地域と連携した探究学習
　１ 地域探究学習を生み出すための取り組み
　　 ――１年目の挑戦
　２ 教師が生徒の伴走者となる取り組み
　　 ――２年目の挑戦
　３ 地域と連携した探究学習の授業づくりは
　　 教師の探究活動

補章２　総合的な探究の時間②
　　　　――キャリア教育の理論と実践
　１ 日本の高等学校におけるキャリア教育の特徴
　２ 米国の高等学校におけるキャリア教育の特徴
　３ 高等学校の総合的な学習の時間における
　　 キャリア教育の実践例
　４ 今後の課題と展望

補章３　総合的な探究の時間③
　　　　――ＮＰＯ法人と連携して取り組む探究学習
　１ 総合的な探究の時間を始めるための準備
　２ １年目の教師の実践と生徒の実践
　３ 外部機関との連携で得られること

補章４　総合的な学習の時間と現代的課題
　１ 現代的課題としての新型コロナウイルス感染症
　２ 新型コロナウイルス感染症と学校教育
　３ 新型コロナウイルス感染症による偏見・差別
　　 への対応
　４ 自治体，教育委員会の実践的取り組み

付　　録
　小学校学習指導要領（平成 29 年告示）（抜粋）
　中学校学習指導要領（平成 29 年告示）（抜粋）
　高等学校学習指導要領（平成 30 年告示）（抜粋）
　我々の世界を変革する：持続可能な開発のための
　　2030アジェンダ（抜粋）

索　　引　
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B5判美装/200頁　定価：2,420円（本体2,200円+税）
ISBN 978-4-623-08414-2　2018年10月刊行

新学習指導要領の内容を踏まえたうえで，初等生活
科の目標や指導内容についてをわかりやすく解説
し，生活科の特徴や授業の実際を学ぶために実践を
多数掲載。小学校教員を目指す学生に役立つテキス
ト。

◎ 平成29年改訂の小学校学習指導要領生活科を踏まえ
　 て編集
◎ 小学校教員を目指す学生をはじめ，小学校の教師に
　 役立つスタンダードなテキスト

吉田武男 監修
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初等生活科教育
片平克弘／唐木清志 編著

ここが

ポイント
!!

監修者のことば
はじめに

　第Ⅰ部　初等生活科教育の基盤
第１章　初等生活科教育の意義と目標
　１ 「教科の目標」に見る生活科の
　　 意義と特質 
　２ 生活科で育てる資質・能力とは  
　３ 「学年の目標」として目指すもの

第２章　初等生活科教育の変遷
　１ 生活科新設の背景と経緯
　２ 「生活科」の新設
　３ 学習指導要領改訂における課題と
　　 改善の方策
　４ これからの生活科の方向性と
　　 期待されること

第３章　初等生活科教育の内容と学習指導
　１ 生活科の内容の構成と階層性 
　２ 生活科の学習指導の特質 
　３ 学習指導の実際
　４ 評価と振り返り
　５ 気付きの質を高める 

第４章　初等生活科教育の指導計画 
　１ 生活科指導計画作成における留意点
　２ 年間指導計画作成の手順
　３ 単元指導計画作成の手順
　４ 「主体的・対話的で深い学び」の実現
　　 を目指した指導計画
　　 ――アクティブ・ラーニングの視点

第５章　初等生活科教育の評価
　１ 学習指導要領等における生活科教育
　　 の評価の考え方
　２ 生活科教育における評価規準の作成
　　 について

　３ 生活科教育の評価方法について
　　 ――実践事例をもとに   
　４ 生活科教育の評価の課題と留意点

　第Ⅱ部　初等生活科教育の実践
第６章　初等生活科教育の実践①
　　　　――学校と生活  
　１ 生活科における単元の位置づけ  
　２ 単元の構成  
　３ 児童の学びに見られる実践の意義
　４ 実践上の留意点と今後の課題

第７章　初等生活科教育の実践②
　　　　――家庭と生活 
　１ 生活科における単元の位置づけ  
　２ 単元の構成
　３ 児童の学びに見られる実践の意義
　４ 実践上の留意点と今後の課題

第８章　初等生活科教育の実践③
　　　　――地域と生活
　１ 生活科における単元の位置づけ  
　２ 単元の構成 
　３ 児童の学びに見られる実践の意義
　４ 実践上の留意点と今後の課題 

第９章　初等生活科教育の実践④
　　　　――公共物や公共施設の利用
　１ 生活科における単元の位置づけ
　２ 単元の構成
　３ 児童の学びに見られる実践の意義
　４ 実践上の留意点と今後の課題

第10章　初等生活科教育の実践⑤
　　　　――季節の変化と生活
　１ 生活科における単元の位置づけ  
　２ 単元の構成  
　３ 児童の学びに見られる実践の意義 
　４ 実践上の留意点と今後の課題  

第11章　初等生活科教育の実践⑥
　　　　――自然や物を使った遊び
　１ 生活科における単元の位置づけ
　２ 単元の構成
　３ 児童の学びに見られる実践の意義
　４ 実践上の留意点と今後の課題  

第12章　初等生活科教育の実践⑦
　　　　――動植物の飼育・栽培
　１ 生活科における単元の位置づけ 
　２ 単元の構成
　３ 児童の学びに見られる実践の意義
　４ 実践上の留意点と今後の課題  

第13章　初等生活科教育の実践⑧
　　　　――生活や出来事の伝え合い 
　１ 生活科における単元の位置づけ
　２ 単元の構成
　３ 児童の学びに見られる実践の意義
　４ 実践上の留意点と今後の課題

第14章　初等生活科教育の実践⑨
　　　　――自分の成長 
　１ 生活科における単元の位置づけ
　２ 単元の構成
　３ 児童の学びに見られる実践の意義 
　４ 実践上の留意点と今後の課題  

終　章　初等生活科教育の課題と展望 
　１ 生活科に求められる役割  
　２ 生活科教育の課題と解決の視点
　３ 生活科教育の展望

小学校学習指導要領　生活
索　引
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A5判美装/234頁　定価：2,200円（本体2,000円+税）
ISBN 978-4-623-08201-8　2018年3月刊行

新学習指導要領に対応した，小学校教員をめざす学
生のための「生活科教育」の入門書。生活科の豊か
な実践を数多く紹介しながら，生活科の理念と特色
をわかりやすく解説する。現場教員にも有用な一冊。

◎ 新学習指導要領に対応
◎ コアカリキュラムにも準拠
◎ 小学校の教員をめざす学生のための入門テキスト
◎ 巻末に小学校学習指導要領を掲載
◎ 生活科の魅力的な実践を多数紹介

原 清治／春日井敏之／篠原正典／森田真樹 監修
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生活科教育
鎌倉 博／船越 勝 編著

ここが

ポイント
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はじめに
第１章　生活科という教科
　１ 生活科の誕生とその後の展開
　２ 教科としての生活科の基本的性格
　３ 生活科の内容・方法・評価
　４ 生活科の実践をつくる教師
　５ 2017年改訂学習指導要領と生活科
　　 ——これからの生活科の方向性と課題
第２章　生活を見つめる子ども主体の学び合い活動
　　　　――生活発表・生活作文
　１ ｢生活発表」から拡がる“学び合い”の世界　
　２ ｢あのネ帳」から拡がる“学び合い”の世界
第３章　｢学校で学ぶ」入口――子どもを受容することから
　１ 子ども理解――楽しく・深く・みんなで
　２ 学校生活のスタート
　３ 心の安定をつくる
　４ 学校探検に出かけよう！
第４章　季節と自然を味わう活動――自然に働きかけ，自然から学ぶ
　１ 現代の子どもたちと自然
　２ 季節や自然の発見
　３ 季節や自然を味わう実践事例
　４ 自然に人間・子どもが育てられる
第５章　栽培活動――生命の営みと尊さを実感する
　１ 栽培活動の教育的意義
　２ 生命の営みと尊さを実感する栽培活動の授業づくりの実際
　３ 栽培活動の実際①
　　 ――第１小単元「小松菜の種をまこう！」
　４ 栽培活動の実際②
　　 ――第２小単元「博士になって小松菜の世話をしよう！」
　５ 栽培活動の実際③
　　 ――第３小単元「小松菜パーティーで交流しよう！」
第６章　栽培活動からの発展学習――身近な植物を生活に活かす
　１ 季節の香りを食べる（春編）
　２ 栽培して実を食べる（夏秋編）
　３ 不思議発見，モノづくり
第７章　飼育活動――動物とともに過ごす
　１ ｢飼育」活動と子どもたち
　２ 教室の中の「飼育活動｣

　３ ｢教室」の中で動物を飼う
　４ 動物の飼育に積極的な教師になっていくために
第８章　地域探索活動――自分が住む町の魅力発見
　１ 学習の宝庫「地域｣
　２ 地域探索活動の計画と準備
　３ 実際の地域探索活動例
　４ 地域活動のまとめ
第９章　集団遊び――楽しみ，知り合い，つながり合う
　１ 生活科の中での集団遊び
　２ 個として気軽に参加し楽しめる集団遊び
　３ クラスとしての関係を深める集団遊び
　４ 伝承遊び
　５ 集団遊びを通した学級づくりと教師
第10章　遊べる物をつくる――手先の器用な子に育てる
　１ ｢変化する生活」と技・道具
　２ 物づくり・工作活動の役割
　３ 生活科における工作活動での実践事例
第11章　自分の成長を見つめる――「誕生」の学習
　１ ｢誕生・成長」を見つめる
　２ ｢誕生・成長」の学習に取り組むまで
　３ ｢誕生・成長」の学習の実践例
第12章　家族を見つめる――様々な家族の中で学ぶ
　１ ｢ぼく・わたしの家族を紹介します｣　
　２ ｢お家の人の仕事インタビュー｣　
　３ お家の人から世界の文化を学ぶ
　４ 配慮すべきこと
第13章　学び方を育む生活科
　１ 小学校低学年の子どもと学び
　２ 低学年教育のコアとしての教科
　３ 生活を見つめる学び
　４ 生活科ならではの学び方
　５ 生活科から総合的な学習へ
資料　小学校学習指導要領　第２章　第５節　生活
索　引
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B5判美装/220頁　定価：2,420円（本体2,200円＋税）
ISBN 978-4-623-08781-5　2020年3月刊行

家庭科では生活のなかのさまざまな場面で，課題解
決の選択肢を広げるために，生活の基礎的な知識や
技能の習得をめざす。本書は新学習指導要領をふま
えた授業づくりや評価などについて，わかりやすく
解説したテキスト。

◎ 新学習指導要領に準拠
◎ 教育実践などを具体的に提示しながらわかりやすく
 　解説

吉田武男 監修
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初等家庭科教育
河村美穂 編著
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監修者のことば
はじめに

　第Ⅰ部　家庭科という教科を知ろう！
第１章　なぜ生活のことを学ぶ必要があるのか
　１ 生活を対象とした学び
　２ 生活という概念
　３ 生活を見つめなおす
　４ 生活について学ぶということ
　５ 生活綴り方教育と家庭科教育
　６ 家庭科の「実践的である」という特徴
　７ 生活の成り立ちと問題の解決
　　 ――何をどのように学ぶのか
　８ 現在の子どもたちが生活について学ぶ意味
　９ 家庭科の授業で生活にかかわる内容を
　　 扱うときの注意

第２章　家庭科という教科のはじまり
　１ 家庭科はいつ誕生したのか
　２ 家庭科教育はどのように発展してきたのか
　３ 時代を表す家庭科教師の実践をみてみよう

第３章　家庭科は何を目標としているのか
　１ 初等家庭科の目標
　２ 家族・家庭生活に関する目標
　３ 衣食住の生活に関する目標
　４ 消費生活・環境に関する目標

第４章　家庭科で教えるべき内容
　１ 家族・家庭生活の内容
　２ 食生活についての学習内容
　３ 衣生活の学習
　４ 住生活の内容
　５ 消費生活・環境の学習

第５章　小学校の学習指導要領（家庭）を
　　　　読んでみよう
　１ これまでの学習指導要領について知ろう
　２ 学習指導要領の特徴を学ぼう
　３ 学習指導要領にそって指導計画を立てて
　　 みよう

第６章　家庭科では評価をどうしているのか
　１ 評価の目的は何だろうか
　２ 評価の種類を知ろう
　３ 授業の目標によって評価は変わる
　４ 評価が変わると授業が変わる
　５ 自己評価の意味を考えよう

第７章　実習はどうして必要なのか
　１ 実習は家庭科の特徴
　２ 調理実習で学んでいること
　３ 見えないゴールに向かって努力することの
　　 意味
　４ 実習で技能の習得は可能なのか
　５ 効果的な実習を計画する

　第Ⅱ部　家庭科の授業を創ろう
第８章　家庭科の授業の方法
　１ 家庭科のさまざまな授業を知ろう
　２ 課題設定と課題解決方法を探ろう
　３ 家族や地域の人々とかかわろう

第９章　年間指導計画を立てる
　１ 年間指導計画を立てよう
　２ 子どもたちに合わせた
　　 年間指導計画を立てよう
　３ 学校や地域のよさを活かした
　　 年間指導計画を立てよう
　４ 年間準備計画を立てよう
　５ 学校と地域のよさを活かした
　　 年間指導計画例
　６ 家庭と繰り返し関連を図る
　　 年間指導計画の例
　７ 行事・他教科と関連させた年間指導計画例

第10章　授業づくりの楽しさ・教材研究
　１ すそ野を耕す教材研究
　２ 教材研究で成長する教師
　３ カリキュラムの考え方
　　 ――内容と配列（順序）
　４ 家庭科の教材研究の特徴
　５ 実際の教材研究の例

第 11章　単元の指導計画を立てる
　１ 単元をつくる
　２ 主体的・対話的で深い学びを実現する
　　 単元指導計画
　３ 問題解決的な学習の単元構成
　４ 単元の指導計画と評価計画

第12章　指導案を書く
　１ まずは指導案を読んでみる
　２ 指導案を書いてみよう
　３ 教育実習生が指導案を書くにあたって
　　 迷うこと
　４ 指導案にあった方がよい資料とその書き方
　５ 授業後における指導案の役目

第13章　指導案を吟味する
　１ 指導案の形式フォーマット
　２ 指導案（時案）の形式からみるポイント
　３ 時案を作成するときのポイント
　４ 授業がわかる時案
　　 ――授業観察にも使える「読みやすい時案
　　 　　のポイント」

第14章　分野ごとのポイント
　　　　――指導事例と解説
　１ 小学校家庭科の学習内容と授業づくり
　２ 「Ａ　家族・家庭生活」の指導事例と解説
　３ 「Ｂ　衣食住の生活」の指導事例と解説
　４ 「Ｃ　消費生活・環境」の指導事例と解説
　５ 「家庭との連携・地域との連携」の
　　 授業づくりのポイントと解説
　６ 家庭科の実践を生み出す教師

　第Ⅲ部　資料編
　１ 指導案の実践事例とワークシート
　２ 小学校学習指導要領　家庭

索　引
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A5判美装/208頁　定価：2,200円（本体2,000円＋税）
ISBN 978-4-623-08204-9　2019年3月刊行

家庭科を指導できる教育実践力を備えた教員養成の
ためのテキスト。新学習指導要領における小学校家
庭科教育の目標と内容および基礎から授業づくりま
で，豊富な図表を使ってわかりやすく解説。

◎ 新学習指導要領に対応
◎ コアカリキュラムにも準拠
◎ 〈教科教育編〉は小学校の教員をめざす学生のための
　 入門テキスト
◎ 巻末に学習指導要領などを必要に応じ掲載

原 清治／春日井敏之／篠原正典／森田真樹 監修
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初等家庭科教育
三沢徳枝／勝田映子 編著

ここが
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はじめに

　第Ⅰ部　家庭科教育とは
第１章　小学校家庭科教育とは
　１ 家庭科教育とは
　２ 小学校家庭科の目標
　３ 小学校家庭科の内容
　４ 小学校家庭科の位置づけ

第２章　授業づくりのために
　１ 家庭科の学習指導の特徴と方法
　２ 授業づくりの実際
　３ 指導計画・評価計画
　４ 学習指導案の作成
　５ 学習環境の整備

　第Ⅱ部　家庭科教育の授業づくり
第３章　｢家族・家庭生活」の学習
　１ 家族・家庭生活の学習とは
　２ 家族・家庭生活の学習内容
　３ 家族・家庭生活における課題と実践

第４章　生活を営むとは――食生活から考える
　１ 食生活を営むとは
　２ 子どもの食生活の現状と課題
　３ 食生活と学習指導要領
　４ 食生活の学習に関する教材研究
　５ 持続可能な食生活を目指して

第５章　衣生活――快適な衣服と裁縫の学習
　１ 衣生活学習とは何か
　２ 衣服の働きと着用
　３ 繊維や布の種類と特徴
　４ 衣服の購入と布製品の製作
　５ 衣服の手入れと洗濯

第６章　住生活――「快適な住まい方」の学習
　１ 住生活の学習とは
　２ 住生活の学習内容
　３ 住まいの働きと季節の変化に合わせた住まい方
　４ 住まいの整理・整頓と清掃
　５ これからの住まい方を考える

第７章　消費生活・環境の学習
　１ 消費生活・環境の学習とは
　２ 子どもたちにつけたい能力
　３ 小学校での学習内容
　４ 学習指導のための基礎知識
　５ 消費者市民社会を目指した取り組み

　第Ⅲ部　家庭科教育の指導の実際
第８章　食生活に関する授業実践
　１ 食事の役割
　２ 調理の基礎
　３ 伝統的な日常食――ごはんとみそ汁の調理
　４ 楽しく食べるために――食事のマナーを考えよう

第９章　衣生活に関する授業実践
　１ 授業実践について
　２ 家庭の実践に結びつく授業づくりについて

第10章　消費生活に関する授業実践
　１ 授業実践について
　２ 家庭での実践に結びつく授業づくりⅠ
　　 ――「プリペイドカード」ってなあに
　３ 家庭での実践に結びつく授業づくりⅡ
　　 ――「クレジットカード」ってなあに
　４ 家庭での実践に結びつく授業づくりとは

小学校学習指導要領（抄）
索　引
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B5判美装/186頁　定価：2,640円（本体2,400円＋税）
ISBN 978-4-623-08666-5　2020年3月刊行

これから教師を目指す学生や現職の教師が，家庭科
という教科を好きになり，自信をもって授業を行う
ための，教職科目「初等家庭科教育法」に対応した
テキスト。家庭科の魅力を理論と実践の両面から知
るための一冊。

◎ 家庭科教育や現代の教育課題にかかわる重要なテーマ
　 について解説する
◎ 授業実践の事例を，写真や図表も用いてくわしく紹介
　 する
◎ 学生や教師自身が家庭科を好きになり，自信をもって
　 授業ができるようになる

先生も子どもも楽しくなる小学校家庭科
―― 授業づくりの理論と実践

岸田蘭子 著
ここが

ポイント
!!

推薦　家庭科教育で子どもに「生きる力」を
はじめに

プロローグ　魅力的な家庭科の学習にするために
　１ 子どもはなぜ家庭科が好きなのか
　２ 子どもの目が輝くとき
　３ そもそも家庭科とはどんな教科なのか
　４ 教師が自信をもって教えるために
 　　――不安を自信に変えるために

Lesson1　年間指導計画と題材の構成を
　　　　　考えてみよう
　　　　　――家庭科の年間指導計画は
　　　　　　　どのように立てるのか
　１ 学習指導要領が目指す家庭科の授業
　２ 年間指導計画の立て方
　３ 題材の構成のしかた
　実践１ 家庭科室探検から台所探検へ
　　　　 ～暮らしのフィールドをよく見よう～

Lesson2　自信をもって任せて子どもに力を
　　　　　つけよう
　　　　　――実習は段階をふんで，ホップ・
　　　　　　　ステップ・ジャンプ！
　1 子どもは何が不安か
　2 子どもの願いは何か
　実践２ 一人実習からペア・グループ実習へ
　実践３ エア調理で自信をつけよう

Lesson3　知識・技能を確実に身につけ，
　　　　　活用できるようにしよう
　　　　　――繰り返すことで子どもは力をつける
　基本的な知識・技能とは何か
　実践４ 衣服の手入れをしよう～ボタンつけ～
　実践５ ミシンにトライ！～思いを形に～

Lesson4　子どもが意欲をもつ評価をしよう
　　　　　――パフォーマンス評価で生きた学習に
　１ そもそも学習評価とは
　２ 家庭科の評価のあり方
　３ 生活に生きる課題と評価を
　４ 学習としての評価をどう考えるか
　実践６ 家族をもてなす秋のみそ汁コンテストをしよう

Lesson5　家族や地域の一員としての自分を
　　　　　考える授業をつくろう
　　　　　――自分の学びを振り返り，家族や
　　　　　　　地域の一員としてできるように
　　　　　　　なったことを実感させよう
　１ ２年間の子どもの成長

　２ 学びの足跡をどう残していくのか
　３ 家族の一員としての自分
　４ 地域の一員としてどう参画するのか
　５ 中学校・高校とどうつなぐか
　実践７ 自分にできることは～わたしのＢＥＮＴＯ～
　実践８ もしものときに自分にできることは
　　　　 ～非常持ち出し袋に入れるものは～

Lesson6　伝統文化のよさを生活に生かす授業を
　　　　　つくろう
　　　　　――あたりまえの生活を丁寧に
　１ 家庭生活における伝統文化とは
　２ 日常の生活文化をよく見る
　３ 一つひとつの教材研究から見えてくるもの
　４ 伝統を大切にすることから未来志向へ
　５ 伝統文化を大切にした教材の開発
　実践９ 楽しい食事を工夫しよう
　　　　 ～魯山人に学ぶおもてなしの心～

Lesson7　社会に開かれた教育課程を授業で
　　　　　実現しよう
　　　　　――地域の教育資源を生かして，
　　　　　　　目指す姿を社会と共有する
　１ 社会に開かれた教育課程とはどういうことか
　２ 家庭科で実現する「社会に開かれた教育課程」
　３ 地域の教育資源の活用と教材化
　実践10 京町家に学ぶ快適な暮らし
　　　　 ～夏をすずしくさわやかに～
　実践11 京町家に学ぶ快適な暮らし
　　　　 ～冬を明るくあたたかく～

Lesson8　持続可能な社会を目指した生活を
　　　　　つくる授業をつくろう
　　　　　――消費生活と環境に目を向けよう
　１ 持続可能な社会とは
　２ わたしたちの家庭生活と“持続可能な社会”
　３ 小学校家庭科の学習と“持続可能な社会”
　４ 具体的な学習活動を考える
　実践12 買い物シミュレーションで買い物名人
　実践13 エコ・クッキングを考えよう

Lesson9　学校の独自性を生かして教材を
　　　　　開発しよう
　　　　　――子どもと一緒に目の前の宝物を
　　　　　　　生活に生かそう
　１ 自分の学校のことをよく知ろう
　２ 自校の強味を生かす
　３ 教材開発の可能性
　実践14 校庭の夏みかんでマーマレードを作ろう

Lesson10　学校組織で授業をつくろう
　　　　　 ――みんなを巻き込んだ授業で
　　　　　 　　子どもも教師も生き生きと
　１ なぜ学校組織で授業をつくるのか
　２ 外部の人材活用
　実践15 買い物名人になろう
　　　　 ～歯ブラシを買いに行こう～
　実践16 わたしの朝食をワンランクアップ
　　　　 ～生活アンケートの結果から～

Lesson11　カリキュラム・マネジメントで
　　　　　 学びの可能性を広げよう
　　　　　 ――他教科との関連を考えてみよう
　１ カリキュラム・マネジメントとはどういうことか
　２ 他教科・領域との関連
　３ 新たな教育資源を投入するチャンスを逃さない
　実践17 マイ・ミニバッグを作ろう
　実践18 〈外国語活動とのクロスカリキュラム〉
　　　　 マイ・ミニバッグを紹介しよう

Lesson12　学びの準備をしておこう
  　　　　 ――カリキュラム・マネジメントで
　　　　　　　生活に関心をもつ準備をしておく
　１ 家庭科の学習を始めるために
　２ 家庭科の視点からのカリキュラム・マネジメント
　実践19 〈家庭科につながる算数科の実践〉
　　　　 「手の感覚王」はだれだ！
　実践20 〈家庭科につながる算数科の実践〉
　　　　 「かさはかせ」になろう

Lesson13　家庭科の学びの質を高めよう
　　　　 　――生活に役立つ学習から，
　　　　 　　　ものの見方や考え方を育てる
　１ 家庭科の学びの構造と10のメカニズム
　２ 質を高めるとはどういうことか
　３ 家庭科における学習評価
　　 ――子どものどこをどう見取るのか

エピローグ　これからの家庭科の学習に
　　　　　　求められるもの
　１ 家庭科という教科の歴史をたどってみる
　２ 次の時代を生きる子どもたちに育みたいもの
　３ 生活文化の担い手として大切に育みたいもの
　４ 学校の果たす役割――家庭と手を携えて
　５ 未来を明るくする家庭科の学習をつくる
　６ これから教壇に立つ人たちとの学びから

引用・参考文献
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B5判美装/200頁　定価：2,420円（本体2,200円+税）
ISBN 978-4-623-08417-3　2018年11月刊行

本書は新学習指導要領を踏まえて，図画工作科教育
にかかわる理念や歴史，子ども観，指導や評価のあ
り方を解説するとともに，具体的な指導実践を紹介
する。さらに今後の課題，新たな取り組みや展望に
ついて学ぶテキスト。

◎ 平成29年改訂の小学校学習指導要領図画工作科を踏
　 まえて編集
◎ 教職を目指す学生および現職の教師に必携のテキスト
◎ 基礎的な視点から図画工作科教育についての考えを深
　 めることができる

吉田武男 監修

MINERVA はじめて学ぶ教科教育 6　　　　　　　　

初等図画工作科教育
石﨑和宏／直江俊雄 編著

ここが

ポイント
!!

監修者のことば
はじめに

　第Ⅰ部　初等図画工作科の
　　　　　基礎的視点
第１章　図画工作科教育の意義と
　　　　ねらい
　１ 図画工作科教育の意義と課題
　２ 子どもの美術の発見と図画工作科
　　 教育の広がり
　３ 新しい能力観と図画工作科教育

第２章　子どもの造形表現と
　　　　鑑賞の発達
　１ 能力と発達
　２ 造形表現能力の発達
　３ 鑑賞能力の発達

第３章　図画工作科教育の変遷
　１ 教科名の変遷
　２ 戦前・戦中期
　３ 昭和20年代
　　 ――占領下生活主義美術教育時代
　４ 昭和30・40年代
　　 ――構造化・高度化美術教育と
　　　　 民間美術教育運動時代
　５ 昭和50年代～
　　 ――総合化 ･ 精選化美術教育時代

第４章　図画工作科の学習指導
　１ 新学習指導要領とこれからの
　　 図画工作科学習
　２ 図画工作科の学習活動
　３ 図画工作科の指導と支援
　４ 図画工作科の学習指導の充実へ
　　 向けて

第５章　図画工作科における評価
　１ 図画工作科の特質を生かした評価
　２ 図画工作科における評価の実際
　３ 第１学年～第２学年における
　　 評価の実践例
　４ 第３学年～第４学年における
　　 評価の実践例
　５ 第５学年～第６学年における
　　 評価の実践例

　第Ⅱ部　初等図画工作科の指導実践
第６章　造形遊びをする活動と
　　　　指導実践
　１ 学習活動の意義
　２ 学習の内容と特質
　３ 指導実践

第７章　絵に表す活動と指導実践
　１ 学習活動の意義
　２ 学習の内容と特質
　３ 指導実践

第８章　立体に表す活動と指導実践
　１ 学習活動の意義
　２ 学習の内容と特質
　３ 指導実践

第９章　工作に表す活動と指導実践
　１ 学習活動の意義
　２ 学習の内容と特質
　３ 指導実践

第10章　鑑賞の活動と指導実践
　１ 学習活動の意義
　２ 学習の内容と特質
　３ 指導実践

第11章　図画工作科の指導計画
　１ 指導計画を立ち上げる前に
　　 確認したいこと
　２ 各学年の指導の充実を図るために
　　 ――指導計画の作成
　３ 授業をつくる
　　 ――図画工作科の学習指導案

　第Ⅲ部　これからの初等図画工作科
第12章　図画工作科教育の
　　　　新たな取り組み
　１ 図画工作科における「主体」とは
　２ 地域と連携した図画工作科の展開
　３ 社会とつながる図画工作科

第13章　図画工作・美術教育の課題と
　　　　展望
　１ 幼児教育とのつながり
　２ 中学校教育とのつながり
　３ 芸術に基づいた教育
　４ 芸術家としての教師

小学校学習指導要領　図画工作
中学校学習指導要領　美術
幼稚園教育要領

索　引
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A5判美装/260頁　定価：2,200円（本体2,000円+税）
ISBN 978-4-623-08203-2　2019年3月刊行

目標・内容から指導計画までわかりやすく解説。具
体的に絵や立体，工作に表す活動の実際を各学年別
に収録。学習指導案の詳細な実践例を掲載し初学者
が自ら学べるよう構成したテキスト。「色彩の基礎
知識」はカラーで巻末に掲載。

◎ 新学習指導要領に対応
◎ コアカリキュラムにも準拠
◎ 巻末に学習指導要領（初等の図工部分）を掲載

原 清治／春日井敏之／篠原正典／森田真樹 監修

新しい教職教育講座　教科教育編 7　

図画工作科教育
波多野達二／三宅茂夫 編著

ここが

ポイント
!!

はじめに

　第Ⅰ部　理論編
第１章　図画工作科教育の目的
　１ 図画工作教育の意義と課題
　２ 図画工作科の目標と内容

第２章　図画工作科における評価
　１ 評価の意味
　２ 評価の基盤となる考え方と方向性
　３ 図画工作科における評価の考え方と実際

第３章　指導計画および学習指導案の作成
　１ 指導計画の作成
　２ 学習指導案の作成

　第Ⅱ部　実践編
第４章　表現――造形遊びをする活動
　１ 造形遊びの特質
　２ 造形遊びの内容と展開
　３ 授業実践例（学習指導案）

第５章　表現――絵に表す活動
　１ 絵に表す活動の特質
　２ ｢絵に表す」活動の内容と展開（低学年）
　３ ｢絵に表す」活動の内容と展開（中学年）
　４ ｢絵に表す」活動の内容と展開（高学年）
　５ 授業実践例（学習指導案）

第６章　表現——版に表す活動
　１ 版表現の特性について
　２ 主な版種について
　３ 発達段階に応じた版表現
　４ 授業実践例（学習指導案）

第７章　表現――粘土に表す活動
　１ 粘土造形の特質
　２ 粘土造形学習の内容と展開
　３ 授業実践例（学習指導案）

第８章　表現――立体・工作に表す活動
　１ 立体・工作の特質
　２ 立体・工作の内容と展開
　【授業実践例　（学習指導案）】
第９章　鑑賞――作品を鑑賞する活動
　１ 鑑賞の特質
　２ 鑑賞の内容と展開
　【授業実践例　（学習指導案）】
　第Ⅲ部　基礎知識編
第10章　子どもの成長・発達と学びの連続性
　１ 子どもの成長・発達と教育の意味
　２ 子どもの成長・発達と表現
　３ 子どもの発達と表現および指導
　４ 幼保小連携と学びの連続性
第11章　図画工作科教育の歴史
　１ 図画工作科と美術教育
　２ 明治時代の図画・手工教育
　３ 大正時代の図画教育
　４ 戦前・戦時下の図画・手工教育
　５ 戦後の図画工作教育
　６ 学習指導要領と図画工作科教育
　７ 新学力観と学習指導要領
第12章　図画工作の基礎知識
　１ 造形要素
　２ 材料・用具
　３ さまざまな表現方法
　４ 指導の心構えなど
第13章　色彩の基礎知識
　１ 色のしくみ
　２ 色の見え方・感じ方
　３ 配色の調和
小学校学習指導要領（抄）
索　引



松本峰雄 監修
よくわかる！ 保育士エクササイズ 11

子どもの文化 演習ブック
遠藤 純／大野雄子／岡崎裕美／尾山祥子／
才郷眞弓／鈴木範之／髙橋小百合／髙橋 司／
田中 幸／福澤惇也／藤田佳子／松本峰雄 著 

◎ 児童文化の理論から実践までを，第一線で活躍する
 　研究者や実務家がわかりやすく解説する
◎ イラストや図解，動画などの副教材を豊富に収録し
 　た
◎ 実習のテキストとしても最適 B5判美装/208頁　定価：2,750円（本体2,500円＋税）

ISBN 978-4-623-09277-2　2022年4月刊行

パネルシアター，ペープサートなどの実践を，各分
野の第一線で活躍する研究者や実務者がわかりやす
く解説する。実践に役立つイラストや図解，動画な
どの副教材を豊富に収録したテキスト。

図
画
工
作
科

はじめに
 
第１章　子どもの文化とは何か
　１コマ目　子どもの文化の歴史
　　１ 「児童文化」および「子ども文化」
　　　 の範囲
　　２ 前史，および明治期の歩み
　　３ 「児童文化」の誕生
　　４ 戦後の「児童文化」と「子ども文化」
　　　 の出現
　　演習課題

　２コマ目　子どもの遊び
　　１ 遊びの正体
　　２ 乳幼児期の遊びと学び
　　演習課題

　３コマ目　子どもの発達と児童文化財の
　　　　　　選び方
　　１ 子どもの発達を理解する
　　２ 各時期における子どもの発達の
　　　 特徴と児童文化財の選び方
　　演習課題

第２章　児童文化財と保育
　４コマ目　素話・おはなし
　　１ 口演童話の歴史
　　２ おはなしの選択
　　３ おはなしの組み立て方
　　４ おはなしの仕方
　　５ 子どもがワンダーランドに遊ぶ
　　　 おはなしを
　　６ おはなしの実践例
　　演習課題

　５コマ目　絵本
　　１ 絵本とは
　　２ 保育所や幼稚園での読み聞かせ
　　　 ポイント

　　３ 乳児と絵本
　　４ 幼児と絵本
　　演習課題

　６コマ目　紙芝居
　　１ 紙芝居の歴史
　　２ 絵本と紙芝居の違い
　　３ 紙芝居の準備
　　４ 紙芝居の場の設定
　　５ 紙芝居の演じ方
　　演習課題

　７コマ目　劇遊び①：
 　　　　　　ペープサート・エプロンシアター®
　　１ ペープサート
　　２ エプロンシアター® 
　　演習課題

　８コマ目　劇遊び②：パネルシアター
　　１ パネルシアターとは
　　２ パネルシアターをつくろう
　　３ パネルシアターを演じよう
　　演習課題

　９コマ目　劇遊び③：オペレッタと手袋人形
　　１ オペレッタ
　　２ 手袋人形
　　演習課題

　10コマ目　わらべうたと手遊び
　　１ わらべうたと手遊びについて　　
　　２ 保育におけるわらべうたと
　　　 手遊びの実践 
　　３ 保育におけるわらべうたと
　　　 手遊びの意義
　　４ ソーシャルメディアの普及による
　　　 メリットとデメリットについて
　　演習課題

　11コマ目　玩具と遊具
　　１ 乳幼児と玩具
　　２ 乳幼児と遊具
　　演習課題
 
第３章　伝統行事と伝承遊び
　12コマ目　保育における１年の行事
　　１ 保育における行事の意味
　　２ 園で行われる主な年中行事
　　演習課題

　13コマ目　伝承遊び
　　１ 伝承遊びと保育
　　２ さまざまな伝承遊び
　　演習課題

第４章　子どもの文化の実践
　14コマ目　実際に演じてみよう !　
 　　　　　　 「パネルシアター」
　　１ パネルシアターの楽しみ
　　２ 作品紹介「おはぎのよめいり」
　　３ 「おはぎのよめいり」の脚本
　　４ 楽譜・歌詞・手遊び
　　５ 下絵，しかけのつくり方
　　６ 「演じ方」と「子どもとのやりとり」
　　　 のポイント

　15コマ目　実際に演じてみよう !　
 　　　　　　 「ペープサート」
　　１ ペープサート「日天さん月天さん」
　　　 とは
　　２ 「日天さん月天さん」の内容

14コマ目の下絵
15コマ目の下絵
参考文献
索　引
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ポイント
!!
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B5判美装/248頁　定価：2,420円（本体2,200円+税）
ISBN 978-4-623-08160-8　2018年4月刊行

新学習指導要領を踏まえて，初等音楽科教育の目的
や学習指導法等をわかりやすく解説する。教材や資
料を豊富に掲載し，子どもの姿を描きながら学ぶこ
とができる。小学校教員を目指す学生，小学校の教
師に役立つ入門書。

◎ 平成29年改訂の小学校学習指導要領音楽を踏まえて
　 編集
◎ 小学校教員を目指す学生，小学校の教師をはじめ教
　 育関係者に役立つ入門書
◎ 教材研究として，24曲の文部省唱歌・日本古謡の楽
　 譜を収録

吉田武男 監修

MINERVA はじめて学ぶ教科教育 7　　　　　　　　

初等音楽科教育
笹野恵理子 編著

ここが

ポイント
!!

監修者のことば
はじめに

　第Ⅰ部　初等音楽科教育の理念と理論
第１章　初等音楽科教育の意義
　１ 初等音楽科教育を行う法的な論拠
　２ 音楽，音楽活動，音楽教育 
　３ 学習指導要領における音楽を学ぶ意義

第２章　初等音楽科教育のねらい
　１ 時代的，社会的な背景
　２ 音楽科の目標 
　３ 学年の目標
　４ 目標を立体的に捉えるために

第３章　初等音楽教育の歴史 
　１ 近代学校教育制度における音楽教育の
　　 黎明
　２ 教育勅語に基づく教育体制と唱歌教育
　　 の普及
　３ 芸術教育思潮を背景にした童謡運動と
　　 「唱歌」から音楽教育への発展 
　４ 国民学校期の「芸能科音楽」 
　５ 戦後教育改革と「音楽科」の出発
　６ 戦後の「音楽科」の発展 

第４章　初等音楽科教育の学習指導の内容
　１ 小学校音楽科の学習指導の構成とその
　　 内容
　２ 学習活動を結び付ける
　　 「音楽を形づくっている要素」 

第５章　初等音楽科教育の学習指導の計画 
　１ 音楽科の教育内容と教材
　２ 音楽科の指導計画 
　３ 音楽科の学習指導案 

第６章　初等音楽科教育の評価 
　１ 教育評価の考え方 
　２ 評価の方法
　３ 質の高い学習をもたらす評価に向けて

　第Ⅱ部　初等音楽科教育の実践
第７章　初等音楽科教育の授業づくり 
　１ 子どもの音楽的発達 
　２ 小学校の授業づくり 

第８章　初等音楽科教育の実践①
　　　　――Ａ表現⑴歌唱
　１ 声は自己表現の道具 
　２ 発声法の基礎 
　３ 発声法の展開
　　 ――声区の使い分けから融合へ 
　４ 歌唱表現へのステップ

第９章　初等音楽科教育の実践②
　　　　――Ａ表現⑵器楽 
　１ 器楽活動の意義と役割
　２ 楽器の奏法と指導
　３ 器楽活動の特性を生かした学習

第10章　初等音楽科教育の実践③
　　　　――Ａ表現⑶音楽づくり
　１ 音楽づくりの位置づけと内容
　２ 「ア」の「音遊びや即興的に表現する」
　　 活動と「イ」の「音を音楽へと構成する」
　　 活動のつながり
　３ 活動を発展させるために 
　４ 適切な条件の設定 
　５ 指導上のポイント
　６ 主体的な音楽表現に向けて

第11章　初等音楽科教育の実践④
　　　　――Ｂ鑑賞
　１ 鑑賞指導の現状と課題
　２ 音楽鑑賞とは何か
　３ 鑑賞指導における教育内容
　４ 音楽鑑賞指導のポイント
　５ 音楽鑑賞指導の拡がり

第12章　初等音楽科教育の実践⑤
　　　　――〔共通事項〕について 
　１ 〔共通事項〕とは
　２ 〔共通事項〕を意識すると授業が変わる

第13章　初等音楽科教育の実践⑥
　　　　――各活動の関連
　１ 各活動の関連を図った学習指導の意義
　２ 表現領域における各活動の関連
　３ 表現と鑑賞の関連 
　４ 全活動相互の関連

　第Ⅲ部　初等音楽科教育の課題と展望
　１ 多様な音楽文化の諸相と音楽教育
　　コラム①民謡をうたう
　　コラム②能はおもしろい
　　コラム③私とサムルノリ
　　コラム④古楽が捉える音楽における
　　　　　　大切なもの
　２ 多様な学校音楽教育の諸相
　　コラム⑤アウトリーチ活動と音楽教育 
　　コラム⑥生涯音楽学習とミュージッキング
　　コラム⑦日本人学校における音楽教育
　　コラム⑧震災と音楽教育
　３ 音楽科教育のＩＣＴ化
　４ 音楽科教育に求められる教師の力量

　第Ⅳ部　初等音楽科教育の教材研究
　１ 指揮と伴奏
　２ 楽典  
　３ 教材研究

　第Ⅴ部　初等音楽科教育の資料研究
　１ 学習指導案
　２ 特色ある音楽教育 
　３ 音楽史・音楽教育史年表
　４ 小学校学習指導要領　音楽

事項・人名索引
楽曲索引



音
楽
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A5判美装/212頁　定価：2,200円（本体2,000円+税）
ISBN 978-4-623-08202-5　2018年3月刊行

新しい学習指導要領に対応した小学校教員養成課程
における音楽科指導法のテキスト。小学校におけ
る「音楽」教育の目的と意義，内容，指導の方法や，
保幼小の連携についてわかりやすく解説する。

◎ 新しい学習指導要領に対応
◎ 内容，指導の方法や保幼小連携，教員の力量形成に
　 ついて平易に解説
◎ 第11章には，51曲の文部省唱歌・日本古謡等の楽
　 譜を収録

原 清治／春日井敏之／篠原正典／森田真樹 監修

新しい教職教育講座　教科教育編 6

初等音楽科教育
―― 保幼小の確かな連携をめざして
高見仁志 編著

ここが

ポイント
!!

まえがき
第１章　歌唱――保幼小連携をめざして
　１ 歌うということ
　２ 歌う準備
　３ 呼吸について
　４ 犬に学ぶ発声法
　５ 歌唱指導の留意点
第２章　器楽
　１ 器楽指導
　２ 楽器を使った授業実践例「アランサンサン」
　　 （モロッコのあそびうた）
第３章　音楽づくり
　１ 楽器をつくってみよう
　２ 絵本の場面にあった音楽をつくろう
　３ 絵かき歌をつくろう
第４章　鑑賞
　１ 鑑賞指導，３つのポイント
　２ 聴覚を鋭く働かせるための準備的活動
　３ 聴き分ける・聴き比べる活動
　４ 何かを思い浮かべて聴く活動
　５ 音楽を形づくっている要素を聴き取る活動
　６ 鑑賞の幅を広げる活動
　７ 聴き取ったこと・感じ取ったことを表現させる活動
第５章　指揮法
　１ 指揮棒の持ち方
　２ 指揮の基本的テクニック
　３ 児童への指揮の指導
第６章　音楽理論
　１ 譜表と音名
　２ 音符と休符
　３ 音階
　４ 移動ド唱法
　５ 音程
　６ 三和音

　７ コード記号
　８ 移調
　９ 音楽用語
第７章　コード・ネームによる弾き歌い
　１ 練習の前に
　２ コードを使った伴奏法①
　　 ――メロディーを弾かないパターン
　３ コードを使った伴奏法②
　　 ――メロディーを弾くパターン
　４ 低学年の身体表現のためのコード弾き
第８章　絵譜で描く音楽
　１ 問題の所在
　２ 絵譜の源流をたどる
　３ 絵譜の比較と活用
　４ 絵譜を作成する
　５ 絵譜の可能性と展望
第９章　保幼小をつなぐ音楽教育
　　　　――保育者・教師の働きかけに着目して
　１ 保育者・小学校教師の働きかけの基盤
　２ 保育と音楽科授業の実際
　３ 連携をめざした働きかけと認識
第10章　音楽科における教師の成長
　　　　――新人期に着目して
　１ 新人教師はどのような困難に遭遇しそれを克服
　　 しているのか
　２ 音楽科における教師力アップのためのヒント
第11章　共通教材と伴奏譜
　共通教材〔簡易伴奏〕
　共通教材〔通常伴奏〕
資　料
人名索引／事項索引



音
楽
科

B5判美装/236頁　定価：2,750円（本体2,500円+税）
ISBN 978-4-623-08170-7　2018年3月刊行

平成29年版学習指導要領に対応した小学校教員養成
課程の「音楽科」テキスト。小学校における「音楽」
教育の目的と意義，内容，指導の方法や評価につい
てわかりやすく解説する。

◎ 新学習指導要領をふまえた内容
◎ 教師の力量形成のための内容を盛り込んだ。現場教員
　 にも有用な一冊
◎ 第17章には，51曲の文部省唱歌・日本古謡等の楽譜
　 収録

新しい小学校音楽科の授業をつくる

高見仁志 編著
ここが

ポイント
!!

まえがき
序　章　これからの音楽科教員に
　　　　求められるもの
　　　　――「教科専門」と「教科の指導法」
　　　　　　の融合
　１ アカデミシャンズと
　　 エデュケーショニストの対立
　２ PCKの発想
　３ 「教科及び教科の指導法に関する科目」
　　 への誤解
　４ 教員養成カリキュラム開発の潮流と
　　 本書の意義
第１章　これからの小学校音楽科が
　　　　目指すもの
　　　　――新学習指導要領の目標と
　　　　　　内容等をもとに
　１ 平成29年版学習指導要領の改訂
　２ 音楽科の目標
　３ 音楽科の内容
　４ 指導計画の作成と内容の取扱いに
　　 おいて配慮すべきこと
第２章　学校教育における歌唱指導
　１ 歌唱指導の歴史
　２ 声を出すということ
　３ 正しい音程とリズムで歌うこと
　４ 発声指導のあり方
　５ 音楽的な表現をつくる
　６ よい歌唱とはなにか
第３章　器楽
　１ 器楽とは――器楽活動の意義
　２ 学習指導要領にみる器楽
　３ 小学校で演奏される楽器たち
　４ 器楽の教材
　５ 各楽器の指導に際して
　６ 器楽指導
第４章　音楽づくり
　１ 音楽づくりとは何か
　２ 音楽づくりの活動をつくる
　３ 〔共通事項〕との関連
　４ 音楽をつくりだす子ども
第５章　鑑賞
　１ 音楽鑑賞の意義

　２ 鑑賞指導の課題
　３ 平成29年版学習指導要領の内容
　４ 鑑賞の指導方法
第６章　音楽科とＩＣＴの活用
　１ メディアの進化と音楽科
　２ 平成29年版学習指導要領に示された
　　 ＩＣＴの活用に関わる内容
　３ 活用の対象となりえるメディア
　４ 活用の場面
　５ 活用の留意点
　６ 未来の可能性
第７章　異文化の音楽
　１ 異文化の音楽とは
　２ 異文化の音楽はどのように
　　 研究されてきたか
　３ 異文化の音楽を学ぶ意味
　４ 異文化の音楽の授業をつくる
第８章　日本の伝統音楽
　１ 日本の伝統音楽の特性
　２ 日本の伝統音楽の特性を捉えた授業
　３ 音楽の授業における日本の伝統音楽の
　　 実践案
第９章　音楽科におけるアクティブ・
　　　　ラーニング
　１ 学力観の転換とアクティブ・ラーニング
　２ 音楽科のアクティブ・ラーニングとは
第10章　音楽科の学習指導案
　１ 教育実習の指導準備
　２ 学習指導案（略案）
第11章　音楽科の学習評価
　１ 目標に準拠した評価について
　２ 評価の観点について
　３ 評価に当っての留意点について
　４ 評価の方法について
　５ 平成29年版小学校学習指導要領に
　　 おける学習評価について
第12章　音楽科授業成立の鍵を握る学級経営
　　　　――授業を成功に導く大切な一瞬
　１ 観察者としての授業者
　２ 「学級集団づくりに関する教育的瞬間」
　　 を見逃してはいけない

　３ 教育的瞬間に教師が第一にしなければ
　　 いけないこと
　４ 行為の前に状況の本質を捉える
　５ 教育的鑑識
　６ 教育的鑑識のセンスがない教師は
　　 どうなるか
　７ 状況把握や判断の他にも心がけたいこと
第13章　校内の全教師が音楽科を重要視する
　　　　学校
　　　　――いかにして音楽文化を学校に
　　　　　　根づかせるか
　１ 事例の概要
　２ 調査の手続き
　３ 学校音楽文化が定着するプロセス
　４ なぜ L小学校に音楽文化が根づいたのか
第14章　音楽科と保幼小連携
　１ 保幼小連携の背景
　２ 音楽科と保幼小連携をとりまく課題と
　　 それを踏まえた工夫・配慮
　３ 音楽科に関する保幼小連携の事例
　４ 保幼小連携と教科の学習の両立
第15章　指揮法
　１ 指揮棒の持ち方
　２ 指揮の基本的テクニック
　３ 児童への指揮の指導
第16章　音楽理論
　１ 譜表と音名
　２ 音符と休符
　３ 音階
　４ 移動ド唱法
　５ 音程
　６ 三和音
　７ コード記号
　８ 移調
　９ 音楽用語
第17章　共通教材と伴奏譜
　共通教材〔簡易伴奏〕
　共通教材〔通常伴奏〕
資料　小学校学習指導要領（平成29年３月）
　　　（抄）
人名索引／事項索引



幼稚園・保育所・家庭で
楽しくうたあそび 123［改訂版］

河北邦子／坂本久美子 編著

◎ 子どもとたのしく歌ってあそべる楽曲123曲を収録
◎ ３歳未満児を対象としたわらべうた教材も豊富
◎ 保育所保育指針，幼稚園教育要領の改訂にあわせて
　 内容を改訂

B5判美装/212頁　定価：2,420円（本体2,200円＋税）
ISBN 978-4-623-09339-7　2022年4月刊行

保育者養成，保育現場，家庭で活用できる音楽教材
集。歌う活動だけでなく器楽や身体活動への応用も
盛り込んだ幼児歌曲123曲を収録。遊び方，工夫の
ヒントも盛り込んだ。新しい保育所保育指針，幼稚
園教育要領に沿って改訂。

音
楽
科

はじめに

　Ⅰ　子どもの発達と
　　 うたあそび──理論編
１　表現へのみちすじ
２　音楽表現のはじまり
３　うたあそびと子どもの発達
４　子どもの音楽文化
５　領域「表現」に求められるもの
６　子どもの発達を促す保育の
　　在り方

　Ⅱ　実践編（1）──幼児歌曲
［春の歌］
１.　おはながわらった
２.　せんせいとお友だち
３.　やぎさんゆうびん
４.　こいのぼり
５.　とけいのうた
６.　ぽかぽかてくてく

［夏の歌］
７.　あめふり
８.　あめふりくまのこ
９.　水あそび
10.　おつかいありさん
11.　おばけなんてないさ
12.　かえるの合唱
13.　かたつむり
14.　たなばたさま
15.　ながぐつマーチ
16.　南の島のハメハメハ大王
17.　バナナのおやこ
18.　はなび

［秋の歌］
19.　大きなくりのきのしたで
20.　きのこ
21.　たき火
22.　こおろぎ

23.　どんぐりころころ
24.　とんぼのめがね
25.　まつぼっくり
26.　はたけのポルカ
27.　やきいもグーチーパー

［冬の歌］
28.　北風小僧の寒太郎
29.　サンタクロース
30.　あわてん坊のサンタクロース
31.　もちつき
32.　お正月
33.　ゆき
34.　まめまき
35.　うれしいひなまつり

［動きを誘う歌］
36.　大きなたいこ
37.　おもちゃのチャチャチャ
38.　おはなしゆびさん
39.　さんぽ
40.　あひるのぎょうれつ
41.　こぶたぬきつねこ
42.　しあわせなら手をたたこう
43.　バスごっこ
44.　金太郎
45.　手をつなごう
46.　わにのうた
47.　やまのおんがくか

［みんなの歌］
48.　おんまはみんな
49.　ことりのうた
50.　すうじのうた
51.　ぞうさん
52.　ドレミの歌
53.　ハッピー・バースデー
54.　ふしぎなポケット
55.　みんなのなまえ
56.　ゆりかごのうた

　Ⅲ　実践編 (2) ──あそびうた
１.　かなづちトントン
２.　トントントントンひげじいさん
３.　木登りコアラ
４.　あたま・かた・ひざ・ポン
５.　さかながはねて
６.　５つのメロンパン
７.　いっぽんばし にほんばし
８.　いわしのひらき
９.　はじまるよ
10.　ピクニック
11.　ゆびのはくしゅ
12.　キャベツの中から
13.　５人の家族
14.　グーチョキパーでなにつくろう
15.　いとまき
16.　カレーライスのうた
17.　コロコロたまご
18.　ごんべさんのあかちゃん
19.　でんでんむしどこだ
20.　小さな庭
21.　パンダ うさぎ コアラ
22.　もうじゅうがりにいこう
23.　かっこうのごあいさつ
24.　アブラハムの子
25.　おにのパンツ
26.　かもつれっしゃ

［わらべうた］
27.　おべんとうばこのうた
28.　こどもとこどもが けんかして
29.　十べえさんと八べえさん
30.　おてらのおしょうさん
31.　げんこつやまのたぬきさん
32.　おもちつき
33.　おちゃをのみに
34.　ねこがごふくやに
35.　あんたがたどこさ
36.　なべなべ

37.　ゆうびんやさん
38.　かおかお
39.　とんぼやとんぼ
40.　だるまさん
41.　にぎりぱっちり
42.　はなちゃん
43.　ほっぺのもっちゃ
44.　ここはとうちゃん
45.　ねずみねずみ
46.　とうきょうと にほんばし
47.　いちり
48.　てってのねずみ
49.　いないいない ばあ
50.　かくれよ ばー
51.　じーじーばー
52.　どんぐり ころちゃん
53.　おふねはぎっちらこ
54.　うまはとしとし
55.　えんやらもものき
56.　たけんこが はえた
57.　じごく ごくらく
58.　かごかご
59.　こめこめ
60.　なかなか ほい
61.　ちょちちょち あわわ
62.　あしあし あひる
63.　たまげた こまげた
64.　くまさん くまさん
65.　どっちん かっちん
66.　ももや ももや
67.　かれっこやいて

楽曲索引

ここが

ポイント
!!
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新　刊

B5判美装/232頁　定価：2,860円（本体2,600円＋税）
ISBN 978-4-623-09471-4　2023年1月刊行

楽しみながら保育の現場で歌われる曲が弾けるよう
になるピアノ楽譜集。季節の歌，行事の歌，子ども
たちに人気の歌など134曲を掲載。伴奏は難易度を
幅広く設定した。現場の保育士も独学でやさしく学
べる一冊。

◎ 保育の現場で役に立つ曲が弾けるようになる
◎ 伴奏の響きの美しさに触れ，ピアノを弾くのが楽しく
　 なる
◎ 基礎的な曲から応用まで豊富に掲載
◎ 楽典やアンサンブルについても理解できる

保育のためのやさしい子どもの歌
―― 弾き歌い・合奏・連弾・合唱

有村さやか／今泉明美／望月たけ美 編著
ここが

ポイント
!!

ここが

ポイント
!!

はじめに
演奏のための基礎知識

　第 1部　ピアノ弾き歌い編

　第 2部　実践編――創作・合唱・合奏・連弾
Ⅰ  さまざまな音符や休符を知ろう
Ⅱ  歌をつくってみよう

Ⅲ  声でさまざまな表現を楽しもう
Ⅳ  リズムをつくってみよう
Ⅴ  保育現場の合奏曲
Ⅵ  奏法による音楽遊びの実践
Ⅶ  アンサンブルを楽しもう～ピアノ連弾～

参考文献
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やわらかアカデミズム・〈わかる〉シリーズ

よくわかる音楽教育学
小川昌文／田邊裕子／戸谷登貴子／田中 路／清水 稔 編著

ここが

ポイント
!!

◎ 音楽教育の理論・実践に関する基礎的事項を網羅
◎ 音楽の授業を担当する小学校・中学校・高等学校・特別支
　 援学校の教員，教員養成課程の学生，教員養成大学の教員，
　 教育委員会指導主事・管理主事等，音楽教育に関わるあら
　 ゆる人に向けたテキスト
◎ 音楽科の教育現場における「理論と実践の往還」を具体的
　 に提案する

B5判美装/266頁　定価：3,300円（本体3,000円＋税）
ISBN 978-4-623-09489-9　2023年2月刊行

音楽教育の理論・実践に関する基礎的事項を網羅。
「音楽とは何か，音楽教育とは何か」という根源的
な問いから出発し，新しい音楽観と音楽教育観を提
示したうえで，これからの音楽教育学の実践に指針
と示唆を提供する。

はじめに

Ⅰ　音　楽
　１ 音楽とは何か：
　　 プラクシスの立場から
　２ ミュージッキング
　３ 音楽の捉え方：モノからコトへ
　４ 音楽と身体
　５ ｢文化」としての音楽
　６ 音楽と主体性
　７ 音楽とイメージ
　８ 音楽とジャンル
　９ 楽　譜
　10 歌
　11 楽　器
　12 作　曲
　13 即　興
　14 聴　取
　15 鑑　賞

Ⅱ　音楽教育
　１ 音楽教育とは何か
　２ 音楽教育と社会
　３ 音楽教育と民族
　４ 身体技法習得としての音楽教育
　５ ｢教育の中の音楽」と
　　 「音楽の中の教育｣
　６ 内的現実
　７ マイミュージック論
　８ プラクシスによる音楽教育
　９ 美的音楽教育
　10 音楽教育メソッド
　11 学校の音楽教育
　12 学校外の音楽教育
　13 音楽の早期教育と専門教育

コラム　世界の音楽教育メソッド
　　国際バカロレア
　　コダーイ
　　オルフ
　　ダルクローズ
　　ゴードン
　　スズキ

Ⅲ　音楽カリキュラム
　１ 音楽カリキュラムとは何か
　２ 音楽カリキュラムにおける
　　 「経験」と「コンピテンシー｣
　３ ｢耐教師性カリキュラム」と
　　 「耐カリキュラム性教師｣
　４ カリキュラムデザイン
　５ カリキュラムと評価
　６ ナショナルカリキュラム
　７ 音楽専門教育における
　　 カリキュラム
　８ ポピュラー音楽のカリキュラム

Ⅳ　音楽教師
　１ 音楽教師の役割と使命
　２ ミュージシャンとしての音楽教師
　３ 音楽教師の現実
　４ 音楽教師の研修とキャリアパス
　５ マイミュージックによる指導
　６ 教えることの即興性
　７ 移動ド唱法の必要性
　８ 移動ド唱法の指導法
　９ 合唱で「ハモらせる」ための方法
　10 地域と学校をつなぐ

Ⅴ　音楽授業
　１ 学校の音楽授業でめざすもの：
　　 「音楽の中の教育」の立場から
　２ 音楽授業の現実
　３ 授業をデザインする
　４ 教科書と授業
　５ 教材選択の方法
　６ 歌唱の授業
　７ 授業における合唱
　８ 器楽の授業
　９ 鑑賞の授業
　10 音楽づくりと創作
　11 音楽授業とＩＣＴ
　12 常時活動とアイスブレイク
　13 音楽科学習指導案の意義と役割：
　　 「音楽の中の教育」からの視座
　14 評　価
　15 学校行事と音楽授業

コラム　音楽教育史のエピソード
　　明治時代の音楽科教育と授業
　　大正時代の音楽科教育と授業
　　昭和前期の音楽科教育と授業
　　昭和20年代の音楽科教育と授業
　　昭和30年代の音楽科教育と授業
　　音楽科学習指導案の変遷
　　文部省実験学校
　　風と川と子どもの歌論争
　　立川二中オール３事件
　　東川・三善論争
　　中学校校内合唱コンクール
　　ふしづくり教育

コラム　音楽授業の実践例
　　音楽理論
　　歌　唱
　　合　唱
　　リコーダー
　　合　奏
　　創　作
　　即興演奏
　　ＩＣＴの活用事例

Ⅵ　音楽教材
　１ 音楽科教科書の課題
　２ わらべうた
　３ 童　謡
　４ 諸外国の音楽
　５ 西洋芸術音楽
　６ ジャズ
　７ ロック
　８ Ｊ-ＰＯＰ
　９ 箏
　10 囃　子
　11 能
　12 文　楽
　13 歌舞伎
　14 郷土芸能
　15 民　謡

Ⅶ　諸外国の音楽教育カリキュラム
　１ アメリカ
　２ イギリス
　３ ハンガリー

　４ ドイツ
　５ フィンランド
　６ ノルウェー
　７ エストニア
　８ トルコ
　９ 韓　国
　10 中　国
　11 台　湾
　12 ベトナム
　13 マレーシア
　14 アルゼンチン

Ⅷ　学習指導要領
　１ 音楽科学習指導要領の意義と
　　 課題
　２ 音楽科における情操教育の本質
　３ 音楽的な見方・考え方
　４ 知覚と感受
　５ 要素連合主義
　６ 学習指導要領の系統性
　７ 小学校の学習指導要領の解釈と
　　 利用法
　８ 中学校の学習指導要領の解釈と
　　 利用法
　９ 高等学校の学習指導要領の解釈
　　 と利用法
　10 特別支援学校の学習指導要領の
　　 解釈と利用法

Ⅸ　音楽教育の未来
　１ 学校音楽教育のパラダイム変換：
　　 学校音楽教育への提言
　２ 地域と学校との関わり
　３ 教員免許と教員採用
　４ 音楽授業・小学校
　５ 音楽授業・中学校
　６ 音楽教材
　７ 音楽科教員養成のあり方：
　　 フィンランドを理想として
　８ 研究と実践
　９ 総括：
　　 「知的教育」としての学校音楽
　　 教育

おわりに／さくいん

音
楽
科

新　刊
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B5判美装/216頁　定価：2,420円（本体2,200円+税）
ISBN 978-4-623-08485-2　2018年12月刊行

初等体育科の基礎的な知識や技能を，新学習指導要
領で示された体育授業の意義や指導内容，指導計画
と関連づけて解説する。さらに体育の授業をめぐる
国際的動向も紹介し，日本の体育科の理解を深める
テキスト。

◎ 平成29年改訂の小学校学習指導要領体育を踏まえ
　 て編集
◎ 小学校教員を目指す学生，小学校の教師をはじめ教
　 育関係者に役立つ入門書

吉田武男 監修

MINERVA はじめて学ぶ教科教育 9　　　　　　　　

初等体育科教育
岡出美則 編著

ここが

ポイント
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監修者のことば
はじめに

　第Ⅰ部　体育の授業づくり論と教師の成長
第１章　初等体育科教育の意義と内容構成
　１ 初等体育科教育の意義
　２ 初等体育科教育の目標
　３ 初等体育科教育の内容構成
　４ 初等体育科教育の指導計画の作成と
　　 内容の取扱い

第２章　初等体育科教育にかかわる教師の
　　　　成長過程
　１ 全教科を指導する小学校教師
　２ 体育指導に求められる資質・能力
　３ 教師の成長の場
　４ 教師の成長にかかわる要因

第３章　初等体育科教育の改善に向けた
　　　　省察の方法
　１ 教員養成制度改革と省察
　２ 生産的な省察に向けた手続き
　３ 省察をするためのデータの収集方法
　４ 収集したデータを分析 , 解釈する方法
　　 ――省察の経験を授業案の立案 , 教授
　　　　 技能の改善に活用する

第４章　初等体育科教育の指導計画と
　　　　学習環境整備
　１ 体育からみたカリキュラム・
　　 マネジメント
　２ 指導計画の種類
　３ 年間計画
　４ 単元計画
　５ 単元時間計画
　６ 学習環境の整備

第５章　初等体育科教育の学習指導論
　１ よい授業から効果的な授業へ
　２ 逆向き設計
　３ 学習者の条件
　４ マネジメント課題
　５ 学習指導課題
　６ 人間関係課題

　７ 自己の学習への責任の醸成

第６章　初等体育科教育の評価と授業改善
　１ 学習評価の意義
　２ 評価の方法
　３ 評価規準の設定と評価計画の作成
　４ 学習評価を生かした授業改善に向けて

　第Ⅱ部　個別内容領域の授業をつくる
第７章　初等体育科教育の実践①
　　　　――体つくり運動系
　１ 体つくり運動系の新学習指導要領に
　　 おける位置づけ
　２ 体つくり運動系の指導内容
　３ 体つくり運動系の指導計画と評価
　４ 体つくり運動系の学習指導の工夫

第８章　初等体育科教育の実践②
　　　　――器械運動系
　１ 器械運動系の新学習指導要領における
　　 位置づけ
　２ 器械運動系の指導内容
　３ 器械運動系の指導計画と評価
　４ 器械運動系の学習指導の工夫

第９章　初等体育科教育の実践③
　　　　――陸上運動系
　１ 陸上運動系の新学習指導要領における
　　 位置づけ
　２ 陸上運動系の指導内容
　３ 陸上運動系の指導計画と評価
　４ 陸上運動系の学習指導の工夫

第10章　初等体育科教育の実践④
　　　　――水泳運動系
　１ 水泳運動系の新学習指導要領における
　　 位置づけ
　２ 水泳運動系の指導内容
　３ 水泳運動系の指導計画と評価
　４ 水泳運動系の学習指導の工夫

第11章　初等体育科教育の実践⑤
　　　　――ボール運動系（ゴール型）
　１ ゴール型の新学習指導要領における
　　 位置づけ

　２ ゴール型の指導内容
　３ ゴール型の指導計画と評価
　４ ゴール型の学習指導の工夫

第12章　初等体育科教育の実践⑥
　　　　――ボール運動系（ネット型）
　１ ネット型の新学習指導要領における
　　 位置づけ
　２ ネット型の指導内容
　３ ネット型の指導計画と評価
　４ ネット型の学習指導の工夫

第13章　初等体育科教育の実践⑦
　　　　――ボール運動系（ベースボール型）
　１ ベースボール型の新学習指導要領に
　　 おける位置づけ
　２ ベースボール型の指導内容
　３ ベースボール型の指導計画と評価
　４ ベースボール型の学習指導の工夫

第14章　初等体育科教育の実践⑧
　　　　――表現運動系
　１ 表現運動系の新学習指導要領における
　　 位置づけ
　２ 表現運動系の指導内容
　３ 表現運動系の指導計画と評価
　４ 表現運動系の学習指導の工夫

第15章　初等体育科教育の実践⑨――保健
　１ 保健の新学習指導要領における位置づけ
　２ 保健の指導内容
　３ 保健の指導計画と評価
　４ 保健の学習指導の工夫

終　章　初等体育科教育の課題と今後の展望
　１ 初等体育科の可能性と質保証に向けた
　　 諸提案
　２ 新学習指導要領の求める初等体育科の
　　 目標
　３ 初等体育科の質保証に向けたアイデア

小学校学習指導要領　体育
索　引
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A5判美装/216頁　定価：2,200円（本体2,000円+税）
ISBN 978-4-623-08205-6　2018年5月刊行

新学習指導要領に対応した，小学校教員をめざす学
生のための体育科教育の入門書。体育科の目標，変
遷，指導計画，評価などを解説した上で，実際の授
業づくりをイラスト入りでわかりやすく紹介する。
現場教員にも有用な一冊。

◎ 新学習指導要領に対応
◎ コアカリキュラムにも準拠
◎ 小学校の教員をめざす学生のための入門テキスト
◎ 巻末に小学校学習指導要領を掲載
◎ 各運動領域に応じた授業づくりを紹介

原 清治／春日井敏之／篠原正典／森田真樹 監修

新しい教職教育講座　教科教育編 9　　　　　　　

初等体育科教育
石田智巳／山口孝治 編著

ここが
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はじめに

第１章　体育科の目標と内容
　１ スポーツとは何か
　２ 体育とは何か――スポーツとの関係で
　３ 体育の目標構造
　４ 体育の内容論

第２章　学習指導要領からみた体育科の変遷
　１ 前史としての戦前・戦中の体育科
　２ 戦後改革と新しい体育
　３ 楽しい体育論の登場
　４ 2008年改訂学習指導要領
　５ 2017年改訂学習指導要領

第３章　体育科の教材づくり論
　１ 教材とは何か（素材―教育内容―教材）
　２ 個人運動の教材づくり――水泳を中心に考える
　３ ボール運動の教材づくり
　４ 教科内容―素材―教育内容―教材

第４章　体育科の指導計画
　１ 体育の年間指導計画をつくるということ
　２ 年間指導計画の考え方
　３ 単元計画について
　４ 授業計画の立て方

第５章　体育科の指導法
　１ 学習指導のねらい
　２ 基本的な学習過程の捉え方
　３ 学習指導の展開

第６章　体育科の評価
　１ 評価とは何か
　２ 体育科における評価の具体
　３ 体育科における評価の実践例

第７章　体つくり運動系の領域の授業づくり
　１ 体つくり運動系の特性および構成

　２ 体つくり運動系領域の内容
　３ 学習成果を高める体つくり運動系の授業づくり
　４ 体つくり運動領域の授業実践例

第８章　器械運動系の領域の授業づくり
　１ 器械運動系の特性および構成
　２ 器械運動系領域の内容
　３ 学習成果を高める器械運動系の授業づくり
　４ 器械運動領域の授業実践例

第９章　陸上運動系の領域の授業づくり
　１ 陸上運動系の特性および構成
　２ 陸上運動系領域の内容
　３ 学習成果を高める陸上運動系の授業づくり

第10章　水泳運動系の領域の授業づくり
　１ 水泳運動系の特性および構成
　２ 水泳運動系領域の内容
　３ 学習成果を高める水泳運動系の授業づくり
　４ 水泳運動領域の授業実践例

第11章　ボール運動系の領域の授業づくり
　１ ボール運動系の特性および構成
　２ ボール運動系領域の内容
　３ 学習成果を高めるボール運動系の授業づくり
　４ ボール運動系領域の授業実践――ベースボール型を例に

第12章　表現運動系の領域の授業づくり
　１ 表現運動系の特性および構成
　２ 表現運動系領域の内容
　３ 学習成果を高める表現運動系の授業づくり
　４ 表現運動領域の授業実践例

第13章　保健領域の授業づくり
　１ 保健領域の内容および構成
　２ 学習成果を高める保健領域系の授業づくり
　３ 保健領域の授業実践例

資料　小学校学習指導要領　第２章　第９節　体育
索　引
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B5判美装/226頁　定価：2,640円（本体2,400円+税）
ISBN 978-4-623-07022-0　2014年5月刊行

なぜ，子どもにとって“遊び”は重要なのか。運動
発達研究の知見に基づく実証的なデータと豊富な実
践例を通して，幼児期における遊びの教育としての
有効性とその必要性を具体的に提示する。

◎ 運動発達研究の最新の知見から，幼児期における遊
　 びとしての運動経験の重要性を説く
◎ 多様な実践事例と豊富なイラストで，具体的に運動
　 遊びとその指導のポイントが理解できる

幼児期における運動発達と運動遊びの指導
―― 遊びのなかで子どもは育つ

杉原 隆／河邉貴子 編著
ここが

ポイント
!!

まえがき

　第Ⅰ部　幼児期の運動発達と指導の基本
第１章　幼児期の運動能力，体力の捉え方
　１ 体力ということばのあいまいさ
　２ 生きる力としての体力
　３ 体力を身体的能力に限定する
　４ 体力と健康
　５ 運動能力と体力
　６ 運動能力を構成する２つの能力

第２章　幼児期の運動発達の特徴
　１ 発達の複合性
　２ 運動発達の段階
　３ 幼児期までの運動発達
　４ 幼児期から児童期にかけての運動発達
　５ 青年期の運動発達 ──幼児期との違いを中心に

第３章　遊びとしての運動の重要性
　１ 教育における運動の意味
　２ 保育に役立つ遊びの捉え方
　３ 内発的動機づけとしての遊び
　４ 遊びがなぜ教育において重要か
　５ 遊びとしての運動指導の基本指針
　６ 遊びと自発性
　７ 遊びと楽しさ
　８ つらい苦しい遊びはあるか？
　９ 運動に対する動機づけの発達

第４章　幼児期の発達的特徴に応じた運動指導のあり方
　１ 多様な運動経験を通して運動コントロール能力を高める
　２ 自己決定を尊重した遊びのなかで運動意欲を高める
　３ 遊びのなかで人格の基礎を育む
　４ 運動遊びのなかで知的能力を育む

第５章　幼児期の運動発達の時代変化
　１ 運動発達の時代変化
　２ 運動発達に影響を与える要因
　３ 運動遊びの現状と変化
 　　──運動発達に影響する直接的要因について
　４ 社会環境・ライフスタイルの現状と変化
　　 ──運動発達に影響する間接要因について

第６章　運動発達に関係する園環境と家庭環境
　１ 園環境と運動発達
　２ 家庭環境と運動発達

　３ 運動発達と環境要因の構造的把握

　第Ⅱ部　遊びのなかで進んで運動する子どもを育てる
第７章　「遊びのなかで」という考え方
　１ 遊びをめぐる保育の現状
　２ 遊びの有用性をどう説明するか
　３ 子どもの自発性と保育者の意図性
　４ 子どもの運動体験の意味の捉え方
　５ 保育における運動指導において大切にしたいこと
　６ 保育者の役割

第８章　進んで運動する子どもを育てる保育と援助
　１ 忍者になって多様な動きを経験する
　２ ボールを使って多様な動きを経験する

第９章　発達を支える多様な活動
　１ 様々な運動パターンとバリエーションを引き出す施設・用具
　２ 様々な運動パターンとバリエーションを引き出す自然環境
　３ 仲間との交流
　４ ルールの工夫と発展
　５ 運動による数量，時間，空間の経験
　６ 脱中心化と運動

　第Ⅲ部　MKS幼児運動能力検査とその活用
第10章　MKS幼児運動能力検査とは
　１ MKS幼児運動能力検査の特徴
　２ 作成の経緯
　３ MKS幼児運動能力検査実施要項

第11章　検査結果の処理と解釈
　１ 検査実施の目的
　２ 集団結果の処理と解釈
　３ 個人結果の処理と解釈

第12章　日常の保育と運動能力検査
　１ 運動能力検査の生かし方
　２ 日常性とのつながり

巻末資料
　Ⅰ MKS幼児運動能力検査の種目別発達曲線及び判定基準表
　Ⅱ 幼児期運動指針

あとがき
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教職を志す学生を対象に，特別支援教育全体を視野
に入れつつ，肢体不自由教育の制度の変遷から，ア
セスメントの方法や授業づくりに至るまでわかりや
すく解説。肢体不自由教育を取り巻く重要トピック
を網羅したテキストの改訂版。

◎ 肢体不自由教育を取り巻く重要なトピックを網羅し，教科
　 の指導や自立活動の指導など具体的な授業づくりについて
　 もわかりやすく提示
◎ 教師を目指す学生や，現職教員の学び直しにも最適
◎ 特別支援学校学習指導要領及び小学校学習指導要領等の改
　 訂，そして最新の施策を踏まえた改訂版

やわらかアカデミズム・〈わかる〉シリーズ

よくわかる肢体不自由教育［第２版］

安藤隆男／藤田継道 編著
ここが

ポイント
!!

はじめに

　第１部　肢体不自由の理解
Ⅰ　肢体不自由の定義と理解
　１ 肢体不自由の定義
　２ 骨格と関節
　３ 筋肉と神経系
　４ 脳機能と診断
　５ 肢体不自由の医学的理解
　６ 脳性まひ（脳性疾患）　の医学
　７ 障害の重度 ･ 重複化とその要因
　８ 肢体不自由の心理特性
　９ 肢体不自由の行動特性
　10 肢体不自由の社会的理解
　　TEA BREAK １

　　脳性まひ児の指導を発達障害児の
　　指導・支援に生かす

Ⅱ　アセスメントの方法と活用
　１ 肢体不自由教育における
 　　アセスメントの意義と活用
　２ 知能検査の方法と活用
　３ 運動検査の方法と活用
　４ 知覚・認知検査の方法と活用
　５ 感覚検査の方法と活用
　６ 言語検査の方法と活用
　７ 発達検査の方法と活用
　８ 行動観察の方法と活用
　９ 学力検査の方法と活用
　　TEA BREAK ２ 動作法とは何か

　第２部　肢体不自由教育の歴史と
　　　　　制度
Ⅲ　肢体不自由教育の歴史と発展
　１ 肢体不自由教育の萌芽（戦前）
　２ 高木憲次と整肢療護園
　３ 東京市立光明学校の設立とその役割
　４ 戦後肢体不自由教育の草創
　５ 公立養護学校整備特別措置法の
　　 成立と養護学校の整備
　６ 学習指導要領の制定と改訂
　７ 養護学校の義務制

　６ 特別支援学校教諭免許状の制度と
 　　種類
　７ 特別支援学校教諭免許状の取得
　８ 特別支援学校教員の養成
　９ 特別支援学校教諭免許状と採用
　10 現職教員の研修
　11 肢体不自由教育を学ぶ機会
　12 保護者との連携
 　　TEA BREAK ８ 
　　専門性の高い教師はどのように
　　誕生するのか

　第４部　肢体不自由者と地域
Ⅸ　肢体不自由者の医療・福祉・雇用
　１ 脳性まひへの治療と最新アプローチ
　２ 小児リハビリテーション
　３ 理学療法
　４ 障害者福祉の展開と障害者自立
 　　支援法・障害者総合支援法
　５ 肢体不自由者の福祉サービス
　６ 障害児の福祉サービス
　７身体障害者手帳
　８ 肢体不自由者の雇用
　　TEA BREAK ９ 社会福祉専門職

Ⅹ　肢体不自由者の権利と社会生活
　１ 障害者と権利擁護
　２ 障害者権利条約
　３ 肢体不自由児とインクルーシブ教育
　４ 肢体不自由教育における合理的
　　 配慮
　５ 就学前の肢体不自由教育・療育
　６ 学齢期における地域との交流
　７ 交流及び共同学習
　８ 地域生活と余暇活動
　９ 肢体不自由者と家族
　10 肢体不自由者関連団体
　　TEA BREAK 10　障害児と里親制度

さくいん

　８ 自立活動の成立と意義
　　TEA BREAK ３ 

　　大学における肢体不自由学生の
　　支援の現状

Ⅳ　特別支援教育の制度と
　　肢体不自由教育
　１ 特別支援教育の理念と制度
　２ 特別支援学校（肢体不自由）の
 　　現状と課題
　３ 特別支援学級（肢体不自由）の
 　　現状と課題
　４ 通級による指導の現状と役割
　５ 小中学校等における肢体不自由児
 　　の教育的ニーズ
　６ 特別支援教育に関わる法令
　７ 個別の教育支援計画に基づく連携
　　TEA BREAK ４ 
　　肢体不自由児の学習上の困難に
　　対する通常学級教師の気づきと支援

　第３部　肢体不自由教育の専門性と
　　　　　授業づくり
Ⅴ　重度・重複障害児の教育基盤の
　　形成
　１ 医療的ケアに関する制度的な経緯
 　　及び近年の動向と課題
　２ 摂食障害と食事指導
　３ 排便の障害と指導
　４ 呼吸障害と姿勢づくり
　５ ポジショニングと変形・側弯
　６ 感覚過敏の理解と対応
　７ 発作の理解と対応
　８ 外部専門家の導入と連携
　　TEA BREAK ５ 

　　ロボットが教室にやってくる！

Ⅵ　教育課程と教科等の指導
　１ 教育課程の基準と学習指導要領
　２ 教育課程の原理と編成
　３ 障害特性をふまえた教科指導Ⅰ

　４ 障害特性をふまえた教科指導Ⅱ
　　 肢体不自由をふまえた体育の指導等
　５ 肢体不自由者と領域 ･ 教科を
 　　合わせた指導
　６ 自立と社会参加を目指す総合的な
 　　学習の時間
　７ 高等部卒業後の進路の実態と課題
　８ 進路指導
　９ キャリア教育
　　TEA BREAK ６ 
　　小学校教師は個別の指導計画を
　　どう理解しているか

Ⅶ　自立活動の指導と個別の指導計画
　１ 自立活動とは
　２ 自立活動の指導と個別の指導計画
　３ 自立活動の指導法１：
　　 身体の動きの指導と評価
　４ 自立活動の指導法２：
 　　人間関係の形成の指導と評価
　　　５ 自立活動の指導法３：
　　 コミュニケーションの指導と評価
　６ 自立活動の指導法４：
 　　チームティーチングの指導と評価
　７ 訪問教育
　８ 学習指導要領における重複障害者
 　　等への対応
　　TEA BREAK ７ 

　　海外から見たわが国の自立活動の
　　指導とは

Ⅷ　教員の専門性と研修
　１ 自立活動の指導に関する教師の
 　　成長と授業研究
　２ チームティーチングにおける
 　　授業者の意思決定
　３ 個別指導における授業者の
 　　意思決定
　４ 特別支援学校（肢体不自由）教員
 　　の専門性
　５ 特別支援学校の地域支援

近　刊
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2012年の初版以降に生じたスポーツ界の変化を踏ま
えて，旧稿のアップデート，さらに「e スポーツ」「ビ
デオ判定」「体罰・パワハラ」などの新たなテーマ
を追加。スポーツ界の現況を認識し，そのあり方や
将来について考える楽しさを味わえる一冊。

◎ 「スポーツ文化論」「スポーツ社会学」「現代スポー
　 ツ論」などの講義用テキストとして最適
◎ 読み物としても楽しめるトピックを選択

やわらかアカデミズム・〈わかる〉シリーズ

よくわかるスポーツ文化論［改訂版］

井上 俊／菊 幸一 編著
ここが

ポイント
!!

はじめに

序　スポーツ文化論の視点

Ⅰ　近代スポーツの成立と発展
　１ 近代以前のスポーツ
　２ 近代スポーツとは
　３ 近代オリンピックの誕生
　４ ワールドカップ・サッカー
　５ 近代スポーツのゆくえ

Ⅱ　メディア化するスポーツ
　１ スポーツとメディア
　２ メディア・イベントとしてのスポーツ
　３ スポーツ・ジャーナリズム
　４ テレビと放映権
　５ メディアがつくるスポーツ
　６ ソーシャル・メディアとスポーツ

Ⅲ　消費文化としてのスポーツ
　１ スポーツの商品化
　２ アマチュアリズムの解体
　３ ロサンジェルス・オリンピック
　４ スポーツ関連産業
　５ スポーツ・ツーリズム

Ⅳ　スポーツと政治・権力
　１ パンとサーカス
　２ スポーツとナショナリズム
　３ 植民地のスポーツ
　４ ヒトラーのオリンピック
　５ スポーツと階級関係
　６ スポーツ政策

Ⅴ　スポーツとジェンダー
　１ 性差とジェンダー
　２ スポーツにおける男性中心主義
　３ 女性スポーツの発展
　４ 女性アスリートのメディア・イメージ
　５ 女子マラソン

Ⅵ　スポーツする身体
　１ スポーツにおける精神と身体
　２ スポーツ科学の発展
　３ スポーツと健康
　４ 「老いる」身体とスポーツ
　５ ボディビル・エアロビクス・ヨガ・フィットネス

Ⅶ　スポーツとテクノロジー
　１ スポーツ用具の進化
　２ 障害者スポーツとテクノロジー
　３ ビデオ判定
　４ e スポーツ
　５ ＡＩ時代とスポーツ

Ⅷ　生活からスポーツへ
　１ 狩りのスポーツ
　２ 冬のスポーツ
　３ 山・野原のスポーツ
　４ 自転車のスポーツ

Ⅸ　スポーツと教育
　１ 体育とスポーツ
　２ 子どもとスポーツ
　３ 遊びとスポーツ
　４ 学生スポーツ
　５ 「部活」の文化
　６ スポーツは人間形成に役立つか

Ⅹ　スポーツと地域社会
　１ スポーツと地域主義
　２ 地域スポーツクラブ
　３ 市民マラソン
　４ スポーツ・スタジアム
　５ スポーツと地域活性化

XI　職業としてのスポーツ
　１ プロ・スポーツの発展
　２ スポーツ選手のライフコース
　３ スポーツ指導者
　４ 企業（実業団）スポーツ
　５ プロ格闘技の世界

Ⅻ　スポーツ・ファンの文化
　１ 応援の文化
　２ つくられるスポーツ・ファン
　３ スポーツ・ボランティア
　４ 消費者としてのスポーツ・ファン
　５ スポーツ嫌いの視点

ⅩⅢ　スポーツと芸術
　１ スポーツの美学
　２ 美を競うスポーツ
　３ 文学のなかのスポーツ
　４ スポーツと映画
　５ スポーツマンガ

ⅩⅣ　日本のスポーツ文化
　１ 「国技」としての相撲
　２ 武術と武道
　３ 運動会と国民体育大会
　４ ラジオ体操と甲子園野球
　５ 駅　伝
　６ 日本のスポーツ組織
　７ 集団主義と精神主義

ⅩⅤ　グローバル化するスポーツ
　１ イギリスから世界へ
　２ グローバルなスポーツ・イベント
　３ アメリカ型スポーツの発展
　４ グローバル化の光と影
　５ ローカル・スポーツへの関心
　６ 日本のスポーツ文化の不思議

ⅩⅥ　スポーツをめぐる社会問題
　１ 暴力・フーリガニズム
　２ ドーピング
　３ 賭　け
　４ セクシュアル・ハラスメント
　５ 体罰・パワハラ
　６ スポーツと自然環境

ⅩⅦ　スポーツ ･ フォー ･ オール（Sport for All）
　１ 差別と排除に抗して
　２ パラリンピックとスペシャルオリンピックス
　３ 生涯スポーツ
　４ レジャーとしてのスポーツ
　５ ニュー・スポーツとスロー・スポーツ
　６ 福祉社会におけるスポーツ

ⅩⅧ　スポーツ文化研究の視点と方法
　１ 機能主義
　２ マルクス主義
　３ 文化史・文化社会学
　４ スポーツ人類学
　５ カルチュラル・スタディーズ
　６ エスノメソドロジー
　７ 量的調査法
　８ 質的調査法（フィールドワーク）

参考文献／事項索引／人名索引
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トップアスリートからスポーツ愛好者までをとりま
く倫理的問題を幅広く取り上げ，その現状を解説し，
問題の考え方や解決の糸口を示す。様々な問題の歴
史的・社会的経緯の解説も盛り込み，スポーツ倫理
学を体系的に理解できる。

◎ 本格的なスポーツ倫理学の初の入門書
◎ 体育原論・体育史・体育科教育学・スポーツ教育学・
　 スポーツ哲学の講義でも対応できる書
◎ 初学者から大学院修士レベルまでの学生・院生，教
　 職志望者，保健体育科教員必読

やわらかアカデミズム・〈わかる〉シリーズ

よくわかるスポーツ倫理学
友添秀則 編著

ここが

ポイント
!!

はじめに

　第Ⅰ部　スポーツ倫理学を理解するために
１　スポーツ倫理学の基礎知識
　１ スポーツとは何か
　２ スポーツ倫理学をめぐるキーワード
　３ スポーツ倫理学の成立と発展
　４ スポーツ科学とスポーツ倫理学
　５ スポーツと人格形成
　６ スポーツの規範的研究とは何か
　７ 現代スポーツにおける倫理的問題
　８ スポーツ・インテグリティとスポーツの
　　 新しい考え方

２　フェアプレイの精神とは何か
　１ フェアプレイとは何か
　２ フェアとアンフェア
　３ ベストを尽くすとは
　４ 相手の尊重と相手への敬意
　５ 審判・ルールの尊重
　６ フェアプレイ精神の構造
　７ フェアプレイ教育とスポーツ倫理

３　スポーツパーソンシップとは何か
　１ スポーツパーソンシップとは何か
　２ スポーツパーソンシップとスポーツマンシップ
　３ スポーツマンシップの由来
　４ イギリス人とスポーツマンシップ
　５ スポーツパーソンシップとスポーツ規範
　６ マナー・エチケットとスポーツパーソンシップ
　７ スポーツパーソンシップとフェアプレイの精神

　第Ⅱ部　スタジアムからスポーツを倫理する
４　勝敗の倫理学
　１ スポーツにおける勝敗の意味
　２ 「勝利至上主義」は正しいか
　３ 勝利の倫理的意味
　４ よい競争とは何か
　５ 敗北の価値をどうとらえるか
　６ 競技者にとっての勝敗
　７ 手段としてのスポーツと勝利

５　ドーピングの倫理学
　１ ドーピングの定義
　２ 競技スポーツとドーピング事例
　３ 新たなドーピング技術――遺伝子ドーピング
　４ アンチ・ドーピング活動
　５ ドーピング禁止理由をめぐって
　６ ドーピング容認論の見解
　７ ドーピングはなぜ許されないのか

６　ゲームの倫理学
　１ ゲームとは何か
　２ ゲームと試合
　３ ゲームを破壊するもの
　４ ゲームとルール遵守
　５ ゲームにおけるチート行為
　６ ゲーム中の不正行為はなぜ許されないのか
　７ ゲームが正しく行われるために

７　スポーツと八百長の倫理学
　１ 八百長とは何か
　２ スポーツにおける八百長の実態
　３ 違法賭博とは何か
　４ 違法賭博と八百長の関係
　５ 八百長はなぜ許されないのか
　６ 違法賭博はなぜ許されないのか
　７ ＩＯＣ，ＦＩＦＡなどの八百長，違法賭博の
　　 撲滅
　８ 八百長，違法賭博はスポーツを破壊する

　第Ⅲ部　社会からスポーツを倫理する
８　スポーツと暴力の倫理学
　１ 暴力，体罰，ハラスメントと社会
　２ スポーツにおける暴力
　３ スポーツにおける体罰
　４ スポーツにおけるハラスメント
　５ 社会の歴史からみたスポーツと暴力の
　　 関係論
　６ 暴力，体罰，ハラスメントを克服するために

９　スポーツ組織の倫理学
　１ スポーツ組織とは何か

　２ スポーツ組織のアンガバナンスの実態
　３ スポーツ組織とガバナンスの必要性
　４ スポーツ組織の健全性
　５ スポーツ組織のインテグリティ
　６ スポーツ組織の倫理

10　オリンピックの倫理学
　１ オリンピックと国際政治
　２ オリンピズムの倫理性
　３ オリンピックと商業主義
　４ オリンピックと国威発揚
　５ 冷戦後のオリンピック
　６ オリンピック休戦と平和への取り組み
　７ 国際親善と世界平和を目指して

11　スポーツと差別の倫理学
　１ 差別とは何か
　２ スポーツにおける差別の事例
　３ スポーツと人種差別
　４ スポーツにおける外国人嫌悪
　５ スポーツにおける経済差別
　６ スポーツと性に関わる差別
　７ スポーツにおける差別を克服するために

12　スポーツと環境の倫理学
　１ スポーツと地球環境問題
　２ スポーツ施設と環境破壊
　３ ＩＯＣの環境問題への取り組み
　４ エコ・スポーツの可能性
　５ カーボンマイナス・スポーツの提唱
　６ 持続可能な社会とこれからのスポーツ

　第Ⅳ部　スポーツを守るために
13　人物から学ぶスポーツ倫理学
　１ クーベルタンのオリンピズム
　２ 嘉納治五郎――精力善用・自他共栄
　３ アーノルドとアスレティシズム
　４ 人見絹枝
　　 ――競技者であること，日本人であること
　５ 八田一朗――「闘魂」と「根性」
　６ 大西鐡之祐――闘争の倫理
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本書は，性格や態度が成績にどう影響するか，また，
コーチの役割や動機づけや技能を高める方法など，
スポーツ心理学の基本的なトピックスを押さえ，そ
の全体像を描くことをめざした入門書。

◎ 原則見開き 2 頁で見やすくわかりやすい
◎ スポーツ心理学における基本的かつ重要な事項を幅広く
　 押さえている
◎ それぞれ専門分野をもち，第一線で活躍する研究家であ
　 る執筆陣による，入門書を意識したわかりやすい教科書
◎ スポーツ心理学の授業だけではなく，教育大学の体育科
　 コースでの授業でも活用できる

やわらかアカデミズム・〈わかる〉シリーズ

よくわかるスポーツ心理学
中込四郎／伊藤豊彦／山本裕二 編著

ここが

ポイント
!!

はじめに　

第Ⅰ章　スポーツと発達
　１ 乳児期の運動発達
　２ 分化を繰り返す運動発達
　３ 運動パターンの発達
　４ 認知発達と運動
　５ 社会性の発達と運動参与
　６ 親や仲間と運動参与
　７ 子どものスポーツへの動機づけ
　８ 子どもの運動・スポーツ指導
　９ スポーツ技能学習と臨界期

第Ⅱ章　運動の制御機構
　１ 情報処理としての運動制御
　２ 運動における感覚・知覚の役割
　３ 運動における注意の役割
　４ スポーツの熟練者の記憶
　５ 運動の言語化
　６ 運動イメージ
　７ 運動における予測の役割
　８ 運動における速さと精度
　９ 身体運動の協応構造
　10 環境との相互作用で生じる運動
　11 身体運動とリズム
　12 自己組織する身体運動
　13 対人・集団運動のダイナミクス

第Ⅲ章　運動の学習と指導
　１ 運動プログラムの獲得
　２ 一定練習と変動練習
　３ 全体練習と部分練習
　４ 学習はどのように進行するか
　５ 自由度から見た学習段階
　６ 観察・見まね学習
　７ 効果的なフィードバック
　８ 知覚・認知トレーニング
　９ 制約を利用した個人練習
　10 制約を利用したチーム練習
　11 技術指導と練習環境デザイン

第Ⅳ章 スポーツにおける動機づけ
　１ 動機づけ――やる気を支えるエネルギー
　２ 原因帰属
　　 ――成功・失敗経験の解釈とやる気
　３ 自己効力感――やればできる
　４ 達成目標理論――目標の性質とやる気
　５ 自己決定理論――やる気の連続性
　６ 学習された無力感――やる気の喪失
　７ セルフ・ハンディキャッピング
　　 ――なぜやる気を出さないのか
　８ 動機づけ雰囲気
　　 ――やる気を高める環境づくり

第Ⅴ章　スポーツの社会心理
　１ スポーツと集団①
　　 集団規範――チームのルール
　２ スポーツと集団②
　　 集団凝集性――チームのまとまり
　３ スポーツと集団③
　　 チーム・ビルディング――強いチームをつくる
　４ リーダーシップ
　　 ――優れた指導力を発揮する
　５ 社会的勢力――影響力の源泉
　６ 攻撃性――暴力か，それとも醍醐味か
　７ ソーシャルスキル
　　 ――他者と関わる技術
　８ ジェンダー――女性とスポーツ

第Ⅵ章　運動による健康の増進 
　１ 運動の心理的効果①自尊感情
　２ 運動の心理的効果②ストレス
　３ 運動の心理的効果③不安
　４ 運動行動の規定因――態度と規範
　５ 運動行動の変容
　　 ――トランスセオレティカル・モデル 
　６ 運動行動の促進――運動実践への介入
　７ 運動実践と環境
　　 ――運動の継続を支える社会的文脈要因

第Ⅶ章　競技心理
　１ 競技スポーツ・アスリートの心性
　２ ピークパフォーマンスの心理的世界
　３ “あがる”心理とその克服
　４ スランプからの脱出
　５ 少年期とスポーツ
　６ タレント発掘
　７ ソーシャルサポートの活用 
　８ コーチングの心理
　９ スポーツファンの心理
　10 アスリートの心理サポート現場

第Ⅷ章　メンタルトレーニング
　１ メンタルトレーニング小史
　２ アスリートに必要とされる心理的スキル
　３ アスリート版心理テスト
　４ メンタルトレーニングプログラムの作成
　５ メンタルトレーニング①
　　 リラクセーション技法
　６ メンタルトレーニング②イメージ技法
　７ メンタルトレーニング③認知行動技法
　８ チームスポーツのメンタルトレーニング
　９ スポーツメンタルトレーニング指導士
　10 メンタルトレーニングとカウンセリング

第Ⅸ章　スポーツ臨床
　１ スポーツカウンセリング
　２ スポーツとパーソナリティ形成
　３ 運動部活動における不適応 
　４ 運動部指導者の葛藤
　５ スポーツ傷害と心理 
　６ アスリートにおける食行動問題
　７ バーンアウトの発症機序
　８ アスリートアイデンティティ
　９ 競技引退のもつ意味 
　10 心因性動作失調
　11 スポーツセラピーの可能性
　12 認定スポーツカウンセラー
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本書はスポーツマーケティングの基礎理論と応用事
例をわかりやすく解説する。スポーツやスポーツビ
ジネスが担うべき社会的役割をふまえた「これから
のスポーツマーケティングに必要な情報と基本的考
え方」を学ぶための入門書。

◎ スポーツマーケティングの理論と実際をわかりやすく解説
◎ 「スポーツマーケティング論」の全体像が把握できる一冊
◎ 世界標準の研究体系と最新の研究動向を踏まえた構成
◎ 初学者から大学院修士レベルまでの学生・院生，スポー
　 ツやスポーツビジネスに関心のある一般読者に必携の入
　 門書

やわらかアカデミズム・〈わかる〉シリーズ

よくわかるスポーツマーケティング
仲澤 眞／吉田政幸 編著

ここが

ポイント
!!

はじめに

　第Ⅰ部　スポーツマーケティングとは何か
１　スポーツビジネスの使命
　1 スポーツ文化の維持と向上
　2 文化の担い手の育成
　3 スポーツの公共性・公益性への配慮
　4 顧客志向と社会志向

２　スポーツの社会的機能
　1 スポーツのコミュニティ形成機能
　2 スポーツにおける地域貢献活動
　3 スポーツ消費者の向社会的行動
コラム１：アスリートのロールモデル論

３　スポーツマーケティングの特性
　１ スポーツマーケティングの誕生
　２ スポーツマーケティングの定義
　３ スポーツマーケティングの本質
　４ スポーツマーケティングの理念・倫理

４　スポーツ市場の理解
　１ スポーツ産業の特性
　２ スポーツ市場の構造と規模
　３ スポーツプロダクトの種類
　４ スポーツ消費者の類型

５　戦略的スポーツマーケティングのプロセス
　１ スポーツマーケティングと市場志向
　２ スポーツマーケティングにおける環境適合
　３ SWOT 分析によるアプローチ
　４ スポーツマーケティングプロセス
コラム２：国際競技力とスポーツマーケティング

　第Ⅱ部　マーケティングの基礎
６　スポーツマーケティングにおけるプロダクト論
　１ 有形プロダクトと無形プロダクト
　２ スポーツプロダクトの構造
　３ スポーツマーケティングにおけるサービス特性
　４ スポーツプロダクトの管理

７ スポーツマーケティングにおける価格政策論
　１ 価格形成のメカニズム
　２ 値頃感と消費者心理
コラム３：プレミアムモデル

８　スポーツマーケティングにおける
　　プロモーション論
　１ コミュニケーションの原理
　２ スポーツと広告
　３ スポーツ組織における広報
　４ スポーツ組織のプロモーションミックス
コラム４：メディアトレーニング

９　スポーツマーケティングにおける流通政策論
　１ マーケティングチャネル
　２ 仲介業者の種類と役割
　３ 流通チャネルとしてのスタジアム
　４ 流通チャネルとしてのメディア

　第Ⅲ部　スポーツ消費者の理解
10 スポーツ消費者行動モデル
　１ スポーツ消費者の特性
　２ スポーツ消費者の意思決定過程
コラム５：スポーツマーケティングと女性のスポーツ

11 参加型スポーツの消費者
　１ 参加型スポーツの分類
　２ エスカレーターモデル
　３ スポーツ参加における心理的要因
　４ スポーツ参加における社会的・環境的要因

12 観戦型スポーツの消費者
　１ 観戦型スポーツの分類
　２ 心理的連続モデル
　３ スポーツ観戦動機
　４ スポーツ観戦者と社会的アイデンティティ

　第Ⅳ部　マーケットリサーチの視座
13 スポーツマーケティングにおけるＳＴＰ
　１ セグメンテーションの基礎
　２ セグメンテーションの種類
　３ 標的市場の設定と評価
　４ ポジショニング／リ・ポジショニング

14　スポーツマーケティングとマーケットリサーチ
　１ マーケットリサーチの手順
　２ 量的調査研究のデザイン
　３ 質的調査研究のデザイン
　４ 調査の実施，分析，報告

　第Ⅴ部　スポーツマーケティングの展開
15 スポーツ・スポンサーシップ
　１ スポーツ・スポンサーシップのこれまで
　２ スポンサー企業の視点
　３ スポンサーシップの効果
コラム６：ＪＦＡスポンサーシップの概要

16　スポーツ・ブランドのマーケティング
　１ ブランドとブランディング
　２ ブランド価値の創出
　３ アスリート・ブランディング
　４ ブランドとスポーツ組織の社会的責任

17　スポーツの権利ビジネス
　１ スポーツビジネスにおける権利
　２ 放映権ビジネス
　３ 商品化権ビジネス
　４ 命名権ビジネス
コラム７：アメリカ大学スポーツの取り組みから

18　顧客満足，顧客ロイヤルティ，顧客価値
　１ 試合の勝敗と顧客満足
　２ 見せかけのロイヤルティと真のロイヤルティ
　３ スポーツにおける顧客価値の創造
　４ スポーツマーケティングと経験価値

19　関係性マーケティング
　１ マーケティングの枠組みの変化と
　　 関係性マーケティング
　２ 顧客関係管理
　３ ロイヤルティプログラムの役割

20　ＷＯＭ（クチコミ）マーケティング
　１ ＷＯＭマーケティングの台頭
　２ ＷＯＭマーケティングの倫理と課題
　３ e クチコミ：
　　スポーツ消費とソーシャルメディア
　４ e クチコミ：マーケティングメトリクス

　第Ⅵ部　これからのスポーツマーケティング
　１ 地方行政とスポーツ
　２ 人権・格差への配慮
　３ ビジネス価値の向上と社会支援
　４ スポーツマーケティングの未来像

おわりに／さくいん
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スポーツマネジメントは単に経済的利潤を追求する
営みでなく，人々の生活の質的向上を意図する活動
である。本書はスポーツマネジメントの全体像を俯
瞰するとともに，個別のマネジメント領域の実態や
諸機能をわかりやすく解説した入門書。

◎ 「スポーツマネジメント」の全体像が把握できる
◎ 「スポーツ経営」「体育経営」「スポーツマネジメン
　  ト」などの講義に最適
◎ 初学者から大学院修士レベルまでの学生・院生，ス
　 ポーツマネジメントに関心のある一般読者に必携
　 の入門書

やわらかアカデミズム・〈わかる〉シリーズ

よくわかるスポーツマネジメント
柳沢和雄／清水紀宏／中西純司 編著

ここが

ポイント
!!

はじめに

序　スポーツマネジメントとは
　１ スポーツマネジメントの発展
　２ スポーツマネジメントの目的
　３ スポーツマネジメントの捉え方
　４ スポーツマネジメントの実践領域

　第Ⅰ部　参加型スポーツのマネジメント
１　学校体育・スポーツのマネジメント
　１ スポーツマネジメントと学校体育
　２ 学校体育をめぐるマネジメントの構造と特徴
　３ 学校体育の経営目的・経営計画
　４ 学校体育のナレッジ・マネジメント
　５ 体育授業のマネジメント
　６ 学校体育のカリキュラム・マネジメント
　７ 保健体育教師の力量形成
　８ 運動部活動の運営体制と資源
　９ 単位運動部の自治的運営
　10 学校体育と学社連携，協働／スクール・ガバナンス
　11 学校体育の経営評価
　12 学校体育団体の役割
　13 大学スポーツのマネジメント

２　地域スポーツのマネジメント
　１ 地域スポーツの変遷とスポーツマネジメント
　２ 地域スポーツとコミュニティ
　３ 公共スポーツ施設の整備とマネジメント
　４ 公共スポーツ施設の経営形態
　５ 学校体育施設の有効活用
　６ 地域スポーツ推進の財源
　７ 地域スポーツクラブ育成政策
　８ 総合型地域スポーツクラブの育成
　９ 地域スポーツとスポーツＮＰＯ
　10 スポーツによる地域イノベーション

３　商業（民間営利）スポーツ施設のマネジメント
　１ 商業スポーツ施設の分類とマネジメント特性
　２ 商業スポーツ施設の営業システム
　３ 商業スポーツ施設の業態と戦略
　４ 商業スポーツ施設のマーケティング
　５ スポーツサービスとクオリティ・マネジメント
　６ 経営組織と人的資源マネジメント
　７ 顧客管理とホスピタリティ・マネジメント
　８ 日常生活圏域施設の変遷とマネジメント課題
　９ リゾート型施設のマネジメント特性と課題
　10 商業スポーツ施設のイノベーション・マネジメント

　第Ⅱ部　観戦型スポーツのマネジメント
４　スポーツイベントのマネジメント
　１ スポーツイベントの類型とスポーツマネジメント
　２ スポーツイベントがもたらすレガシー
　３ オリンピック・パラリンピックにおける
　　 権利ビジネスの展開
　４ ＦＩＦＡワールドカップサッカーとソーシャルメディア
　５ 国民体育大会の地域活性化マネジメント
　６ 市民マラソンにおけるボランティアマネジメント

５　プロスポーツのマネジメント
　１ スポーツリーグの形態とスポーツマネジメント
　２ プロ野球リーグのマネジメント
　３ Ｊリーグのマネジメント
　４ ソーシャルビジネスとしての独立リーグの
　　 マネジメント
　５ 大リーグ野球（ＭＬＢ）とプレミアリーグ
　　 サッカー（ＥＰＬ）のビジネスモデル
　６ トップスポーツと観戦行動

６　メディアスポーツのマネジメント
　１ メディアとスポーツマネジメント
　２ 多チャンネル時代のスポーツ放送ビジネス
　３ 印刷メディアとスポーツ報道
　４ 映画メディアとスポーツ文化
　５ ＩＣＴビジネスの発展とメディアスポーツの
　　 イノベーション
　６ メディア化される女性スポーツ

　第Ⅲ部　対象に応じたスポーツマネジメント
７　子どもスポーツのマネジメント
　１ 子どもの生活・発達とスポーツ
　２ 子どものスポーツ環境
　３ 子どものスポーツをめぐるマネジメント課題
　４ 子どものスポーツ組織・団体と連携・協働
　５ 子どもスポーツクラブ・チームのマネジメント
　６ 少年スポーツ指導者

８　健康スポーツのマネジメント
　１ 高齢者のqolと運動・スポーツ
　２ サクセスフル・エイジングの促進
　３ 高齢者のヘルスプロモーションと運動・スポーツ
　４ 高齢者の心の健康と運動・スポーツ
　５ 高齢者の健康と社会環境
　６ 健康増進施設のマネジメント
　７ 高齢者の健康政策

９　障がい者スポーツのマネジメント
　１ 障がい者スポーツの発展と課題
　２ 障がい者スポーツの開発とマネジメント
　３ 障がい者スポーツとバリアフリー
　４ アダプテッドスポーツの思想とマネジメント
　５ 障がい者と競技スポーツ
　６ 障がい者スポーツの支援体制

　第Ⅳ部　社会とスポーツマネジメント
10　スポーツ法制度とスポーツマネジメント
　１ スポーツに関する法制度の体系
　２ 国のスポーツ政策
　３ 地方のスポーツ政策
　４ スポーツ行政のしくみ
　５ スポーツ財政
　６ スポーツ政策のマネジメント
　７ スポーツ政策をめぐる政策ネットワーク

11　スポーツ団体のマネジメント
　１ スポーツ団体の役割・分類と全体構造
　２ 中央競技団体（ＮＦ）のマネジメント
　３ スポーツ統括団体のマネジメント
　４ 独立行政法人日本スポーツ振興センター
　　 （ＪＳＣ）のマネジメント
　５ 国際的なスポーツ団体のマネジメント
　　 フランス柔道連盟の事例

12　スポーツマネジメントと倫理・ＣＳＲ
　１ スポーツマネジメントをめぐる倫理と
　　 社会的責任（ＣＳＲ）
　２ スポーツ団体のガバナンス
　３ Ｊクラブとハイブリッド型スポーツクラブ
　４ プロスポーツ組織の社会的責任
　５ トップアスリートのコンフリクトマネジメント
　６ スポーツリスクマネジメントの実践

13　スポーツマネジメント人材の養成
　１ スポーツマネジメントを担う人材
　２ 保健体育科の教員養成制度
　３ スポーツマネジメントと指導者資格制度
　４ スポーツビジネスと求められる人財

14　スポーツマネジメントの研究動向
　１ 国内の研究動向
　２ 国外の研究動向

索　引
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健

B5判美装/248頁　定価：2,750円（本体2,500円+税）
ISBN 978-4-623-08183-7　2019年5月刊行

教員をめざす学生のための学校保健の教科書。講義
形式で基礎を学び，豊富な演習課題や復習問題に
よって復習することができる。学校保健に関わる最
新の動向に加え，子どもをとりまく環境の変化や現
代的な健康課題の対応も解説。

◎ 講義形式を基本に，演習課題や復習問題によって主体的に
　学ぶことができる。2020年度より順次実施の新「学習指導
　要領」に対応している
◎ 簡潔でやさしくわかりやすい講義形式の教職教材
◎ アクティブラーニングを意識した「演習コーナー」
◎ 教員採用試験を視野に入れた「理解度チェック問題集」

森田健宏／田爪宏二 監修

よくわかる！ 教職エクササイズ 8　　　　　　　　

学校保健
柳園順子 編著

ここが

ポイント
!!

はじめに
第１講　オリエンテーション
　　　　学校保健とは何か
　１ 学校保健とは
　２ 学校保健の推進者
　３ 学校保健の歴史
　【知っておくと役立つ話】
　　学校保健の歴史　明治・大正・昭和・平成

第２講　学校保健行政と学校教育・
　　　　学校保健組織活動
　１ 公衆衛生の一分野としての学校保健
　２ 学校保健とヘルスプロモーション
　３ 学校保健組織活動
　【知っておくと役立つ話】・
　　健康のとらえ方・ヘルスプロモーティング 
　　スクール／ヘルシースクール

第３講　学校保健・学校安全計画，
　　　　保健室経営
　１ 学校保健計画と学校安全計画
　２ 保健室経営と計画
　３ 計画の実際（例）
　【知っておくと役立つ話】
　　ＰＤＣＡサイクルの始まりと学校経営

第４講　保健教育①　保健学習
　１ 保健教育
　２ 保健学習
　３ 保健学習の指導方法と評価
　４ 保健教育の今後の発展的方向性
　【知っておくと役立つ話】
　　新「学習指導要領」の方向性と基本方針

第５講　保健教育②　保健指導
　１ 子どもたちの現状と学校保健における
　　 保健指導
　２ 保健指導の実際
　【知っておくと役立つ話】
　　ハイリスクアプローチとポピュレーション
　　アプローチ

第６講　健康観察・保健調査・健康診断
　１ 健康観察
　２ 児童・生徒等の健康診断の概要
　３ 児童・生徒等定期健康診断の流れ
　４ 就学時の健康診断
　５ 職員の健康診断
　６ 学校における健康診断
　【知っておくと役立つ話】
　　性的マイノリティを理解するために：
　　生物学的性，性自認，性的指向

第７講　健康相談
　１ 学校における健康相談と法的根拠
　２ 学校における健康相談の基本的理解
　３ 健康相談の基本的な留意点
　【知っておくと役立つ話】
　　ネットによる子どもの性的搾取被害への支援

第８講　発育・発達／学校における
　　　　感染症の予防と対応
　１ 発育・発達における現状と課題
　２ 学校における感染症の予防と対応
　【知っておくと役立つ話】
　　熊本地震から感染症予防対策を学ぶ

第９講　学校生活で特に注意をすべき
　　　　子どもの病気
　１ 消化器疾患
　２ 循環器疾患
　３ 内分泌・代謝疾患
　４ 泌尿器・腎疾患
　５ アレルギー疾患
　６ 中枢神経疾患
　７ 血液・腫瘍疾患
　８ 耳鼻科疾患
　９ その他の疾患
　10 これからの課題と対策
　【知っておくと役立つ話】
　　アナフィラキシーについての理解と対応

第10講　こころの健康問題
　１ こころの健康問題とは

　２ 子どもに起こるこころの健康問題
　３ こころの健康問題における教職員の対応
　【知っておくと役立つ話】
　　思春期の友だち関係とスクールカースト

第11講　特別支援教育と学校保健
　１ 特別支援教育の理念と動向
　２ 発達障害について
　３ 特別支援教育を行うための体制の
　　 整備と取り組み
　４ 障害のある児童・生徒に対する健康に
　　 関する支援
　【知っておくと役立つ話】医療的ケア児

第12講　学校環境衛生
　１ 学校環境衛生とは
　２ 学校環境衛生活動
　【知っておくと役立つ話】
　　スポーツにおける頭部外傷の
　　リスクマネジメント

第13講　学校安全と学校危機管理
　１ 学校安全とは
　２ 学校危機管理
　【知っておくと役立つ話】
　　セーフティプロモーションと学校安全

第14講　給食・食育
　１ 学童期の成長・発達と栄養
　２ 学校における給食とその歩み
　３ 食育
　【知っておくと役立つ話】海外の学校給食事情

第15講　講義のまとめ
　　　　――これからの学校保健
　１ 学校保健の充実を図るために
　２ 「チームとしての学校」の実現を
　　 めざして
　【知っておくと役立つ話】
　　子どもの貧困の現状とその困難

復習問題の解答／巻末資料／索引



篠原正典 監修

大学生のための情報リテラシー
―― 活用力が身につく12章

上出 浩／破田野智己／⻆田あさな 著

情
報
科

B5判美装/264頁　定価：2,750円（本体2,500円＋税）
ISBN 978-4-623-09092-1　2021年3月刊行

エクセルやワード，パワーポイントなどの操作方法
だけではなく，情報リテラシーの考え方や，背景に
ある理論もわかりやすく解説した。技術や環境の変
化に対応できる，柔軟で幅広い情報処理能力の修得
をめざす入門書。

◎ 情報リテラシーに特化した教科書は他に例が少な
   い
◎ 基本的思考等を扱うことによる汎用性（機種・バー
   ジョンへの依存度が低い）
◎ シンプルな記述と可視性

ここが

ポイント
!!

はしがき 

Zero. まなぶ
　「わかって」使えるようになる
　ためのまなび

　　【基礎】
Ⅰ．知る　効率よく見つけ出す
　Ⅰ.１ 「知る」ロードマップ
　Ⅰ.２ 調べるものを「知る」
　Ⅰ.３ 情報収集ツールを「知る」
　Ⅰ.４ 見つけた情報を記録する
　Ⅰ.５ 集めた情報の「整理」の仕方
　　を「知る」
　Ⅰ.６ 集めた情報の外観を「知る」
　Ⅰ.７ 情報の信憑性を「知る」
　Ⅰ.８ 理由を「知る」
　コラム　０と１の間
Ⅱ．選ぶ
　自分に合ったツール：
　デバイスおよびネットの基礎
　Ⅱ.１ 「選ぶ」ロードマップ
　Ⅱ.２ 目的を明確にする：
　　自分に合うものを「選ぶ」ために
　Ⅱ.３ スタイルを「選ぶ」
　Ⅱ.４ ＯＳを「選ぶ」
　Ⅱ.５ モノの性能を「選ぶ」：
　　ハードウェア
　Ⅱ.６ 何をするのかを「選ぶ」：
　　アプリケーション
　Ⅱ.７ 自分に必要な道具を「選ぶ」
　コラム　Society 5.0
Ⅲ．操る
　デバイスも入力も思った通りに
　Ⅲ.１ 「操る」とは何かを考える
　Ⅲ.２ 「操る」ロードマップ
　Ⅲ.３ 入力デバイスを確認する
　Ⅲ.４ マウスを使う
　Ⅲ.５ キーボードを使う
　Ⅲ.６ 日本語を入力する
　コラム　情報の表し方
Ⅳ．書く　文章：Microsoft Word ⑴
　Ⅳ.1 「書く」ロードマップ
　Ⅳ.２ Wordのクセを知る
　Ⅳ.３ 表示を整える

　Ⅳ.４ 文字の飾りつけをする
　Ⅳ.５ ファイルを保存する
　Ⅳ.６ 校正機能で文章を整える
　Ⅳ.７ レイアウトを整える
　Ⅳ.８ 様々な形で保存する
　Ⅳ.９ 印刷をする
　Ⅳ.10 より魅力的なドキュメント
　　にする
　コラム　引用と剽窃
Ⅴ．魅せる
　ビジュアル・ドキュメント：　
　Microsoft Word ⑵
　Ⅴ.１ 「魅せる」ロードマップ
　Ⅴ.２ 図形を挿入する
　Ⅴ.３ 図形を描く
　Ⅴ.４ 図形を整形する：
　　大きさ，形
　Ⅴ.５ 図形の書式を設定する：
　　枠線，塗りつぶし，効果
　Ⅴ.６ 画像を利用する
　Ⅴ.７ レイアウトを整える
　Ⅴ.８ 「魅せる」ドキュメントを
　　つくる
　コラム　オブジェクト
Ⅵ．証す
　数値で示す：Microsoft Excel ⑴
　Ⅵ.１ パソコンと算数の苦手な人
　　こそ Excel！
　Ⅵ.２ 「証す」ロードマップ
　Ⅵ.３ 何に使えるか：
　　仕事では必須，工夫次第で
　　何にでも
　Ⅵ.４ 考え方の把握：
　　Excelの本当の姿？
　Ⅵ.５ ルールの把握：
　　Excelには明確なルールがある
　Ⅵ.６ しっかりとコツとクセを
　　理解するまで控えるべきこと
　Ⅵ.７ 目標を見定めて，表を
　　作成する
　Ⅵ.８ 必要な計算をする１：
　　売り上げ（かけ算）
　Ⅵ.９ 必要な計算をする２：
　　合計と平均
　　（SUM関数とAVERAGE関数）

　Ⅵ.10 必要な計算をする３：
　　売り上げの割合
　Ⅵ.11 必要な計算をする４：
　　順位
　Ⅵ.12 表を整える１：表示形式
　Ⅵ.13 表を整える２：
　　罫線，塗りつぶし，フォントなど
　Ⅵ.14 いろいろな参照
　Ⅵ.15 総合演習とこれから
　コラム　便利さの落とし穴
Ⅶ．表す
　グラフィカルに示す：
　Microsoft Excel ⑵
　Ⅶ.１ なぜグラフにするのかを知る
　Ⅶ.２ 「表す」ロードマップ
　Ⅶ.３ 使うグラフを選ぶ
　Ⅶ.４ データを表にする
　Ⅶ.５ グラフを作る
　Ⅶ.６ グラフを整える
　Ⅶ.７ グラフを印刷する
　コラム　カラーユニバーサル
　　デザイン
Ⅷ．導く
　誘導ツール：Microsoft PowerPoint
　Ⅷ.１ 「導く」ロードマップ
　Ⅷ.２ 目的を定める
　Ⅷ.３ スライドを構成する
　Ⅷ.４ スライドを飾る
　Ⅷ.５ 動きをつける
　Ⅷ.６ 発表する
　コラム　売らない店舗

　　【発展】
Ⅸ．守る　セキュリティと権利
　Ⅸ.１ 「セキュリティ」と「権利」
　　ロードマップ
　Ⅸ.２ 今の状況を把握する
　Ⅸ.３ 「権利」との関係
　Ⅸ.４ 日常生活とのリンク
　Ⅸ.５ キー（ポイント）は何か
　コラム　心の自由：
　　あこがれの効能

Ⅹ．整える
　関数によるデータの加工：
　Microsoft Excel ⑶
　Ⅹ.１ ２つの発展を知る：
　　関数とマクロ
　Ⅹ.２ 関数学習のロードマップ
　Ⅹ.３ 文字と数値と式を区別する
　Ⅹ.４ データベースを扱う
　Ⅹ.５ 条件で場合分けをする
　　（ＩＦ関数）
　Ⅹ.６ 文字列関数で「整える」
　Ⅹ.７ エラーを利用して万能に
　　する
　Ⅹ.８ ""（空白）で美しく，パズル的
　　思考でよりパワフルに
　コラム　エラーとバグ
Ⅺ．探る
　データベース，より深く・広く：
　Microsoft Excel ⑷
　Ⅺ.１ データベースと学習ロード
　　マップ
　Ⅺ.２ 設計こそ命であることを
　　理解する
　Ⅺ.３ 分析する１：
　　便利な並び替え
　Ⅺ.４ 分析する２：
　　パワフルなフィルター
　Ⅺ.５ とっておきのツールを使う：
　　ピボットテーブルとピボット
　　グラフ
　Ⅺ.６ リレーショナルデータ
　　ベースへ発展させる
　Ⅺ.７ 探るためにはまずデータ，
　　そしてデータベースにする
　コラム　選択
Ⅻ．創る　組み合わせて無限に
　Ⅻ.１ 「創る」ロードマップ
　Ⅻ.２ スキルを応用する
　Ⅻ.３ 作業を自動化する
　Ⅻ.４ アプリを開発する
　Ⅻ.５ 未来を「創る」
　コラム　ＡＩの心

あとがき
索　引



情
報
科

B5判美装/208頁　定価：2,420円（本体2,200円+税）
ISBN 978-4-623-08181-3　2018年2月刊行

アクティブラーニングに対応した教職課程のテキス
ト。現代の学校教員に求められるＩＣＴを活用する能
力を学校現場の仕事を想定しながら学べる実践的な
１冊。教員採用試験対策にも対応。

◎ 新しい学習指導要領で求められる指導内容に完全対応
◎ 学校での実際の業務に即したＩＣＴ活用を学べるテキスト
◎ 「情報機器の操作」から「校務」「教科指導」まで幅広く対応
◎ 情報利用に関する全国の教員採用試験の過去問題を厳選して掲載
◎ 情報機器の操作法のみならず，情報モラルや著作権などの学校実務
　 にも対応
◎ 現場でＩＣＴを実用できるようになる総合的な能力を育成するのに最適

森田健宏／田爪宏二 監修
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堀田博史／森田健宏 編著

ここが

ポイント
!!

監修者のことば
本書の特徴
はじめに

第１講　前半のガイダンス／情報社会と
　　　　学校教育について
　１ はじめに　
　２ 学習指導要領とICT活用の関係
　３ 教員の ICT 活用指導力の向上の
　　 ために

第２講　保護者宛の連絡文書の作成⑴
　１ Wordの機能と基本画面の説明
　２ ファイルの保存，ファイルを開く
　３ ページ書式の設定
　４ 文字列の配置
　５ 箇条書き

第３講　保護者宛の連絡文書の作成⑵
　１ インデントの活用
　２ タブの活用
　３ 印刷とPDFへの変換

第４講　情報モラル
　１ 情報モラルとは何か
　２ 学習指導要領における情報モラル
　３ 情報モラルの指導を構想する
　４ 情報モラル指導の参考となるコンテンツ
　５ おわりに

第５講　効率的なWeb検索
　　　　──修学旅行プランの作成⑴
　１ Webページの特性を知る
　２ Webページからの情報検索

第６講　効率的なWeb検索
　　　　──修学旅行プランの作成⑵
　１ 情報検索サービスの効率のよい利用
　２ 検索範囲を指定する

第７講　タイピングのスキルアップ
　１ タイピングスキルがなぜ重要か
　２ タイピング練習
　３ ホームポジション
　４ タイピング課題の目標設定
　５ 事例：学級・学校でタイピング練習
　　 に取り組む

第８講　Excelで簡単な表の作成や関数
　　　　の利用⑴──基本機能の理解と
　　　　表の作成
　１ Excelの画面構成と各種機能
　２ Excelでできるさまざまなこと

　３ さっそくチャレンジ ！
　　 クラス成績一覧表の作成

第９講　Excelで簡単な表の作成や関数
　　　　の利用⑵──データの並び替え
　　　　や関数の利用
　１ 「並べ替え」機能を使って，データ
　　 をいろいろ並べ替えてみよう
　２ 複数の「並べ替え」機能を使って，
　　 データをいろいろ整理してみよう
　３ 「関数」の機能を使ってみよう

第10講　PowerPointでカレンダーづくり
　１ PowerPointの機能と基本画面の説明
　２ ファイルの保存，ファイルを開く
　３ 文字の挿入
　４ 表の作成
　５ 画像・図形の挿入
　６ カレンダーへの仕上げ

第11講　映像作品を組み合わせたマルチ
　　　　メディア作品の作成
　１ 「NHKクリエイティブ・ライブラリー」
　　 とは
　２  「NHKクリエイティブ・ライブラリー」
　　 を活用したマルチメディア作品の作成
　３ おわりに

第12講　デジカメ写真やWebカメラでの
　　　　ビデオを組み合わせたマルチ
　　　　メディア作品の作成
　１ ムービーを作成する
　２ インターネットを活用した動画編集
　３ おわりに

第13講　Wordでクラス便りの作成⑴
　１ 表のつくり方をマスターしよう
　２ 塗りつぶしと罫線の使い方

第14講　Wordでクラス便りの作成⑵
　１ 図や画像の取り扱い方
　２ 図や画像のすすんだ取り扱い方

第15講　前半の振り返り
　１ 第1～14講までの理解度チェック
　２-a 修学旅行の案内作成
　２-b 修学旅行の案内作成
　２-c クラスの成績一覧表作成
　２-d 保健だより作成

第16講　後半のガイダンス／情報活用
　　　　能力の調査結果について
　１ はじめに
　２ 情報活用能力の調査結果

　３ 児童・生徒の情報活用能力を育む
　　 ために

第17講　Wordで児童・生徒の感想文を
　　　　小冊子にまとめよう⑴
　１ 感想文を冊子にする
　２ 平綴じで冊子をつくる

第18講　Wordで児童・生徒の感想文を
　　　　小冊子にまとめよう⑵
　１ PDFファイルによるデジタル感想　
　 　文集を作成する
　２ 中綴じで冊子をつくる

第19講　著作権
　１ 著作権を知る
　２ 具体例から著作権を考える
　３ 子どもと学ぶ著作権
　４ おわりに

第20講　学校放送番組（NHK for School）
　　　　の活用法⑴
　１ 小学校でのICT機器，メディア利用
　　 の状況
　２ 授業で利用されるメディアの特徴

第21講　学校放送番組（NHK for School）
　　　　の活用法⑵
　１ 授業での動画利用の方法
　２ NHK for School を利用した授業例

第22講　Excel でさまざまなデータを
　　　　活用しよう⑴──データの種類
　　　　に応じたグラフの作成
　１ データの種類のいろいろ
　２ グラフを実際に作成してみよう

第23講　Excelでさまざまなデータを
　　　　活用しよう⑵──データをもと
　　　　に多様な分析や成績評価をする
　１ データの種類と特徴
　２ 教育評価の基準とルール

第24講　PowerPointを活用した
　　　　プレゼンテーション⑴
　１ プレゼンテーションとは
　２ スライド作成の留意点
　３ PowerPointの機能と基本画面の説明
　４ ファイルの保存，ファイルを開く
　５ スライドの複製
　６ オンライン画像の挿入

第25講　PowerPointを活用した
　　　　プレゼンテーション⑵
　１ まず準備をします
　２ ファイルの保存，ファイルを開く
　３ グラフ・SmartArtの挿入
　４ ビデオ・オーディオの貼り付け
　５ 画面切り替え・アニメーション
　６ スライドショーの実行

第26講　WordとExcelで差し込み印刷⑴
　１ 差し込み印刷について知る
　２ 差し込み印刷のためのデータをつくる

第27講　WordとExcelで差し込み印刷⑵
　１ データを修正する
　２ 差し込み印刷を使いこなす
　３ さまざまな差し込み印刷

第28講　Scratchを活用した
　　　　プログラミングの体験⑴
　１ プログラミング教育の開始
　２ プログラムはプログラミング言語で
　　 書く
　３ Scratchを使う

第29講　Scratchを活用した
　　　　プログラミングの体験⑵
　１ プログラミングとアルゴリズムの関係
　２ ３つの基本制御構造
　３ 映画のチケット券売機のプログラム
　　 をScratchで書く

第30講　後半の振り返り
　１ 第16～29講までの理解度チェック
　２-a 単元テスト結果をグラフで示す
　２-b プレゼンテーションスライドの作成
　２-c 差し込み印刷によるカード作成
　２-d 学校放送番組を有効に利用しよう

教員採用試験 過去問題にチャレンジ
教員採用試験 過去問題の解答
索　引
参考文献・参考ウェブサイト
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